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拝啓――

中村和也さま




　お元気ですか？

　あなたと出会って、もう十四年が経とうとしています。

　まだ恋というものさえ知らなかった子供のときにはじまった一目惚れ。

　あなたを知れば知るほど好きになってしまいました。

　自分でも諦めが悪いことは、重々承知しています。

　わたしの人生の半分以上の期間、あなたへの思いを募らせてそろそろ〝こじらせている〟なんて言葉では表せないところまできていると……自分でもわかっています。




　そろそろケジメをつけるとき。




　あなたへの重すぎるこの気持ち。

　今度こそ受け取ってくれるのではと期待してしまうわたしは、やっぱりまわりのみんなが言う通りバカなのかもしれません。

　けれど今度のわたしは本気です。

　これであなたに思いを告げるのは最後にします。




　片思いにさようなら。

　その結果がどういうものになったとしても……。










症例１




　――ドキドキする。

　今からわたしの人生がどうなるかが決まる。大袈裟でもなんでもない。

　胸に抱えた大判の封筒の中には履歴書。この面接に今までの人生のすべてを賭けたといっても過言ではない。

　クリニックの待合室でピシッと背筋を伸ばす。

　世の中にたくさん病院がある中、ここ中なか村むらクリニックは間もなく診察時間が終わろうとしているにもかかわらず、待合室にはいまだにたくさんの人であふれかえっていた。

　わたしが受付で面接にきたことを伝えると、カウンターにいたはきはきとした明るい印象の女性は笑顔で座って待つようにと言った。ネームバッジで名前を確認すると「真ま鍋なべ」とあった。もし一緒に働くことになったら頼りになりそうだ。

　患者さんの邪魔にならないように、端っこにちょこんと座る。面接のことを考えるとドキドキして緊張から手のひらが少し汗ばんだ。

「ふぅ」

　小さく深呼吸をしてなんとか気持ちを落ち着けようとする。

　すると隣のおばさまから声をかけられた。

「あなたもどこか具合が悪いの？」

　心配そうに顔を覗き込まれて、慌てて顔の前で手を振って否定する。

「いえ、まったくもって健康です。ご心配ありがとうございます。実は、今日わたしここのクリニックの面接を受けることになっていて」

「あら、そうなの。ああ、那な夕ゆ子こちゃんがもうすぐ産休に入るから」

　おばさまの視線の先には、おなかの大きくなった女性がいた。どうやらあの人の代わりを募集しているようだ。

「那夕子ちゃんとってもいい子だったのよ。代わりとなると大変だと思うけど、頑張りなさいね」

「はいっ！　採用されたときはよろしくお願いします」

　勢いよく頭を下げると、おばさまはにっこり笑った。

「あら、元気でいいわね。わたし気に入っちゃった。先生に伝えておくわね」

「本当ですかっ？　ありがとうございます」

　突然できた味方にうれしくなる。

「病気で来る人しかいないから、あなたみたいな明るい子がいてくれると、こっちも元気になるわ」

「みなさまのお力になれるように、精一杯頑張ります」

　ガッツポーズを見せたわたしに、おばさまは小さな拍手を送ってくれた。

　そうこうしているうちに会計に呼ばれたおばさまは、帰り際にも「頑張ってね」とわたしに声をかけてくれた。

　緊張していたけれど、思わぬ応援をうけて俄然やる気がでてきた。昔から越える山が大きいほうが頑張れるのだ。

　診察時間を大幅に過ぎて、最後の患者さんの診察が終わった。それほどこのクリニックに訪れる患者さんが多いということだろう。それはなによりも医師である先生に対する信頼の証だ。

　患者さんは正直だ。最初は近いからとか新しいからという理由で訪れても最終的には医師の腕に頼ってやってくる。自らの命を預けるのだから当たり前のことだ。

　そんな医師のもとで働けるとすればなんとすばらしいことか！

「山やま科しな瑠る璃りさん、こちらにどうぞ」

　受付の真鍋さんから診察室に入るように言われたわたしは、建前の志望動機で邪よこしまな本音を包み込んで、面接に向かうべくもう一度気合いを入れた。

「こちらです」

　診察室に入るとすぐに処置室がある。左側は受付に通じるドア。奥の戸棚には本がたくさん並んでいて、医療用の啓発ポスターなんかが壁に貼られている。

　この奥に……いるんだっ！

「よろしくお願いします！」

　元気よく頭を下げたわたしに、浴びせられたひと言は……。

「お前、こんなところでなにやってるんだ？」

　想像通りの、冷たい台詞せりふでした。




　静かな診察室。

　ドクターと、受付の真鍋さん。それから患者さんに那夕子さんと呼ばれていた女性もいた。ネームバッジには、「川かわ久く保ぼ」と書かれていた。

　聞こえるのは、わたしの目の前にいる白衣のドクターのため息だけ。

　明らかにがっかりした表情を浮かべるその人は、中村和かず也や三十六歳。ここ中村クリニックの院長だ。

「はぁ……」

　もう一度彼が大きなため息をつく。しかしその物憂げな顔も、なかなかもってわたしの胸をときめかせるので、たまったものじゃない。

　はっきりいってどんな顔をしたって、そのカッコよさは失われない。

　身長一八九センチ。すらりと伸びた長い足を持て余すようにして座っている姿なんかも最高にセクシー。さらりとした髪はいつも綺麗に整えられていて、少し長めの前髪から覗く意志の強そうな眉と、切れ長の瞳に見つめられた日にはおそらく病が治るどころか、ますますお熱を上げてしまいそうだ。

　そして少し低めの掠かすれたハスキーボイスも彼の魅力のひとつ……。

　なぜここまで彼を絶賛するのかと聞かれれば……わたしはもうずっと目の前の彼、和也くんに恋をしているからだ。

　――まぁ、超絶な片思いなんだけれど。

「先生、まだ履歴書ちゃんとご覧になってなかったんですね。こちらの方とお知り合いなんですか？」

　ぼーっと和也くんの顔に見とれていたら、わたしの後ろに立っていた真鍋さんが和也くんに尋ねた。たしかにため息なんて、ふつうは面接のときにはつかないから、それで気がついたのだろう。

　真鍋さんの質問に、和也くんはわたしの方をチラッと見て口を開いた。

「こいつは、俺のストーカー」

「す、ストーカー!?」

　真鍋さんと川久保さんの方を振り向くと、ふたりとも目を見開き驚いた表情でこちらを見ている。

「な!?　なに言って、え？」

　これはまずい。急いで誤解をとかなくては。

「違います。ストーカーなんかじゃないです！　昔からの知り合いです」

　慌てて目の前で手を振って、否定するが彼女たちの視線が突き刺さる。

「和也くん、ひどい。ストーカーは言いすぎじゃない？」

「和也くん！」

　背後にいた真鍋さんが、またもや驚いた声をあげてわたしの肩に手を置いた。診察用の回転椅子に座っていたわたしは、彼女によって椅子を回されてぐるっと向きを変えられた。

「今、先生のこと和也くんって言った？」

「え、あ。はい。すみません」

　思わず興奮して、普段の呼び方をしてしまった。焦って頭を下げる。これでは印象が最悪だ。

　しかし真鍋さんの反応はわたしの心配とは正反対だった。

「ねえ、あなた……えーっと、名前は……」

「山科瑠璃です」

「そう、山科さん！　ここでわたしと働こう！」

「!?」

　いきなりのことに驚いたのは、わたしだけでなく、和也くんもだった。

「おいおい、真鍋さん。いきなりなに言い出すんだ？　俺の話を聞いてただろ？　こいつは俺のストーカーだぞ」

　慌てて止めに入った和也くんを、真鍋さんはキッと睨み付けた。

「お言葉を返すようですが、これまで面接に来た人は、なにが気に入らないのか先生が追い返したじゃないですか。それにやっと採用されたと思ったら、先生についていけずにすぐに辞めちゃうし。このままだと那夕子さんがクリニックを辞められずに、ここで出産することになりますよ。そんなことしたら、川久保製薬を敵に回してこんな小さなクリニック潰れちゃいます」

「おい、小さなって……ひどくないか？」

　たしかに！　わたしは和也くんの言葉に、うんうんとうなずく。

「ともかく、わたしは川久保さんを早くゆっくりさせてあげたいんです。山科さんなら、先生の難のある性格を知っても尚、面接に来るような方ですから逃げ出すこともないでしょうし、それにさっき待合室での様子を見ていましたけど、患者さんに接する態度も花丸でした。だからもう彼女しかいません。はい、採用！」

　マシンガンのごとく早口でまくしたてる

「おい、決めるのは俺だから――」

「先生、ちょっといいですか？」

　それまで黙って成り行きを見守っていた川久保さんが、急に口を開く。和也くんも彼女の方を見て、その意見に耳を傾けようとする。

「今、彼女の履歴書を拝見したんですが、大学病院の小児科で勤務されていたと書かれています。こちら先生の出身大学でしたよね。たしか全国的にも評判の小児科だと聞いています」

「ああ、そうだな」

　和也くんは真鍋さんのときとは違い、川久保さんの話をしっかりと聞いている。

「うちのクリニックは小さな子も多いですし、その経験は十分生かされるのではないですか？」

　川久保さんの援護に、わたしはうんうんと激しくうなずいた。そんなわたしに味方するように真鍋さんの援護射撃も加わる。

「先生、子供苦手じゃないですか。那夕子さんいなくなったら、診察どうするおつもりなんですか？　わたしは受付から離れられませんからね」

「あ、まあ……そうだな」

　形勢逆転、運命の女神がわたしに微笑んだ気がした。

「たしかに、わたし、不純な動機がないとは言いません！」

「おい、そこ言い切るのかよ」

　和也くんが呆れた様子でわたしを見る。

「あら、潔いじゃないの。わたしは好きだわ」

「ありがとうございます」

　味方をしてくれる真鍋さんに頭を下げる。

「でも、和也くんに恥じないように、仕事はしっかりしてきました。もちろんまだまだ至らない点はたくさんあることもわかっています。でも、それでも和也くんの力になれるなら、馬車馬のように働く覚悟はできてますから」

　わたしは自分の心意気をここぞとばかりに伝えた。それに対して真鍋さんも川久保さんも小さな拍手を送ってくれる。

　そんな女性三人に押し切られた和也くんは、とうとう観念した。

「わかった、お前には負けた」

「ありがとうございます。一生懸命頑張ります」

　気合十分で答えるわたしに、真鍋さんと川久保さんが「よろしくね」と声をかけてくれる。

「暑苦しいな。それと、俺のために頑張らなくていいから、患者さんのためにミスせずに仕事をしてくれればそれでいい」

「もちろんです！」

　やったー！　やっと長年の夢が叶って和也くんと一緒に働くことができる。

　わたしは思いが叶った喜びで胸がいっぱいだった。

　これから毎日、和也くんと会えるんだ。

　そう思うだけで、思わず顔がにやけてしまう。

「みなさん、どうかよろしくお願いします」

　丸椅子から立ち上がったわたしは、和也くん、真鍋さん、川久保さんに向けて頭を下げた。




　努力は報われる。それは本当でもあるし、嘘でもある。

　だからといって、なにもしなければ願いは叶わない。小さい頃から「無駄な努力」といわれてきたことも、「継続は力なり」でどうにかなることだってある。

　今、わたしはそれを身を以て感じている。

　クリニックの玄関に立って、和也くんが出てくるのを待つ。さっき真鍋さんと川久保さんが「お疲れさまです」と出てきたから、きっともうすぐのはずだ。

　木陰に隠れて彼を待っているのは、真鍋さんたちがわたしのことを本当にストーカーだと勘違いしてはいけないからだ。

　まあ、やっていることは完全にストーカーそのものなんだけれど。

　あれこれ考えているうちに、予想通り和也くんが出てきた。それを見たわたしは飛び出したが、和也くんは特段驚いた様子でもなかった。

「あれ？　びっくりしないの？」

「ああ、どうせ待ってると思ってたから」

　そうだった、彼にとってこれはいつものことだから。

　さっさと歩き出した和也くんの後を追いかける。

「でも、面接のときはさすがに驚いたよね？」

　あのときの驚いた顔の和也くんを思い出して、胸がキュンとする。わたしの和也くんメモリーの中でも上位に入るほどいい表情だった。

　まとわりつくようにして彼の隣を歩いていたわたしは、急に足を止めた和也くんをニコニコと眺める。

　彼のほうが三十センチ近く背が高いから、こうやっていつも見上げることになる。この距離感がとてつもなくいい。

「ああ、お前のしつこさには心底驚いたよ」

「え？　なんだそんなこと？」

　あははっと、声をあげたわたしを和也くんが睨む。

　あれ、ちょっとご機嫌斜めなのかな？

「お前の執念深さは十分わかっていたつもりだったけど、まだ俺のこと諦めてなかったのか」

「それは、もちろん！」

　何年も思い続けてきたのだ。そう簡単に諦められるわけはない。

　ふたつ返事をしたわたしを、和也くんはまたもや呆れた顔で見る。イケメンの冷たい顔は、結構怖いなんて言う人がいるけれど、和也くんに限ってはそういう顔もセクシーだから困る。

「いいか？　これからは仕事をするんだ。節度を守らなかったり、使えないってわかった時点で速攻クビだからな」

「もちろん！　今までこの日のために一生懸命仕事してきたんだから！」

　立派な和也くんに恥じないように、看護師として認めてもらえるように自分なりに努力をしてきた。

「おい……」

　しかし和也くんは、こめかみを押さえて首を左右にふる。

「さっきも言ったけど俺のためとか重苦しいこと言うな。すべては患者さんのためだ」

「はい。和也くん……いたっ」

　元気よく返事をしたわたしのおでこが、彼の長い指ではじかれる。

「和也くんはやめろ。色々と誤解されたら困る」

　わたしはその誤解大歓迎なんだけど、それを言ってしまうともっと不機嫌になるだろうからやめておく。

「ん？　じゃあなんて呼べばいい？」

「みんなと同じように、中村先生でいいんじゃないのか？」

「中村先生――」

　なんかいい。とてもいい。

　思わずにやけてしまったわたしを見た和也くんが、心底嫌そうな顔をしたけれどそんなこと気にしない。

「和也くん」

「だから――」

　文句を言いはじめた彼の言葉を遮る。

「わたし、和也くんと一緒に働けて本当にうれしい」

　何度も伝えた。それでもまだ伝え足りない。

　そんな嬉々としたわたしに、和也くんは「はぁ」とため息をついた。

「仕方なくだ！　絶対にそれを忘れるなよ」

　そう冷たく言い放つと、彼はすぐに近くの駐車場に止めてあった車に乗り込んだ。

　はあ、もうおしゃべりの時間は終わりか。

　それでも来週からは一緒に働くことができる。今はそれだけで十分だ。

　ちょっと残念だけれど仕方ない。そう思いながら踵きびすを返して駅に向かおうとするわたしを、和也くんが呼び止めた。

「おい、なにやってるんだ。乗れよ」

　運転席のドアノブに手をかけて、こちらを見ている。

「いいのっ!?」

　うれしくて飛び上がりそう！

「早くしないと置いてくぞ」

　そう言ってさっさと運転席に乗り込んだ和也くん。わたしは、慌てて彼の真っ白い車の助手席に座った。

　はじめて乗る彼の車。なんだか妙にドキドキしてしまう。

　黒い革張りのシートは座り心地がよく、まだ買ってそう日が経っていないのか、新車独特の香りがした。

「ねえ、ねえ。この車に乗った女の子って、わたしだけ？」

　思わず調子にのって聞いてみる。

「なんだよ、それ」

「え？　それはぐらかしてる？　いや、いい。言わないで！　聞きたくない」

　もし他の女の子が乗っていたとなると耐えられそうにない。

「自分で聞いておいてなんなんだよ」

　呆れた和也くんが、チラッとこちらを見て笑った。

「お前がはじめてだよ」

「え？」

「だからこの車に俺以外の人が乗るのは、お前がはじめてだ」

　うれしくて笑顔になる。

「わたしがはじめてかぁ……そうなのかぁ」

　思わずつぶやいては、ニヤニヤしてしまう。

「偶然そうなっただけだ。別に特別な意図はない」

「うんうん、わかってる。わかってるけど……うれしいんだもん」

　そうこの気持ちは和也くんにはわからない。こんなささいなことでわたしが喜ぶとは思っていないのだ。

「とにかく、わたしにとってはすごくうれしいことなの」

「ああ、わかった、わかった」

　和也くんは苦笑いでハンドルを握っていた。

　それから自宅の近くに着くまで、話をしていたのはわたしだけ。一方的なのはいつものことだから気にならない。

「ありがとう。気をつけて帰ってね」

　車を降りたわたしがそう告げると、運転席のパワーウィンドウがゆっくりと下がった。

「来週からよろしくな」

　それだけ言うとさっさと、車で走り去ってしまった。

　そういうぶっきらぼうなところが、たまんないんだよなぁ。

　わたしはにやけっぱなしの顔をますます、デレデレさせて帰宅した。




「ねぇ、なにそのだらしない顔」

　ダイニングで母の作ってくれた夕飯を食べていると、向かいの席から鋭い言葉と視線が飛んできた。

　妹の瑠る衣いに言われて、わたしはまだデレデレしていることを自覚して、慌てて顔をもとに戻す。

　けれどほんの少しでも今日のカッコいい和也くんのことが頭に浮かぶと、途端ににやけてしまう。

「ねえ、マジでやめて。気持ち悪いから」

「ちょっと、お姉ちゃんに向かってひどいじゃない！」

　姉妹仲はとてもいい。けれどその言葉はひどすぎる。

「ごめん、でも事実だから」

　はっきりと言う瑠衣にもう一度抗議をしようと思った矢先、わたしのお皿から瑠衣が唐揚げをひとつ盗んだ。

「あっ、楽しみにとっておいたのに」

「え～いらないのかと思って、もらっちゃった」

「もう、知ってるでしょ？　わたしが好きなものは大切に大切にあたためてからいただくって」

　そうあたためてからいただくのだ。時間をかけて距離をつめて。

　途端に和也くんの顔が浮かんだ。今日の面接がうまくいったことを思い出してふたたび顔を緩めた。

「ねぇ、話聞いてあげるから、そのニヤけた顔どうにかして」

　さすが姉妹、誰かに話をしたくてうずうずしていたのが伝わったようだ。わたしは嬉々として今日の和也くんとの話を瑠衣に聞かせた。

「はぁ？　まだあの男のこと追いかけてたの？　諦め悪すぎじゃない？」

　呆れた様子の瑠衣は、冷蔵庫から缶ビールを二本取り出すと一本をこちらに渡してきた。これは話し相手になってくれるという合図だ。

　プシュッと音を立てて開けると、お互い仕草だけで乾杯をした。

　もうわたしの恋バナを何万回も聞かされたはずの瑠衣だったが、それでもまだきちんと聞いてくれる。普段は辛辣だけど、やっぱりわたしの妹は優しい。

　わたしは、和也くんとの話を、思い出を交えて瑠衣に話しはじめた。
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　小さな頃からかけっこが得意だった。誰よりも前を走って、ゴールを目指す。そのことだけを考えて生きてきた。

　中学三年のとき百メートルの短距離走で全国優勝をしたわたしは、スポーツ特待生として有名私立大学付属高校へと進学した。

　毎日練習に明け暮れて、もっと速くもっと速くとただゴールを目指して走る生活をしていた。毎日が本当に楽しくて仕方がなかった。

　――けれど。

　人生で躓つまづくことは、人間誰にでもあること。

　しかし当時一六歳のわたしにとって、それは今まで自分が歩いてきた人生そのものを失ってしまったと思えるほどの事故だった。

　部活を終えて帰宅のためにバスを待っていたわたしに、子供を避けようとした車が突っ込んできたのだ。走馬燈が見えるなんていうけれど、わたしは白い車が目の前に迫ってくるのが見えたとたん、記憶がブラックアウトした。

　気がつけば病院のベッドの上だった。目を覚ましたわたしに、両親が心配そうに声をかけてきた。それに応えようと体を動かすと驚くほどの激痛が走った。

『痛いっ』

『瑠璃、動いちゃだめよ。あなた事故に巻き込まれてしまったの』

　そこでようやくこの体の痛みを理解した。

　――よかった生きてる。

　そう思ったのもつかの間。左足がまったく動かせないことに気がついた。頭を起こして見てみると、太腿から足先にかけてぐるぐるとギプスが巻かれていたのだ。

『これ……、お母さんこれって？』

　パニックになったわたしは母を問い詰めた。頭によぎった最悪の事態を否定してほしかったのだ。

　わたしが問いかけた瞬間、母の顔がゆがんだ。いつも気丈な母が、こんなに苦しそうな顔をするのをわたしは見たことがない。

『ねえ、わたしまた走れるんだよね？　ねぇ、これってちょっとお医者様が大袈裟にしてるだけでしょ？』

　泣きそうになるのを必死に我慢して、笑顔を浮かべ母に問いかける。

　けれど母は余計につらそうな顔をして、わたしの頭を優しく撫でた。

『複雑骨折をしているわ。幸いなことに歩けるようにはなるけれど――』

『わたしが聞きたいのは、また同じように走れるのかどうかってことだよ？　ちゃんとリハビリすれば走れるようになるんだよね？』

　そう尋ねたわたしの顔を見て、母が涙をこぼした。そして次の瞬間、まだ横になっているわたしを抱きしめたのだ。

『もう……以前のようには……』

『母さん！　まったく可能性はゼロじゃないだろ』

　父が止めに入る。けれど母は、わたしに残酷な未来を突きつけた。

『お父さん、この子にごまかしは効かないわ。きっとすぐに真実に気がついてしまう。そうなる前に、わたしたち親の口から伝えないといけないのよ』

　母の言葉に父もそれ以上なにも言わなかった。

『嘘でしょ？』

『ねえ、お父さん。お母さんってばそんな真面目な顔して嘘つくなんて悪趣味だよね』

　父に助けを求めた。けれど、悲しそうな顔をして見つめるだけでわたしのほしい言葉はくれない。

　次第に母が言っていることが正しいのだとわかる。けれどわかったところでそれを簡単に受け入れるわけにはいかない。

『嘘……嘘だ。いやだよぉ……ねぇ、ねぇ……うっう、ああああああ』

　病室に絶望に打ちひしがれたわたしの泣き声が響き渡る。それに混じり両親のむせび泣く声が重なった。

　――三週間後。

　退院を翌日に控えた日の午後。松葉杖にも慣れたわたしは病室を抜けだして屋上へとやって来ていた。

　気持ちいい風が吹いてきて、頬を撫でる。

　結局、もとには戻らないんだ……。

　午前中の診察で自ら医師に尋ねた。わたしはまた事故前と同じように走ることができるようになるのかと。

　医師は「経過次第かな……」と言ったけれど、いつもほがらかな医師の顔が困った顔をしていた。大人の優しい嘘を見抜けない歳ではなかった。

　わたしは肩を落として診察室を出た。部屋に戻る気持ちにもなれずに、そのまま屋上へとやって来たのだ。

　屋上は庭園になっており、患者さんがリハビリをかねて歩く姿やベンチに座って見舞客らしき人たちと話をしている姿が見受けられる。

　わたしはあまり人のいない場所に向かって、高いフェンスの前に立つ。そこから眼下に広がる町並みをひとりじっと見つめていた。

　これまでとなにも変わらない日常が流れているように思えた。けれどふと足元に目を向けると、そこにはギプスを巻いた自分の足がある。急に現実に引き戻されて、胸が苦しくなって目をつむる。

　するとそこに浮かんでくるのは、陸上競技のトラック。目指す先にはゴールがあって……ぱっと目を開いて、その映像を頭から追い出した。

『……っ……う』

　涙がこぼれそうになったのをなんとか耐えた。事故に遭ってから何度も何度も泣いた。でもなるべく周囲に心配をかけたくなくて、事故の日家族の前で泣いて以来、夜中布団の中で声を殺して泣くことがほとんどだった。ここは他の人もいる場所だ。我慢しなくては。

　だけど今日はなかなか我慢が難しい。なんとかしようと深呼吸をする。

　医師の言葉に自分の中にあった一いち縷るの望みが消えたのだ。もしかしたらという気持ちが砕かれてしまった。

　わたし、もう二度と走れないんだ。

　自分で自分を納得させなくてはいけなかった。けれどどうしてもそれを受け容れることができない。

　目の前にあるフェンスを掴んで耐えた。

　色々なことが次々思い浮かんできた。誰よりも早く走ってテープを切った瞬間。笑顔で表彰式に出てメダルをもらったこと。

　仲間との練習や、コーチとの思い出。

　これから先のわたしの人生にはひとつもないもの――。

　いつまでも同じ日常が続いていくと疑っていなかった。こんなにもあっけなくなくなってしまうなんて。

『なあ、そこから飛び降りるの？』

『えっ？』

　急に聞こえてきた声に、思わず反応して振り返る。そこに立っていたのは見知らぬ若い男性だ。

『だから、飛び降りるのかって聞いてる』

『えっ？　いいえ』

　そもそもそんなつもりなんてなかったのだ。だから素直にそう答えたが、男性はまだ疑っているようで、一歩一歩わたしに近づいてきた。

『だったらいいけど、こんなところで飛び降りでもされたら迷惑だからな』

『なっ、なに言ってるんですか？』

　悲しくて落ち込んでいるときに、どうしてこんな言われ方しなくちゃいけないの？

　ムッとしたわたしは相手を睨んだ。

『あなたには迷惑かけませんから、安心してください』

『だったら、さっさと病室に戻れば』

『そんなの、わたしの勝手じゃないですか。なんでそんなことあなたに言われなくちゃいけないんですか……走れなくなったって、命を落とすような怪我をしたわけじゃないんだからって、ちゃんとそう神様に感謝……かん……して』

　口にしたら、自分がどれだけ嘘を言っているのかと実感した。命が助かったことを喜ばなくてはいけないとわかっている。けれど到底神様に感謝する気持ちにはなれずにいた。

　男性はじっとわたしを見つめている。

『なんで我慢してるんだ。思い切り泣けよ』

『だって、みんな心配……するから』

　そう言いながらも、わたしの目には涙の膜が張っていた。

『お前がそんな顔してるほうが、家族は心配すると思うぞ。だから、思い切り泣いてしまえばいい』

　わたしは誰かに泣いていいよって言われるのを待っていたのかもしれない。彼の言葉が引き金になり、抑えてきた感情が爆発してぼろぼろと涙をこぼした。人目を気にすることなく声をあげて泣いた。

　時折他の人の視線を感じたけれど、男性がそっと前に立って見られないようにしてくれているのに気がつく。

　そのおかげで、今まで我慢していたぶんも思い切り泣いた。男性はなにも言わずにただ黙ったまま、周囲の視線からわたしを守ってくれていた。

　それが心地よくて、わたしは安心して涙を流すことができた。

　涙もやっと収まりかけた頃、ぐずぐずと鼻をすすっているとその男性がハンカチを差し出してくれたので、遠慮なく貸してもらった。

『ありがとうございます』

　お礼を言うと男性はまた憎まれ口をたたいた。

『いや、別におまえのためじゃない。こんなところで事故でもあったら迷惑だって、最初に言っただろ？』

　たしかにそう言っていた。けれどそれは本心ではないと、彼の態度から感じた。

　親切な人なんだな……。

『あの、これ』

　男性に借りたハンカチは、涙で濡れてしまっていた。

『別に返さなくていい。もらいものだ。それよりも早く病室帰れよ。看護師が心配して探してるんじゃないのか？』

『あっ……そうだった』

　診察を終えた足でなにも言わずにここに来てしまっている。担当の看護師さんが心配しているに違いない。

『早く戻らなきゃ』

　慌てて松葉杖で歩き出そうとしたわたしはよろけてしまった。しかし男性がそれを支えてくれる。

『おっと、また怪我したら、入院が延びるぞ』

『それは困ります』

『だよな。気をつけて帰れよ』

『はい、ありがとうござ――』

　そのときわたしははじめてはっきりと男性の顔を見て、目を見開いた。この世にこんなカッコいい人が存在するのかと思うほどの、整った顔立ちの人がそこにいたからだ。

『なんだ？　どうかしたのか？　どこか痛いのか？」

　あまりにもわたしがじっとしていたせいで、不審に思った男性が心配している。

『いえ、あの、元気です』

　大きな声でそう答えたわたしに、男性は笑った。

『その足で元気はないだろ。でもまあ、さっきみたいな泣き顔よりも今の顔のほうがいい。ほら、早く病室に戻って』

『はい。あの、ありがとうございました』

　促されてわたしは、エレベーターに向かう。最後に振り向くと男性はフェンス越しに遠くの景色を眺めているようだった。

　エレベーターに乗り込んだ後、彼のハンカチを見るとそこには、自分の通っている高校と同じ校名が書かれていた。

　急いで携帯電話を取り出して写真を撮ると、妹に送る。するとすぐに返信があった。

【これは付属大学の創立記念に配られたハンカチだから非売品だね。どこで手に入れたの？】

　年下の瑠衣の情報量に感心しながら、さっきの男性の話をする。

【それって、もしかして、この人じゃない？】

　送られてきた画像は、さっきの男性だ。けれど明らかに隠し撮りとわかるような画像だった。

　この人からもらったと言うと興奮した瑠衣から電話がかかってきた。どうやら彼はわたしが通っている付属高校の大学の医学部に通う学生で、ここの院長の息子らしい。

　しきりに羨ましがる瑠衣の話を適当に聞いて、電話を切った。

　だからここにいたのかぁ……。たしかに自分の実家の病院で転落事故なんかあれば迷惑だろうな。だけどきっとそれだけじゃなかった。

　彼の心配が心に届いたからこそ、わたしは思い切り泣けて少し前向きな気持ちを持てた。他人だからこそ、泣き顔を晒さらすことができた。そういう機会をもたらしてくれた彼に感謝する。

『中村和也さんかぁ……』

　最後に見た彼の顔が頭に思い浮かんでくる。

　この日から、彼がわたしの心を救ってくれたヒーローになったのだ。

　彼に片思いをしていても高校生のわたしができたのは、瑠衣や他の女子からの情報収集と彼に近づくための涙ぐましい努力だけだった。周りからもたらされる和也くんの話を聞くと本当に彼がどれほどすごい人なのかがわかった。

　いくら付属高校在籍だとしても、大学のキャンパスに勝手に立ち入ることはできずに和也くんと会うのは本当に難しかった。

　事故から八カ月後。

　わたしはリハビリのために週に一回病院を訪れていた。まだ走ることはできなかったけれど、普通に生活をするには問題ないほどに回復していた。

　その日もリハビリを終えて、わたしは中庭を抜けて帰宅するところだった。そのときベンチに座っている和也くんを見つけたのだ。

　わたしはそのときの自分にできる限りの速さで彼のもとに向かった。そして息を切らしながら彼の前に立つ。

　急に目の前に現れたわたしに、和也くんは顔を向けた。

『あの！　わたし山科瑠璃です』

『は？』

　不機嫌そうな和也くん。怯みそうになるけれど、想定内のことだ。しかし続く言葉にはさすがのわたしも呆然とした。

『誰？』

　冷たい態度に思わず言葉に詰まる。だけどこのまま黙っているわけにはいかない。

　自分が大切にしてきた思い出を、彼はまったく覚えていなかった。

　その衝撃にうちひしがれつつも、もしかしたら思い出してもらえるかもしれないと思って必死なって話しかける。

『あの、わたし以前屋上で……』

　しかし和也くんは、わたしが話をしているにもかかわらず、無視して手元の本を開いた。

　もしかしたら、これを出せば思い出してくれるかもしれないと思って、あの日和也くんにもらったハンカチを差し出した。

『あの、これ。お借りしていたハンカチです』

　ぐいっと差し出す。和也くんは一いち瞥べつしてすぐにまた本を読みはじめた。

『あの、ですから……』

『知らない。俺のじゃないだろ』

『そんなはずないですっ。あの日、屋上でこのハンカチを渡してくれたのは、あなたです』

　まったく思い出してくれない和也くんにわたしもだんだんムキになってきた。

『うるさいな。邪魔するなよ』

　そう言って立ち上がった和也くんは、わたしを置いてスタスタと歩き出してしまった。

『待って！』

　慌てて追いかけようとしたわたしは、勢いでその場で転んでしまった。

『痛いっ』

『おい、大丈夫か？　怪我した方の足か？　見せてみろ』

　そう言って駆け寄ってきてしゃがんだ和也くんは、迷いなくわたしの左足に手を触れた。

『やっぱり……あのときの人ですね』

　うれしくなったわたしは嬉々とした声をあげる。

『……っう』

　知らないふりをした手前、和也くんは気まずそうだ。

『わたしずっと、このお礼を言いたくて』

『足は？』

『あ、え？　大丈夫ですけど』

『なんだよ、心配して損した。今日も、あの日の屋上でも』

『やっぱり、覚えていてくれたんですか？』

『はあ、そんなわけないだろ。今思い出したんだ』

　ごまかすように視線を逸らした和也くんはその場で立ち上がり、わたしの方へ手を差し出してくれた。わたしはそれに掴まって立ち上がった。

『あの、ありがとうございます。これっ……あっ』

　和也くんに返そうと思っていたハンカチは、見事にドロがついてしまっている。

　なんで？　せっかく会えたのに……。

　千載一遇のチャンスだと思った。あの日以降きちんと洗濯してアイロンをかけて持ち歩いていた。いつ彼に会ってもいいように。それなのにどうして……。

　悲しくなって泣きそうになったわたしの頭を、和也くんはぽんぽんと叩いた。

『次のときでいい』

『え？』

『だから、次のときでいいから』

『それって、また話しかけてもいいってこと？』

　さっきは、あからさまにわたしのことを知らないフリをしていたのに？

『ああ、まあ、お前が俺に会えればだけどな』

　意地悪に笑った和也くんだった。けれど、それから数回わたしがリハビリをする金曜日の夕方に彼は同じベンチで待ってくれていた。

　わたしはそれを励みに、リハビリを頑張りそれと同時に自分の新しい目標を決めた。

　本当は彼と同じ医師になって、白衣で切磋琢磨することも考えた。けれど学力的問題が立ちはだかり医師になるのは諦めて、彼を支える看護師になることを選んだ。

　彼があのベンチに来なくなった後も、彼の隣で働く自分を想像してそれだけを糧かてに大学受験をして見事合格。

　しかし医学部でモテ男の和也くんとの接点なんて簡単に持てるはずもない。そんな状況で悶々と過ごしていたときに、ふと思い立って参加した小児科への慰問のボランティアで彼と一緒になった。

　このときやっぱり運命を感じたし、神様っているんだなって思った。

　それを和也くんに話すと、ものすごく嫌そうな顔をしていたけれど、そんなの気にしない。わたしには神様が味方してくれてるんだから。

　三カ月に一度あるボランティアの日が、わたしにとってのデートの日。患者さんに接する和也くんはとても優しくて、それを見ているだけでも幸せだった。

　もちろん告白だって何度もした。そのたびに玉砕して、もう周りからはかわいそうだとも思われていなかった。

　就職先も迷わず付属の大学病院にした。そのためにずっと勉強を頑張ってきた。やっと和也くんと一緒に働くことができると思った矢先、和也くんは大学での研修を終えてアメリカに留学してしまう。

　ふつうの人ならそこで諦めちゃうんだろうけど……わたしはそう思わなかった。

　ひどいと責めるわたしに、和也くんはメモに書いたメールアドレスを渡してくれた。それだけで、もう何年でも待てると思った。

　彼が帰ってくるまでに、立派な看護師になるんだって決意してそれはもう必死になって働いた。

　このときのわたしは、十通に一通あるかないかのメールの返事に支えられていた。

　そして四年後、和也くんが帰国することになってワクワクしながら待っていたら、もといたわたしの勤務する大学病院ではなく、恩師のいる病院に勤務すると聞いて、わたしは落ち込んだ。

　それでも諦めきれないわたしは、彼に会いに行く。

　留学後はじめて会った日も告白した。和也くんは『無理』とひと言いつものごとく冷たく言い放ったけれど、わたしを見たときに微笑んだのを見逃さなかった。

　別れ際に『ただいま』って言ってくれたことがどんなにうれしかったか。

　彼がきっかけで目指した看護師だったけれど、今は本当にこの仕事が好きだ。自分の天職が見つけられたのも、和也くんのおかげだ。

　とはいえ……今に至るまで完全にわたしの一方通行な片思い。もう片思いもプロの域に達していると思う。

　それでも今、和也くんのクリニックで働くことになって自分の夢がひとつ叶うことになった。

　頑張れば報われることもあるんだ。
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「ねえ、お姉ちゃん。にやけてるところ悪いけどさ」

　瑠衣の声が聞こえて、わたしははっと我に返った。

「え、なに？」

「なに？　じゃないわよ。それもう本当にストーカーだよ？」

「あははっ、それ和也くんにも言われた」

　声をあげて笑うわたしを、瑠衣は呆れた顔で見ている。

「ほんとにさ、お姉ちゃんの辞書に〝諦める〟って文字はないわけ？」

「……そんなこと……ないよ」

　いきなりトーンダウンしたわたしの声に、瑠衣の顔が真剣になる。

「お姉ちゃん？」

「わたし、今回和也くんが振り向いてくれなかったら、諦めることにしてるの」

「え？　嘘でしょ？」

　長い長いわたしの片思いの歴史を知っている妹の瑠衣からすれば、わたしの言葉がにわかには信じられないのも無理はない。けれどわたしの決意は固い。

「本当だよ。わたしももう二十九だし、いい区切りかなって思って。今までの人生で一番和也くんの近くにいられるんだ。だから今回がダメなら、わたしにはもうチャンスがないんだと思う」

　いくら神様が味方だとしても、和也くんの気持ちを変えることはできない。ずっと諦められなかったけれど、これがラストチャンス。

　就職が決まったとき、そう決めた。

「ふーん。まあ、やけ酒にはつき合うから声かけて」

「あっ」

　瑠衣の綺麗にネイルアートを施した指が、わたしのお皿の上にあるミニトマトをつまんだ。

「もう、楽しみにしてたのに」

「だからね、そうやって好きなものを最後までとっておくのやめな。誰かに奪われちゃうんだからね、このトマトみたいに」

　瑠衣はぱくんとミニトマトを口の中に放り込むと「片付けよろしく～」と、さっさと自分の部屋に引っ込んでしまった。

「もう、要領がいいんだから」

　瑠衣のぶんのお皿まで片付けながら、わたしは今日の和也くんを思い出してにやけた。

　来週からは、和也くんと一緒にいられるんだ。

　そう思うだけで体中からパワーがみなぎってくるような気がした。










症例２




　遠足の前の高揚感。そんな気持ちで朝目覚めたのは、いつぶりだろうか。

　今日から和也くんと働くと思うと、自然と早く目が覚めてしまった。うきうきした気分を抑えて身支度をはじめるけれど、お化粧をしながら思わず鼻歌を口ずさんでしまう。

　ダメダメ、気を引きしめなきゃ！

　そう思うけれど鏡に映った自分の顔は、ニヤニヤとだらしない顔をしていた。

　なんとか無理やり真面目な顔を作って、クリニックの扉を開く。

「おはようございますっ！」

　誰もいない受付に声をかけると、診察室から驚いた顔の和也くんが出てきた。

「おい、早過ぎないか？」

「うん、だって昨日楽しみであまり眠れなくて」

「バカか。仕事中に眠くなっても知らないぞ」

　そう言ってさっさと診察室の中に消えていってしまった。

「さてと……とりあえず。お掃除しよう」

　真鍋さんはお子さんを幼稚園に送ってから来るし、川久保さんは妊婦さんなので十時頃にクリニックに来ることになっている。

　ふたりがいなくてもできることは、掃除くらいだ。掃除の要領は面接のときに聞いておいたので、早速掃除道具を取り出してクリニックの外に出た。

「おはようございます」

　通りを掃きながら道行く人に挨拶をする。通勤、通学、犬の散歩やジョギングしている人。時折返ってくる挨拶に笑顔になる。

　今日からわたしはこのクリニックの一員。やっと和也くんと一緒に働くことができる。

　思わずこぼれそうになる鼻歌を我慢して、わたしは掃除に集中した。

「え？　山科さん、もう出勤したの？」

「はい。実はうれしくて、早く着いちゃいました。あのご迷惑だったでしょうか？」

　箒を握りしめて、真鍋さんの顔を見る。

「なに言ってるの！　本当に人手が足りていないしあなたみたいなガッツのある子大歓迎よ」

「ありがとうございます」

　勢いよく頭を下げる。

「それに、中村先生のこと……応援するね。あの人にはあなたみたいな人が合うと思うの。それになんだかんだいって、採用したってことは……うふふっ」

「うふふっ……ですか？」

　真鍋さんは意味深な笑いを浮かべた。

「いいの、いいの、こっちの話。さぁ、那夕子ちゃんが来るまでわたしが教えられることは教えるね。行こう！」

「はい」

　ちりとりを持ってくれた真鍋さんに続いて、わたしも中に入る。

　これから新しい仕事がはじまると思うと、緊張と同時にワクワクした。

　働いている和也くんを間近で見られるなんて、幸せっ！

　わたしは早速真鍋さんの指示に従って、患者さんを迎える前の朝の準備にとりかかった。




「お疲れさま。先生を待たずに帰っても大丈夫よ。鍵は今朝もらったわよね？」

　一日の診察を終えた中村クリニックには、受付の真鍋さんとわたしだけが残っていた。和也くん……じゃなかった中村先生は川久保さんを連れて川久保さんのご自宅に訪問診療に行っている。

「はい。でもまだ色々とやっておきたいことがあるので」

「そうなの？　初日なんだから、そんなに無理しなくていいんじゃない？」

　心配そうな真鍋さんには申し訳なくて、わたしは自分の魂胆を白状する。

「ここにいれば、先生が帰ってきたときに会えるのでっ！」

「あははっ、そうね。ここなら間違いなく会えるわ。いやあ、ほんと今日一日楽しませてもらった」

「お騒がせしてすみませんっ。うれしくてつい」

　あまりにもわたしが和也くんにまとわりつく様子がおかしかったらしく、真鍋さんも川久保さんも今日は終始笑っていた。

「全然、気にしないで。それよりも想像以上に仕事ができて驚いた。ごめんね失礼なこと言って」

「全然です！　でも中村先生の次に人生をかけてるのが看護師の仕事なので、そう言ってもらえると、とってもうれしいです」

　お世辞だということはわかっている。それでも褒められるとやはりうれしいのだ。

「あなたがこのクリニックに来てくれて、本当によかった。明日からもよろしくね。お疲れさまでした」

「真鍋さんっ……お疲れさまでした」

　帰っていく真鍋さんに声をかけた後、わたしは診察室にあるカルテ棚に向かう。電子カルテも使われているが、クリニックでは紙のカルテも併用している。明日予約が入っている患者さんの分を用意しておこう。

「え～っと、ふ、ふ……はどこだろ？」

　あいうえお順に並んでいるカルテを目で追っていく。〝ふ〟のところでお目当てのカルテを見つけて手を伸ばす。背伸びしてやっと手が届いた。引っ張ってみると、ギュウギュウにつめこまれているせいか他のカルテまで引き抜いてしまいそうだ。

　キョロキョロと見回して椅子を発見した。わたしはそれを持ってくると椅子の上に乗って、他のカルテが出てこないようにしてカルテを取り出した。

　やった、うまく取れた。今度カルテの整理をさせてもらおう。

　お目当てのカルテを手に椅子から降りようとした瞬間――。

「おい、まだ残ってたのか？」

「えっ？　わっ!!」

　いきなり聞こえてきた声に、驚いたわたしは椅子の上でバランスを崩した。

「危ないっ」

「きゃあ」

　体が宙に浮く感じがした。慌ててなにかをつかもうと手を伸ばしたけれどバタバタとするだけだ。

　床に体をぶつけると思い覚悟した。けれどドンッという衝撃の後、わたしは固い床ではなく、和也くんの体に受け止められていた。

「大丈夫か？」

「うん、平気。それより和也くんは？」

「重いから早くどけよ」

　そう言われてわたしは、分が和也くんに覆いかぶさっていることに気がついた。

「ご、ごめんね。すぐに……っ、痛い」

　左足に痛みが走った。昔の事故で怪我をしたところだ。その様子を見た和也くんの顔色が変わる。

「おい、見せてみろ」

　足に手をのばそうとするので、わたしは慌てて足を引っ込めた。

「時々あるの、でももう完治してるんだから、気のせいなの」

　今日にはじまったことではない。競技者として走れなくはなったものの、わたしの足はすでに日常生活を送るにはなんの問題もない。けれど時々こうやって、なにかのひょうしに痛みが走ることがある。

「いいから、見せてみろ。口答えするんじゃない」

　そう言ってわたしの左足を自分の膝の上に乗せた。

「これは？　痛くないか？」

「うん、大丈夫。怪我はしてないと思う」

　しっかり和也くんが受け止めてくれたのだ。実際のところ関係のない昔の古傷が痛むだけ。けれど真剣にわたしの足を診てくれているその姿が、わたしにとっては眼福意外のなにものでもない。

「おい、ニヤニヤするな」

　緩んだ表情をしっかり見られてしまっていた。慌てて顔を引きしめる。

「本当に大丈夫。一瞬痛みが走っただけで、今は痛くないし」

　それでも和也くんは、わたしの足を離さない。こうやって真剣な表情を浮かべているのを見ると、本当に素敵なお医者さまだと思う。

　患者さんで、和也くんを好きになっちゃう人とかいないのかな？　この間の待合室の感じからすると、お年寄りが多かった気がしたけど。

「おい、聞いてるのか？」

「へ？」

　いきなり話しかけられて、我に返る。

「へ？　じゃねーよ。とりあえずは大丈夫そうだけど、俺は専門外だから少しでも変なところがあれば、ちゃんと受診しろよ？」

　心配そうにわたしの顔を覗き込んでいる。

「うん。でも今和也くんが診てくれたから、たぶん平気」

「なんだよ、それ。ほら立てるか？」

　差し出された手にわたしは自分の手を伸ばす。するとギュッと大きな手がわたしの手首を掴み引きあげてくれる。

「ありがとう」

「いや、俺が急に声をかけたのが悪かった。送っていくから準備して」

「送ってって……いいの？」

　思わず目を輝かせてしまった。

「もし途中で足がまた痛みだしたら困るだろ。明日も仕事なんだから」

　白衣を脱ぎながらそっけなく言う。

　まぁ、そうだよね。今はわたしを雇ってるんだから、スタッフとしてきちんと働いてもらわないと困るだろうしね。

「はい。ではよろしくお願いします」

　すでに着替えを済ませていたわたしは、受付に置いてあったバッグを手に取ると和也くんの後に続いてクリニックを出た。

　車はクリニックの近くの駐車場に停めてあった。すぐに助手席に乗り込みシートベルトをするとなめらかに走り出した。

「どうだった？　一日目」

「うん、大変は大変だったけど、それに勝る収穫がたくさんあったので！」

　隣で運転する和也くんを見る。

「おい、じっとこっち見るな」

「なんで、わかったの？　どのあたりまで見えてるの？」

　バレていないと思って思い切り彼を堪能していたわたしは、彼の横で手を振って確認してみる。

「バカなことやめて、じっとしてろ。あ～もうこんな時間か」

　時計を確認すると時刻は二十時を過ぎていた。

「メシ食って帰るけど、お前はどうする？」

「え？　一緒に行っていいの？」

「嫌なら先に送り届けるけど」

「行きます、行きます！　絶対行く！」

　わたしが前のめりになると、和也くんはクスクス笑った。

「ほら、危ないからちゃんと座れ」

「あの、わたし和也くんと行きたいと思ってた店がたくさんあって……」

「いや、今日の店はもう決めてある」

　もしかして最初からわたしを誘うつもりで？

　そう考えたら顔が思わずにやけてしまった。和也くんに見られないように窓の方を向いてなんとか通常の顔を取り戻す。

　はぁ、まさかこんなに素敵な展開が待っていたなんて。

　やっぱり一緒の職場って最高！

　そんなうきうき気分のわたしだったが、お店に到着してがっくりとうなだれた。

「ラーメン……ですか？」

　看板の下でわたしは思わず肩を落としてしまった。

「なんだ、好きだろ？」

「えっ……まあ、はい」

　そりゃ大好物だけど……でも、ほら、もっとこう……ね。

　自分の思い描いていたお店と違ってがっかりする。

「ほら、行くぞ」

　しかしそんなわたしを置いて、和也くんはスタスタと歩いて行ってしまう。

「待って」

　彼を追いかけて慌てて店の中に入ると、鶏がらスープのいい匂いが漂ってきた。和也くんが座ったテーブルの向かいに座って、壁に書いてあるメニューを見る。するとそれまで残念な気持ちだったのに、どれも美味しそうでがっかり気分はどこかにいってしまった。

「ねぇ、和也くんはどうする？」

「俺はいつも決まってる、チャーシュー麺」

「そうなんだ。美味しそう。あ～でもここはシンプルに醤油にしようかな」

　手元にあるメニューの写真を見てますます悩む。その間も和也くんはなにも言わずにじっと待っていてくれた。

「決まった。わたしは醤油」

「ＯＫ。すみませーん」

　すぐに店員さんを呼んで注文してくれた。

　ラーメンを待っている間は、わたしにとっての一種のお楽しみタイムだ。スマートフォンを手に受信したメッセージに返信をしている和也くんの顔を、じっと眺める。

　真剣な顔してる。なにか面倒なことでもあったのかな？　でもそういう顔もすごくカッコいいんだよね。最近またカッコよくなった気がする……。

「おい、いい加減ジロジロ見るのやめてくれない？」

「もう、慣れてるかと思った」

　にこにこと反省しないわたしに、和也くんははぁと呆れたため息をついた。

「なに言っても無駄だってこと、忘れてた」

　そう言ってもう一度大きなため息をつく

　こんな態度の和也くんだけど、本当に嫌いならきっととっくにわたしのことを遠ざけているはず。

　なんだかんだといいながら、数カ月に一回は顔を合わせるような関係がもうずっと続いているのだ。

　嫌われてはいないと思うんだけどなぁ。でもなんていうか……妹、ほどじゃないな。親戚……って感じかな。

　そう考えてさみしくなった。出会ってから間もなく十四年。それなのにいまだに親戚の子と同じレベルの扱いだなんて。そう気がついてがっかりした。

「百面相するのもやめろ」

「だって――」

「お待たせしました」

　わたしの反論は、店員さんの声に遮られた。

「わぁ～おいしそう」

　店に到着したときに、がっくりと肩を落としていたにもかかわらず、食欲をそそるラーメンが目の前に出されると、思い切りテンションが上がった。

　透き通るような薄い色のスープに、細めのストレート麺。チャーシュー二枚にネギにメンマ。それになんといっても、煮玉子がいい色をしていてとても美味しそうだ。

「いただきますっ」

　ふたりで同時に手を合わせて食べはじめる。

「ん～」

　つるつるの麺に、しっかりとスープが絡んでいくらでも食べられそうだ。チャーシューの味も好み。

　夢中で食べていると、どんぶりの中に煮玉子が置かれた。

　顔を上げると、和也くんがこちらを見ている。

「好きなんだろ？　それ」

「えっ？　なんでわかったの？」

　和也くんの前で煮玉子が好きなんて話をした記憶がない。彼との思い出は微塵も忘れたことのないわたしが言うんだから、間違いない。

「お前、いつも好きなもの最後に食べるだろ」

「あ、うん」

「わかりやすくて笑える」

　クスクス笑いながらこちらを見る和也くんを見て、わたしの胸がキュンとなる。

　そんなところ、見ていて覚えていてくれたなんて、うれしすぎる。

　わたしが和也くんから離れられないのは、こういうところだと思う。興味がないと思いきや、よく観察しているし、本当に大変なときは助けてくれる。

　だから片思いの沼から抜け出せないんだ。

　むしろもう、居心地がいいとさえ思いはじめてきているから重症。

「最後にとっておいて、大事に食べるね」

「玉子くらいでおおげさ。玉子みたいな顔して笑うな」

　そう言われてもうれしいんだから、仕方ない。

　その日食べた煮玉子は、今まで食べたどんな玉子よりも美味しかったのは言うまでもなかった。




　帰宅後。お風呂あがりに化粧水を借りに瑠衣の部屋に行く。

「ねぇ、お姉ちゃん。アラサーが化粧水切らすってどういうこと？」

　部屋に行くと、ヨガをしている瑠衣に早速怒られた。

　美容部員をしている瑠衣は、わたしと違ってものすごく美意識が高い。本当に姉妹なのかと不思議になるほどだ。

「えーと、これ。使っていいよ」

　ヨガを中断して、ドレッサーの引き出しから箱入りの化粧水を取り出して渡してくれた。

「え、いいの？　いくら？」

「社販で安かったからいいよ、次からはお金もらうから。なくなる前にちゃんと言ってね」

「うん。ありがと。わたしももうちょっと気を使わないとダメだよね」

　瑠衣のドレッサーには色とりどりの化粧品が並んでいる。正直使い方がわからないものもたくさんある。

「え？　ちょっと待って。どういう変化？」

「だって、これから毎日和也くんと会うんだよ？」

「あ、それか……でもさ、ただのスタッフじゃない」

　瑠衣の言い方にムッとする。

「でも、でも、今日は一緒に御飯行った！」

　ムキになったわたしがそう言うと、瑠衣がものすごく食いついてきた。

「えっ？　イタリアン？　フレンチ？　それとも和食？　中村総合病院の御曹司なんだから、さぞかしすごいところに連れて行ってもらったんでしょう？」

　その表情から、期待が伝わってくる。

「……ラーメン」

「え？」

「だからラーメン食べに連れて行ってくれたの」

　ポカンとした瑠衣が、大声をあげて笑いだした。

「あははっ、なにそれ。御飯だっていうから、どんなお店かと思ったら、ラーメンって……それって仕事帰りにたまたまスタッフと食事したってだけじゃない！　福利厚生の一環――」

「もういい、わかってる！　わかってるから」

　自分でもわかってる。だけど人から言われると悲しい。

「あっ、ごめん。そういうつもりじゃなかったんだけど」

　落ち込んだわたしを見て、瑠衣も〝しまった〟という顔をした。

「わかってるの。ただのスタッフだって。最初から十分釘も刺されてる」

　一度だってわたしに甘い顔なんてしたことない。

「でも、それでも……。もう今回最後のチャンスだと思ってるの。一年頑張ってダメなら、諦める。彼の望むスタッフとして仕事に集中するつもり」

「お姉ちゃん」

　瑠衣がわたしの顔をじっと見る。

「わかった！　わたしも協力するから、絶対あの男落とそう！」

「お、落とすの？」

「そう、頑張って振り向かせよう。なんだかわたしやる気が出てきた。こっち来て」

「えっ。わかった」

　瑠衣はわたしをドレッサーの前に座らせると、わたしの前髪をダッカールで留めた。

「いい、これからわたしがするマッサージの仕方を覚えて。最初は見様見真似でもちゃんとやってれば必ず効果が出るから」

　そう言って手入れの施された白い長い指で、わたしの顔を優しくマッサージする。

「こうやってね、手入れをすると肌は応えてくれる。それに好きな人を思ってするなら効果は絶大だからね」

「そうなの？」

　疑ったわたしに、瑠衣は力説する。

「恋愛ホルモンがバンバン出るから、効果あるの！　絶対」

「誰が言ってるの？」

「わたし！　絶対だから」

　根拠のない妹の言葉に笑いながらも、そうであってほしいと願う。

　わたしは今までにないほど熱心に瑠衣のレクチャーを聞いて、今日から努力することを決めた。




「ふぁあ～」

　大きなあくびを抑えつつ、わたしはデスクライトに照らされた本を熱心に読み込む。時折ラインマーカーで線を引きながら、頭の中に知識を詰め込んでいく。

「あれ、これって前にも出てきたな」

　前のページをさかのぼっていくと、またあくびが出た。

　女として和也くんに〝かわいい〟って思われたいのはもちろんだけど、それだけじゃ満足できない。わたしは彼に必要としてほしい。そのために一番の近道はやっぱり医療の知識をしっかりと身につけることだと思う。

　今まで勤務してきたのは小児科で、和也くんの専門である循環器内科は専門外だ。特に彼の研究分野である心臓の病気に関しては詳しく勉強しておきたい。

　もちろん普段の看護師としての仕事も手を抜くつもりはないけれど、勉強もしっかりと続けたい。

　そこでふと疑問が浮かんだ。

　でも和也くんはなんで今のクリニックを引き継いだんだろう……？

　和也くんはそれまでアメリカでの研究でお世話になった先生の病院で働いていた。世界でも最先端の医療を施す病院で研究を続けていたのに、突然このクリニックを引き継いだのだ。てっきり実家の病院でいつかは働くと思っていたので、驚いたのを覚えている。

　実家の病院のほうが大きくて、和也くんの研究も自由にできるはずなのに……不思議だな。

　そんな疑問を感じつつも、本の文字に目を走らせる。しかししばらくすると眠くなってきた。

　なんとか耐えようとしてはみる。けれど新しい職場でしかも和也くんと一緒に働けるとあって、いつもよりも張り切っていたわたしは、ついに何度目かの睡魔の誘惑に勝てずに本をパタンと閉じて、ベッドにダイブした。




「お大事に。お薬ちゃんと飲んでくださいね」

　午前最後の患者さんを見送ると、わたしは診察室の片付けに向かった。和也くんはなにやら英文で書かれた資料を読んでいた。

「なんですか？　それ」

「お前が聞いてわかるなら、言うけど？」

「いえ、結構です。お邪魔しました」

　おそらくあれこれ説明されたところで、ほとんど理解できないに違いない。貴重な和也くんの時間を無駄にはできない。そのあたりはわきまえているつもりだ。

　和也くんはまた資料に視線を落とす。

「あっ」

　わたしが思わずあげた声に、和也くんは不機嫌そうに眉を寄せた。

「おい、まだなんかあるのか？」

「いや、あの……ちょっと気になることがあって。全然たいしたことないから、いいや」

「は？　そこまで言っておいて言わないとかないだろ？　さっさと話せ」

　そんなふうに言われると話さないわけにはいかない。わたしは昨日の疑問を彼にぶつけた。

「和也くんはどうして、実家の病院じゃなくてこのクリニックを引き継いだの？」

　わたしが質問したとき、一瞬だけ和也くんの動きが止った。他の人なら気がつかないだろうけれど、わたしは違う。彼のちょっとした変化には敏感なのだ。

「別に。世話になった叔父が困ってたから、やろうって思っただけ」

「でも、もとの病院や実家の病院のほうが、和也くんのやりたい研究がやりやすいんじゃないかって思って――」

「たしかにそうかもしれないな。でもいずれにせよ、お前には関係ない話だ。それにお前、俺がここからいなくなってもいいわけ？」

「いや、困る！　困るけどっ」

　和也くんは手に持っていた資料をトントンとデスクで揃えると、その場で立ち上がった。そしてこの話はもう終わりだとばかりに診察室から出て行く。

「えっ？　和也くん……」

　それ以上話しかけられる雰囲気でもなく……。わたしは腑に落ちないまま諦めて、診察室の片付けを続けた。




　午後からは往診に向かう。今日は川かわ久く保ぼ豊とよ美みさん宅、そう、那夕子さんのご自宅に訪問するのだ。豊美さんは那夕子さんの旦那様のお祖母様だ。

　いつもは那夕子さんのご自宅なので、彼女が介助にあたるのだが、今日はおなかの赤ちゃんの定期検診があるので、わたしが代わりにやってきたのだ。

「あ、あの……ここって、個人のお宅なんですかっ？」

　ものすごく広大な敷地に豪華なお屋敷が見えて、わたしは驚いて和也くんに尋ねた。

「はぁ？　なにバカなこといってんだ？　まぁ、無理もないけどな。こんだけでかけりゃ。川久保製薬、知ってるだろ？」

「はい、もちろんですよ」

　この業界にいれば、いやこの業界にいなくても誰もが知っている国内大手の製薬会社だ。

「ここの創業者一族が住んでる。那夕子さんはここの御曹司と結婚したんだ」

「え～、そうだったの？　そんなふうに見えないっ」

　那夕子さんは控えめだけれど、しっかりしていて看護師としてのスキルも高い。いわゆるお金持ちの世界にいる女性と少しイメージが違う。

「羨ましいか？」

「んーどうだろう、好きな人と結婚できたことは羨ましいですけど。でもお金云々はどっちでもいいかも。色々面倒なことも多いだろうし」

「たしかに、そうかもな。ほら、無駄口叩いてないで行くぞ」

　往診用のバッグを持って歩き出した和也くんの後を、わたしは慌てて追いかけた。

　家の中は大正時代の洋館を彷彿とさせるようなレトロな雰囲気があった。目的の部屋にたどりつくまでわたしは終始キョロキョロしていた。

「顔色よさそうですね」

「ええ、とっても。那夕子ちゃんがよくしてくれるからね……あら、そちらの方は？」

　和也くんは部屋に入るとなれた様子で診察の準備をはじめた。慌てて手伝いに入ったわたしに、豊美さんが声をかけた。

「はじめまして。今度中村クリニックで働くことになりました。山科瑠璃です」

　手を動かしながら、にっこりと笑顔を見せる。

「ああ、あなたが。那夕子ちゃんから話は聞いてるわ。ねえ、中村くんを追いかけてきたって本当？」

　前のめりになった豊美さんを、和也くんがたしなめる。

「ほらほら、診察はじめますよ」

「もういいところなのに、後でお話ししましょうね」

　にっこり笑った豊美さんは、それからおとなしく和也くんの診察を受けていた。しかしひとたび、彼が聴診器を耳から外すと、豊美さんからわたしへの怒涛の質問攻めがはじまった。

　ときを見計らっていたのか、家政婦さんがお茶の準備をして持ってきてくれた。それと同時に那夕子さんも部屋に入ってきた。一緒にいるのはもしかして……。

「はじめまして、いつも妻がお世話になっております」

「つ、妻……と、いうことは旦那様っ？」

　あまりのイケメンぶりに驚いてしまう。いや、和也くんには及ばないけれど、それでもその優れた容姿に目をひかれた。瑠衣なんかきっと目をハートにするに違いない。

「はい、川久保尊たけるです。君があの有名な中村の――」

「ストーカーだ」

　そこですかさず和也くんが言葉を挟んだ。

「ひ、ひどい」

「そうだよ中村、そんな言いかた――クスクスっ」

「尊さんったら、ダメよ」

　那夕子さんが止めると、川久保さんは「ごめんごめん」と言いつつまだ笑っている。「あら、なに？　おもしろそうな話じゃない。こっちに来て話をきかせて」

　やり取りをしているうちに家政婦さんがテーブルセッティングしてくれた。わたしは車椅子を用意している家政婦さんに代わって、豊美さんが車椅子に乗るのを手伝った。

「ありがとう。中村くんのところの看護師さんは歴代いい子ばかりね。本人はあんななのに」

　和也くんは窓辺に移動して、尊さんとなにやら難しい話をしている。

「でも、こういうときの和也くんとってもカッコいいんですよね」

　ぽろりと本音が漏れる。

「和也くん……あら、ストーカーっていうのは本当なの？　そこのところしっかり聞かせてほしいわ。那夕子ちゃんも男たちは放っておいて、あちらでお茶にしましょう」

　わたしは誘われるまま、豊美さんと那夕子さんとお茶の用意されているテーブルについた。

「中村くんは、あまりきちんとした食事をしていないようだから、いつもここに来たときは色々持たせてるの。あなたもたくさん食べていってね」

「ありがとうございます」

　アフタヌーンティーセットにかわいらしいお菓子がのっている。カヌレにマカロン、マドレーヌ。チョコレートに……これは……。

「たい焼きですか？」

　お魚の形をしたそれは、少しサイズが小さいがたい焼きだ。

「そうそう。わたしの大好物なの。那夕子ちゃんとわたしが出会ったのもたい焼きのおかげね。そのお話もしたいんだけれど、まずはあなたと中村くんの話を聞かせてちょうだい」

　わくわくした好奇心いっぱいの目で見られて、わたしは嬉々として和也くんとのあれやこれやを聞かせようとした……が。

「はい、ストップ。とりあえず今日はまだ行くところがあるんで。これで失礼します」

「まあ、そうなの。残念だわ」

　豊美さんが肩を落としてこちらを見た。

「また今度ゆっくりお話しましょう。今日は中村くんにもいい子がいるってわかってほっとしたわ。お休みの日にでも遊びに来てね。那夕子ちゃんもいるし、ね？」

「そうですね、おばあさま。そのほうが色々お話しできますから」

「はい、そのときにまたゆっくり」

　立ち上がって往診用のかばんを運ぼうとすると、和也くんが先に持ってしまった。

「ほら、行くぞ。それと豊美さん、こいつは俺のいい子なんかじゃないですから」

　和也くんはしっかりと釘を刺していくことも忘れない。

「あの、お大事に」

　わたしは頭を下げて部屋を出た。家政婦さんが玄関まで見送ってくれる。

「和也くん、家族ぐるみで仲良しなんだね」

　駐車場で車に乗り込みながら尋ねた。

「ああ、尊とは中高の同級生だ。大学はあっちは薬学部だから別だったけどな。お前にしてはリサーチ不足じゃないのか？」

　和也くんはクスクスと笑った。

「だって、出会ったときは和也くんはもう大学生だったし、それに正直和也くん以外の男の人ってみんな一緒に見えるの」

「……おい、マジで一度病院で診てもらえ」

　ギロリと睨まれてわたしは思わずふくれっつらになる。

「ほんとのことなのに。それに診察なら和也くんに診てほしい！」

「いいから、他の人の前でそういうこと言うのやめろよ。豊美さんにあれこれ吹き込むのも禁止。あの人色々と画策するの大好きだから、気をつけろよ」

「うん、わかったけど。画策ってなに？」

「いや、知らなくていい」

　その後の帰路は豊美さんの病状について、口頭で詳細な説明を受けた。カルテに書かれていることがすべてではないので、こういうのはうれしい。

　クリニックの駐車場に車を止めると、わたしひとり降ろされた。ぐるりと運転席の方へ回ると、和也くんがパワーウィンドウを下げて顔を覗かせる。

「俺は今からもう一件行って帰るから、お前は先に帰れ」

「でも……」

「いいから、新しい仕事で疲れてるだろ？　午後休診の日くらいはゆっくりしろ」

　すると彼の大きな手のひらが伸びてきた。そしてわたしの前髪をくしゃくしゃと混ぜるようにして撫でた。

　ドキッとしている間に、パワーウィンドウが閉まってしまう。そしてゆっくりと車を出発させると曲がり角に消えてしまった。

「あ～あ、もっと一緒にいたかったな」

　わたしにとって家に帰って休めって言われるよりも、一緒に診察に回っているほうが元気が出るんだけどなぁ。

　ぽつんと置いていかれて肩を落とす。

　しかし落ち込んでいても仕方ない。わたしは先程聞いた豊美さんの病気について色々と調べてみることにした。たしかこの間買った本の中に説明があったはずだ。

　受付カウンターで本を開いて、該当の箇所を探す。そこを読み込んでいると別のところが気になりそちらを調べる。

　そんなことをしているとあっという間に時間が過ぎてしまって……それとともに疲れのせいか眠気が襲ってくる。

　ああ、やっぱり和也くんの言う通り、わたし結構疲れているのかもしれない。

　家では瑠衣とヨガをしたりスキンケアを頑張ったり女子力アップに勤しんだ後、勉強もしている。

　もともと努力は嫌いではないせいか、少し無理をしすぎる性格だということは自分でもわかっていた。

　だけど……それでも、しちゃうんだよなぁ。だって、それで和也くんに認めてもらえるなら、なんだってしちゃうよ。

　ウトウトと眠りの淵を漂いながら、わたしはそんなことを考えていた。

「……いっ、おいっ。そろそろマジで起きろ！」

「ん……うんっ？」

　肩をゆすられて、わたしは自分が受付カウンターで眠っていたことにはじめて気がついた。ゆっくりと体を起こすと、怖い顔で和也くんが立っている。

「おい、なにやってるんだ。こんなところで」

「あ、うん……いつの間にか寝ちゃってたみたい」

　目をこするわたしに、和也くんは呆れ顔だ。

「なんのためにお前を先にここに連れて帰ったのか、わかってるのか？　早く帰れって言っただろ？」

「ごめんなさい」

　和也くんが怒っているのではないのはわかる。ぶっきらぼうだけど、わたしを心配してくれているのだ。だからこそ、申し訳なくてシュンとしてしまう。

「お前はいつもやりすぎるんだ。もう少し自覚しろ、送ってやるから準備して」

　和也くんはそう言うと、自分も帰る準備をしはじめた。

「いいのっ？」

　思わず目を輝かせてしまう。

「ああ、ついでだ。今日だけだからな」

「ありがとう」

　わたしは急いで手元にある本を片付けようとして気がついた。

　あれ、こんなところに付箋なんか貼ったっけ？　あれラインも引いてある？

　手に取ってじっくり見ていると、帰宅準備を終えた和也くんが一冊の本を持って出てきた。

「豊美さんの病気については、こっちのほうがわかりやすい」

　一冊の本をわたしに差し出した。

「え？　ありがとう」

「ああ。しっかり読んでおけば今後も役立つ。でもまあ、手元にあるお前の本も悪くない。いいセレクトしてるな」

「これって、和也くんが？」

　付箋を指差すと彼がうなずいた。

「ああ、一冊全部読む必要はないからな。印のつけたところだけはしっかり覚えておくといい」

「ありがとう、うれしい」

　わたしは彼が手を加えてくれた本をギュッと抱きしめた。

　こういう優しさが彼の魅力のひとつなのだ。

　普段は突き放すような態度なのに、わたしが本当に頑張っていることはちゃんと見てくれている。瑠衣は彼が冷たいって言うけれど、本当はこんなに優しいのだ。

　帰ったら自慢しよう！

　うきうきしながらバッグに本を片付ける。すると和也くんに電話がかかってきた。ディスプレイを見ると少し眉根を寄せた。そしてもう一度診察室に戻っていく。

　なにかあったのかと、扉の閉まった診察室を見ているとほどなくして和也くんが出てきた。

「悪い、急用だ。送っていけない」

「えっ？　そうなんだ、わたしなら全然大丈夫だから気にしないで……」

　それでも期待してしまっていた分、がっかりを隠しきれない。

「そんな顔するな。またラーメンおごってやるから、な？」

「うん。わかった。ではお先に失礼します」

　これ以上わがままを言うわけにはいかない。頭を下げてクリニックを出るときにもう一度だけ和也くんの顔を見ておこうと振り返った。

　そのとき彼が大きなため息をついたのを見てしまう。

　大丈夫なのかなぁ？　でもきっとわたしが大丈夫か聞いたとしても「なんでもない。早く帰れ」と言われるだけだとわかっている。だからあえて彼にはなにも言わずに、わたしはおとなしく家路についた。










症例３




　和也くんと一緒に働きはじめて三カ月。

　産休に入った那夕子さんから引き継いで、日々の仕事にもやっと慣れてきた。それに毎日毎日和也くんの顔を見られることの喜びは、なににも勝ってわたしをやる気にさせた。

　しかしまあ恋が進展しているかと聞かれれば応えは否だ。いつもどおり塩対応の和也くんをカッコいいと、一方的に思っている図式は相変わらずだった。

　診療が終わって片付けをしていると真鍋さんが近づいてきて小声で話かけてきた。

「ところで、中村先生とはどうなってるの？」

　興味津々と言った様子で尋ねられた。けれど報告できるようなことはなにもない。「それが……一進一退どころか、ずっと膠こう着ちゃく状態です」

「ほーん、まあ、あの先生のことだから仕方ないか。でも、諦めるつもりなんてさらさらないんでしょう？」

「もちろんです！　和也くんへの思いは筋金入りですからっ！」

　ガッツポーズとともに、声高に宣言する。

「おい、くだらない話をしてないで、手を動かせ」

「ひっ」

　背後から氷のような和也くんの声が聞こえて、思わずビクッとしてしまう。気まずくてゆっくりとふりむくと、彼は真鍋さんの方を見ていた。

「悪い、俺先に帰るから。後片付けお願いします」

「はい。わかりました。お気をつけて」

　真鍋さんがそういうと、和也くんはさっさと帰っていってしまった。

「めずらしいですね。こんなに早く帰るなんて」

　これまで三カ月間、診療が終わった後も彼はクリニックに残っていることのほうが多かった。

　だからわたしもあれこれ理由をつけて残ってこっそり彼を見ていたのだけれど。

「もしかしたら……ご実家でなにかあったのかも。ここ最近多いのよ。先生スマホだと電話に出ないこともあるから、こっちにかかってきてるの」

　そう聞いて、この間の帰り際の和也くんのことを思い出した。

「そうなんですね……」

「まあ、ただのわたしの予想だから、全然関係ないことかもしれないけどね。さあ、本人もいなくなったし、これで堂々と瑠璃ちゃんに先生との話を聞けるわ～。色々聞いちゃうからね」

　真鍋さんはテキパキ片付けをしながら、なおかつわたしと和也くんのことを根掘り葉掘り聞いた。

　わたしはちょっと調子にのってあれこれと話したのだけれど……。

「ねえ、瑠璃ちゃん。あなたが好きならそれでもいいけど、まあ、みごとに脈なしよね」

　はっきり言い切られてわたしは大きなため息をつく。

「はぁ。やっぱり。真鍋さんもそう思います？」

「ええ、悪いけど」

「昨日妹にも、三カ月もそばにいて一ミリも進展してないんだから、そろそろ諦めて他にも目を向けたらどうだって言われたんです」

　瑠衣には「まだたったの三カ月だ」とは強気で言ったけれど、和也くんが一筋縄ではいかないとわかっていても、さすがに少し焦っていた。

　だからこそ、真鍋さんにまでそういわれると落ち込んでしまう。

「まあね、片思いだって素敵だけど、いつまでもずるずるしてると賞味期限が過ぎちゃうわ。タイミングも大事だと思うから。瑠璃ちゃんの場合、これまでずっと中村先生だけを見つめ続けていたから、彼しかダメだって思い込んでるのかもしれないわよ」

「思い込み……ですか」

　そう言われても無理もない。

「そう。だからね、一度他の人に目を向けてみるのもいいかもしれないわよ。だって、世の中にはたくさん男の人がいるんだから」

　瑠衣だけならまだしも、真鍋さんにまで同じことを言われてしまった。

「はい……ちょっと考えてみます」

　今までそんなふうに考えたことはなかった。でも自分の決めた期限は一年。あと九カ月しかない。もしダメだったときのことを考えておくのも必要なのかもしれない。

「まあ、あまり思い詰めないことね。じゃあ、帰ろうか」

「はい」

　車通勤の真鍋さんと別れて駅に向かって歩く。

　これまで和也くんはわたしの生活の一部だった。それがなくなってしまうことの想像が今のわたしにはうまくできない。

「はぁ……難しいな……っと」

　ため息をついた瞬間、バッグの中でスマートフォンが震えた。取り出して画面を確認すると瑠衣からだった。

「もしもし？」

『お姉ちゃん。お願い助けて、ピンチなのっ』

「え？　どうしたの？」

　瑠衣の声がいつもと違い慌てている。

『助けてほしいの。今から地図送るからすぐにそこに来て』

「わかった。大丈夫なの？」

　心配になってわたしは駆け出した。

『お姉ちゃんが来てくれれば大丈夫だからっ』

「わかった、すぐに行くから、そこで待ってて」

　電話を切ったわたしは送られてきた地図を確認してすぐにタクシーを拾った。




「おねーちゃん！」

　指定された場所でタクシーを降りると、瑠衣がすぐに見つけてくれた。わたしは慌てて降りて瑠衣のところに駆け寄った。

「だ、大丈夫なの？　いったいなにがあったの？　お、落ち着いてお姉ちゃんに――」

「はいはいはい。落ち着くのはお姉ちゃんね。はい、深呼吸して」

　瑠衣に言われるまま、深い呼吸を数回繰り返した。

「はい、よくできました。じゃあ、行こうか」

　にっこりと微笑む瑠衣の顔を見て疑問しか浮かばない。

「行くって、どこに？　助けてって、なんのこと？」

　このときになって、瑠衣は落ち着いていていつもとなんら変わらないことに気がついた。

「ああ、ごめんね。ああやって呼び出さないとお姉ちゃん来てくれないと思って」

　瑠衣の視線の先には、男女数人が店の入口で談笑していた。

「なにこれ？」

「なにって、合コンよ。合コン。ほら、笑って～。行くわよ！」

　ぐいっと手を引かれた。

「え、ちょっと待って。わたし合コンなんて行かない」

「つべこべ言ってないで、お姉ちゃんが来てくれないと人数合わないの。それにいつまでもバカのひとつ覚えみたいに和也くん和也くん言ってないで、たまには他の男を見てみなさい」

「他……」

　そういえばさっき真鍋さんも同じようなことを言っていた。

「それに、男女の駆け引きを少しは勉強しなきゃ。これは中村さんを落とすときにも役に立つと思うよ。お姉ちゃんこの手のこと全然知らないじゃない」

　たしかに瑠衣の言う通りで、高校生のときから和也くん一筋だったわたしは恋愛に対して正直なにもわかっていない。経験ゼロなのだ。

「誰かとカップルになるとかいうのが目的じゃなくて、大人の男女の社交場だと思って！　これも社会勉強だから」

　その手のことは瑠衣のほうがよく知っている。自分が恋愛初心者だということもわかっている。

　勉強かぁ……もしかしたら、和也くんとの関係になにか突破口が見つけられるかもしれない。

「わかった。でもわたし本当に頭数合わせにしかならないよ？」

「大丈夫、お姉ちゃんには全然期待してないからっ」

　それはそれでどうなの？と思わないでもないけれど「お待たせ～」と走っていく瑠衣に置いていかれないように、わたしは精一杯の作り笑いを浮かべて和の中に混じった。




「それでは、かんぱーい」

　幹事の男性のかけ声で、合コンがはじまった。この歳ではじめての合コンに緊張してしまい、隣に座る瑠衣に小声でＳＯＳを出す。

「ねえ、なにしゃべったらいいの？」

　わたしの質問に瑠衣は男性陣に笑顔を浮かべたまま、小声でアドバイスをくれた。

「無理に話をしなくてもいいの。とにかくにっこり笑って相手の話を聞いて。まずはそこから」

「相手の話を聞くね……」

　なんともたのもしい。どっちが姉だとよく聞かれるが、今日ほど瑠衣を頼りに思ったことはない。

　一通りの自己紹介が終わって雑談に切り替わった。その頃には料理がテーブルに並んでいた。

　すでに自己紹介で疲れてしまったわたしは、雑談に耳を傾けながら目の前にあるサラダが盛りつけられた大皿のトングに手をのばした。

「取りますよ？」

「えっ？」

　声をかけられて相手の顔を確認している間に、トングはその男性が握っていた。

「嫌いなものない？」

「え？　あ、はい。なんでも食べられます」

「あ、そういうふうに見える」

「え？」

　初対面の人にあまり言われない言葉を投げかけられ、驚いた。その顔がおかしかったのか男性はサラダを取り分けてくれながら、クスクス笑う。

「いや、俺も好き嫌いないから。一緒だって思った。しかし君の反応、おもしろいね」

「え、ありがとうございます？」

「あははっ、なんで疑問形。かわいいなぁ」

　か、かわいいって言われたっ!?

　これまであまり男性から言われたことのないセリフにドキッとしてしまう。

「はい、かわいいからサーモンたくさん入れておいたよ」

　取り皿に山盛りになったサラダが差し出された。

「すみません、ありがとうございます」

「どういたしまして」

　わたしは受け取ったお皿を目の前に置くと、早速割り箸を割って食べはじめた。脂ののった大きなサーモンが美味しい。

　ふと視線が気になって、顔を上げると先程の向かいに座っている男性がこちらをニコニコと見ていることに気がついた。

　不思議になって首を傾げた。

　もしかしたら……わたしの顔になにかついてる？

　慌てて顔のあちこちを手でたしかめたが、なにもついていないようだ。

「あははっ！　おもしろいね」

　そんな様子を見ていた男性が、わたしを見て笑った。

「あんまりこっちばかり見てるから、なにかついているのかと思って」

「ごめんごめん。いや、かわいいなぁと思って」

「か、かわいくなんてないです」

　慣れないことを言われて恥ずかしくなり、手にしていた箸を置いて思いっきり否定した。

「そうかな？　俺にはすごくチャーミングに見えるけど。たしか君は山科瑠璃ちゃんだったよね。お隣の子はお姉さん？」

「あ……いえ」

　大人っぽい顔立ちに加えて仕事柄バッチリメイクをしている瑠衣と、幼い顔つきで仕事柄ほとんどメイクをしていないわたしはよく姉妹逆転して間違われる。

　しかも今日は合コン慣れしている瑠衣のほうが、余計に年上に見えてもしかたのないことだ。

「あの、実はわたしのほうが姉でして。童顔が悩みなんですよね」

　苦笑いをしながら男性が同意する。

「俺も童顔。これでも結構いい歳だしね」

　自虐めいた言葉で、肩をすくめる男性。

　そのときになってわたしはしっかりと彼の顔を見た。

　マッシュヘアの前髪からの覗く目は、くっきりとした二重で長いまつげに綺麗に縁取られている。すっと通った鼻筋に、少し口角のあがった爽やかな口元。それらが収まった顔はものすごく小さい。

　はぁ……ものすごいイケメンだなぁ。まあ、和也くんには遠く及ばないけれど。

「えーっと……失礼なんですけど……」

　さっきの自己紹介で名前を聞いていたはずなのに、自分の順番が回ってくることが気がかりで、彼の名前をまったく覚えていなかった。

「ああ、俺は君きみ島じま翔しょう平へい」

「君島さん！　思い出しました」

「ありがとう。よかった。完全に忘れられてたら、俺ここで倒れて瑠璃ちゃんに人工呼吸してもらわないといけなかったな」

「る、瑠璃ちゃん？」

　いきなり下の名前で呼ばれて驚いてしまう。今日は今までの人生で経験していなかったことばかり起きる。

「そう、だって山科さんだったら妹さんと間違えちゃうかもしれないでしょ？」

「ああ、たしかに」

　そういうことか。なんか変に意識して恥ずかしい。大人になって下の名前で男性に呼ばれることもあんまりないしな……。和也くんなんか「お前」とか「こいつ」だもん。

　なんだか切なくなったわたしは、目の前にあったビールをごくごくと飲んで、それをごまかした。渋々とはいえ、せっかく来たんだから楽しもう。

「瑠璃ちゃんは、医療関係の仕事してるって言ってたけど、もしかして看護師さん？」

「あ、はい。どうしてわかったんですか？」

「いや、最も人口が多そうな職業を言っただけ」

「ああ、そっか。たしかにそうかもしれないですね」

　納得してうなずいていると、君島さんの隣に座ったすでに酔っ払っている男性が、彼の肩をぐいっと引き寄せた。

「おねーさん、こいつも医療従事者ですよ。な、ん、と！　お医者さまでーす」

　赤ら顔の男性は、女性陣みんなに聞かせるようにして発表する。

「え～お医者さまだったんですかぁ？　すごーい」

　女性たちから、黄色い声があがる。完全に彼に注目が集まっていた。

「別にすごくなんかないよ。どこにでもいるでしょ？」

　にっこりと女性たちに笑顔を見せると、「きゃあ」と小さい悲鳴が聞こえた。

　でもわたしは聞いてしまった。

　君島さんが隣の男性がまわした腕を強引に引き剥がし、すごく怒った様子でその男性の耳元で「覚えてろよ」と囁いたのを。そしてそれまで酔っ払って赤ら顔だった男性の顔が一気に青ざめたのも。

　ふたりの様子をじっと見ていたら、ふいに君島さんがこちらを見て微笑んだ。

「あはは……」

　愛想笑いをして、目の前にある料理に集中した。

　それからは時折まわりに合わせて相槌を打って、ひたすら美味しい料理に集中する。腕時計をチラチラ気にしていると、横から声がかかった。

「ここ、いいかな？」

「え？」

　声をかけたきたのは、君島さんだ。

「あ、でもそこは瑠衣の席――」

　そこまで言うと、君島さんはテーブルの端を指差した。

「あっちで、盛り上がってるみたい。だからあぶれた者同士、一緒に飲もう？」

「あ、はい」

　そう返事はしたものの〝あぶれた〟という表現は正しくない。だってさっきから君島さんには女性たちの熱い視線が向けられているのだから。そして隣に座るわたしには鋭い視線。別に好きでこうなったわけじゃないのに、どうしたらいいんだろう？

　困っているわたしとは反対に、君島さんはまったく気にしていないようだ。思い切って聞いてみた。

「あの、たぶんですけど」

「ん？　なに？」

「他の女性はきっと君島さんとお話ししたがってると思いますよ」

「うん、そうだろうね」

「え!?　だったらなんでここに？」

　気がついているのならば、そっちに行けばいい。

「俺が話をしたいのは、君だから？」

　そうなんですね……って、簡単には受け入れられない。

　君島さんの顔がぐいっと近づいた。それを見たまわりの女性の目がするどく光る。

　こ、怖い……。どうしよ。

「あの、わたしそんなおもしろい話できませんよ？」

「そう？　でも大丈夫。勝手に俺が楽しむから」

　小悪魔のように微笑んだ君島さんの顔を見て、これは諦めるしかないと思った。きっとわたしがなにを言ったところで、ここから動く気はないようだから。

　わたしが諦めたのが伝わったのか、君島さんは自分の持ってきたグラスを手にあれこれと話をしてくれた。

　最初は緊張していたけれど、君島さんの話が興味深くてまわりのことも気にならないほど、話に夢中になった。お互い医療に携わる仕事をしているせいか、話が盛り上がった。

「それで、どうなったんですか？」

「それからね――」

「はーい、盛り上がってるところ悪いんですが、時間でーす」

　幹事の男性に会話が遮られた。

　まわりのみんなも帰る支度をはじめた。わたしもテーブルの上を少し片付けて自分の荷物を手に持った。

「楽しかったです。ありがとうございました」

　わたしがお礼を言うと、君島さんは自分のスマートフォンを取り出した。

「楽しかったって言うなら、連絡先交換しない？」

「え、あ……えーっと」

「そんなに身構えなくても、嫌だなって思ったらブロックしてくれていいし」

「いや、嫌っていうわけじゃないんですけど……わたし好きな人がいて」

　自意識過剰だと思う。けれど、もし万が一いや億が一、君島さんがそういう気持ちだったらと思うと、一応伝えておいたほうがいいと思ったのだ。

「それってもしかして、勤務先のドクター？」

「え？　どうしてわかったんですか？」

　目を開き驚くわたしを見て、君島さんは声を出して笑った。

「適当に言ったんだけど、当たりだったみたいだね。君すごくわかりやすいね」

「え、そうですか？」

　言い当てられて恥ずかしい。

「別に好きな人がいたって、連絡先の交換くらいいいんじゃない？　それに俺なら恋の相談にも乗れるよ？」

「え、いいんですか？」

　普段は瑠衣に色々と聞いてもらっているが、男性の意見も聞ければありがたい。

　それまで乗り気じゃなかったのに、わたしったらゲンキンだ。

「いいよ。なんでも聞いて。だから交換しようか？」

「はい」

　わたしはスマートフォンを取り出して、君島さんと連絡先の交換をした。

「これで、よしっと。じゃあ、また俺からも連絡するし、瑠璃ちゃんからも連絡して」

「はい。わかりました」

「じゃあ、記念に」

　――カシャ

「えっ？　撮ったんですか？」

　君島さんがスマートフォンを掲げたと思うと、あっという間にシャッター音がした。画面を確認しているので、横から覗くととてもじゃないけれどかわいいと言えない自分がいて慌てる。

「け、消してください」

「いや、無理。かわいいから待受けにするね」

　君島さんが先に立ち上がった。

「あまりここにいると、二次会に連れて行かれそうだから先に失礼するね。写真は送るよ」

「え？　ちょっと待って」

「あはは、お疲れさま。また会おう」

　最後に最高の笑顔を残して、君島さんは帰っていった。

　わたしもバッグを持って帰ろうと瑠衣を探そうとしたが、その必要はなかった。すぐに向こうからわたしの方へとやってきたのだ。数人の女性たちとともに。

「あ、瑠衣もう帰るよね？　タクシー捕まえる？」

「帰る、帰る！　でもその前にお姉ちゃん君島さんの連絡先手に入れたの？」

　すごい勢いの瑠衣に一瞬ひるむ。

「う、うん。交換しようって言われたから」

「嘘ー！　信じられない」

　瑠衣とその友達が声をあげた。

　個室を出て出口に向かいながらも話は続く。

「え、なにどういうこと？」

「いい？　お姉ちゃん。あの君島さんってみんなが狙ってる優良物件なわけ。医者であのルックスでしょ？　それにスマートな身のこなし。もう女の子が放っておかない人種なの」

　うん。たしかにそうだ。

　わたしがうなずくと、瑠衣が話を続けた。

「遊んでるかと思いきや、女性からの誘いはのらりくらりと笑顔でかわして全然応えてくれないの。だから連絡先を交換するなんて今までなかったことみたい」

　どうやらわたしの隣から移動して幹事の男性に色々と話を聞いていたようだ。

「だったら、どうしてわたしと交換したの？」

「それよ！　ほんとになんで？　最大の謎だわ」

　妹なら、もう少し姉を持ち上げてくれてもいいと思うの。不満だけど、連絡先を交換したときの話をした。

「実は和也くんのこと、色々と相談に乗ってくれるって」

「え？　お姉ちゃん和也くんのこと話しちゃったの？」

「え、うん。ダメだった？」

　呆れた顔の瑠衣にダメ出しされる。

「合コン相手に好きな人がいるなんて言っちゃダメでしょ？　もしかしたら君島さんとワンチャンあったかもしれないのに？」

「え？　まさか、ないない」

　慌てて否定したけれど、瑠衣は納得していなかった。

「いや、あの君島さんが自分から電話番号を交換するなんて！　お姉ちゃん絶対に連絡途絶えさせないでね。キープしとかなきゃ」

「いや、ちょっと待って。キープってどういうこと？」

「だから言葉の通りよ。中村さんとうまくいかなかった場合、失恋の痛みを癒すには極上すぎる相手じゃない」

「え？　いやそんなすぐに切り替えられないし。そもそもうまくいかない前提で話をするのやめてくれない？」

　わたしが抗議しても、瑠衣はどこ吹く風だ。

「キープっていうと聞こえが悪いけど、要はリスクヘッジよ。みんなやってることなんだから。もし中村さんとうまくいけば、君島さんはわたしが引き受けるから心配しないで」

　まわりの瑠衣の友達もうんうんとうなずいている。

「あのね、わたしそんなに器用じゃないの知ってるでしょ？」

「うん、それがお姉ちゃんのいいところでしょ。そういう無欲なところが君島さんの琴線に触れたのかも？　ね？」

「いや、あの、瑠衣ちゃん？」

　否定しようにも瑠衣はもう友達とあれこれと今日の反省会をはじめてしまった。

　外に出ると先に出た男性たちが、待っていた。そこにはすでに君島さんの姿はなく無事に先に帰れたのだとわかった。

「二次会行く人～？」

　先に個室を出ていた男性から声がかかる。数人の瑠衣の友達が「はーい」と返事をしていた。

　そこで瑠衣は急にわたしの腕に自らの腕を絡めてきた。

「わたしたちは、これで。姉がどうも酔っちゃったみたいで」

「え、なに言ってるの。わたし――」

「いいから、話を合わせて」

　小声で言われて、わたしは仕方なくまわりに苦笑いで応えた。

「そうなんだ。瑠衣ちゃんともっと話したかったのに」

　幹事の男性があからさまに残念そうな顔をした。

「ごめんなさいね。また今度飲みに行きましょう」

　にっこり笑って幹事の男性からの誘いを断ると、瑠衣はタクシーを止めて先にわたしを乗せた。

「では、みなさん楽しんできてくださいね～」

　わたしと話すときとは違うかわいらしい声を出した瑠衣は、笑顔で手を振りタクシーに乗る。行き先を告げて車が動き出すと、「はぁ、疲れた」と言って、シートにもたれかかった。

「ねぇ、わたし全然酔ってないから、瑠衣は二次会行ってもよかったんだよ？」

「え？　いいのいいの。わたしも帰りたかったし」

「そう？　だったらいいけど。瑠衣はいい人いた？」

「うーん。ふたりで会いたいって思うような人はいなかったかな。あーあ。時々お姉ちゃんが羨ましいよ」

　ちらっと瑠衣がこっちを見た。

「一途に中村さんのこと好きで。どう考えても無理な相手なのにどうしてそこまで好きでいられるのか、わたしも人生で一度でいいからそういう恋愛したいな」

　大きなため息をついて、窓の外を眺めている。いつもわたしの恋愛を否定しているのにどうしたんだろう。

「ねえ、瑠衣なにかあったの？」

「ううん。別に。わたしもお姉ちゃんみたいに人生かけられるような恋愛がしたいなって。そう思っただけ。でもわたしには無理かな」

　こちらを向いてさみしそうに笑っている。

「わたしみたいな片思い、全然おすすめしないけど。だけど、だけど……瑠衣も本気で好きになれる人が現れるといいね」

　わたしは瑠衣に体を寄せた。すると瑠衣はわたしの肩にゆっくりと頭を乗せる。そこから家に着くまでお互いなにも話さなかった。

　もしかしたら、片思いでも全力で好きになれる人がそばにいるなんて、わたしは幸せなのかもしれない。

　そう思った夜だった。




　それから三日後。わたしに衝撃が走る。

　な、なななななんで、ここにいるの？

　わたしは診察室のドアを十五センチほどあけて、中を覗いた。そこにいる人物を見てオロオロしている。

　いや、人違いかもしれない。

　そう思ってもう一度確認するが、間違いない。

「君島さんだ……」

「あら、瑠璃ちゃん知ってるの？」

「ひぃっ」

　背後から急に声をかけられて、飛び上がるほど驚いた。振り向くと真鍋さんがいてわたしをどかせると、隙間からわたしと同じようにして診察室の中を覗いた。

「今日から新しいドクターが来るって聞いてたけど、結構若そうね」

「え？　あの人ここで働くんですか？」

「そうみたいねぇ」

　あまり驚いた様子も見せない真鍋さんは、どうやら先に和也くんに聞いていたみたいだ。

「あの人って……」

「おい、みんなこっち来て」

　診察室から声がかかって、ビクッとなった。どうやら呼ばれているようだが中に入りたくない。どうしたらいいのか迷っていると「ほら行くよ」と真鍋さんに背中を押された。

　慌てて彼女の後ろに隠れながら、診察室に入る。

「今日からここで働いてもらうことになった、君島くんだ。俺の大学時代の後輩」

「はじめまして、よろしくお願いします」

　隠れているので声だけのやりとりが聞こえる。

「それで、こちらが受付と事務をしてくれている真鍋さんと……おい、お前いったいなにやってるんだ。山科っ」

　ひっ……名前呼ばれた！

　これ以上隠れていられないと思い、真鍋さんの後ろからひょっこり顔をみせるとバッチリ君島さんと目が合った。

「あの、どうも」

　気まずくてまともに顔を見ることができない。まさかこんなところで再会することになろうとは。

「こんにちは」

「ええ、あの。はい」

　動揺してまともな返事ができない。和也くんに合コンに行ったことを知られるわけにはいかないのだ。

「実はこのあいだ」

「あわわわわわ……自己紹介がまだでしたね」

　わたしは慌てて君島さんの話を遮った。

「はじめまして！　はじめまして！　山科瑠璃です」

　大事なことなので二回言った。どうにか相手に伝わりますように。

　祈りを込めた視線を向けたのが功を奏したのか、君島さんがにっこりと笑った。

「はじめましてじゃないよね、瑠璃ちゃん」

　……だめだ、全然伝わってない。

「瑠璃ちゃん……だと？」

　和也くんの鋭い視線が、わたしに向けられた。

「いやあのね、和也くん。これには色々とあってね」

「色々ってなんだ。説明してもらおうか」

　椅子をくるりと回して、わたしを睨む。

「あの、えーっと」

　どうにかごまかす方法がないものか、ない知恵を絞る。しかしいい案がひらめく前に、君島さんが口を開く。

「これ見てください。この間一緒に飲んだんです。合コンでね？」

　君島さんは自分のスマートフォンを取り出すと、みんなに向かって画面を見せた。そこには彼が帰る間際に撮ったわたしとのツーショット写真が表示されている。

「やだ、待って」

　どうにかみんなに見られないように慌てて飛び出したが、君島さんのスマートフォンは和也くんの手の中にあった。

「合コン……だと？」

　和也くんは画面をまじまじと確認してから、それを君島さんに返した。

「紹介する手間が省けた。今日からお前は君島のところについて。俺はひとりで大丈夫だから」

「えっ、でも」

「話は終わり。以上」

「ちょっと待ってよ、和也くん」

　止めるわたしを無視して、和也くんは自分の仕事に取りかかってしまった。こうなったらきっと話を聞いてもらうのは無理だ。

　わたしは諦めて、診察室を出た。

　それからは患者さんを迎える準備に忙しく、そのまま診察がはじまる時間になった。急ごしらえで作った第二診察室で君島さん……もとい、君島先生の手伝いをする。

「あのあのあの……！」

　バタンと診察室のドアが閉まると、わたしは慌てて君島先生のもとに駆け寄った。

「はいはい。ちょっと落ち着こうか」

　白衣を羽織りながら、笑っている。

「いえ、あのさっきはなんでみんなに写真見せちゃったんですか？」

「あれ？　ダメだった？」

「ダメっていうか……あまり中村先生には知られたくなくて」

　歯切れの悪いわたしに、君島先生は妙に納得したようだ。

「そっか、瑠璃ちゃんの好きな人って、中村先生なの？」

「え！　あの、どうしてわかったんですか？」

「合コンのときに言ってたじゃない。それに君のその慌て方を見たら、誰でも気がつくと思うよ。わかりやすすぎ」

　あははと笑いながら、予約の患者さんのカルテを見ている。

「でも黙っていて後でバレると面倒でしょ？」

「たしかにそうですけど……もっとごまかす方法もあったと思うんです」

　まあとっさになにも思いつかなかったんだけど。

「バレてしまったのは仕方ないじゃない。と、いうことでこれからよろしくね」

　彼が微笑んだと同時に、朝の診察が開始された。




「はぁ……疲れた、さっさと片付けて御飯食べよう」

「はい、わかりましたぁ」

　まったく元気のないわたしを見て、真鍋さんはやれやれといった様子だ。

　それも仕方のないことだ。これまでは診察室で一緒に働けていたのにわたしが君島先生のお手伝いをすることになって、和也くんの顔を見る時間が減ってしまった。

　怒られても冷たい態度を取られても、そばにいたいのに。合コンの話だってきちんとしておきたかったのに。

　今は午後の診察前に、患者さんのところに君島先生と往診に行っている。女ふたりで少しゆっくりしているところだ。

「はぁ、いいな。君島先生は。ずっと和也くんと一緒にいられて」

　これまで一緒に往診に行っていたのはわたしだ。羨ましくて嫉妬してしまいそうだ。

「そう言わないの。空いた時間に勉強もできるじゃない」

「それはそうですけど……」

　和也くんの働いている姿を見られなくなるのはつらい。

「そもそも、なんで急にドクターを増やしたんですか？　たしかに忙しいですけど、それなら先に看護師を増やすべきだと思うんですけど」

　わたしの疑問に真鍋さんはなにかを考えているようだった。

「まあ、わたしたちが決めることじゃないしね。ほら手を動かして」

「そうですね。はい」

　真鍋さんに言われたわたしは、仕事を片付けてから休憩に入った。




　その日の診療後。わたしは和也くんが車を停めている駐車場で彼を待っていた。どうしても今日のうちにきちんと合コンについて説明しておきたかったのだ。

　でも院内で待つと君島先生や真鍋さんに話を聞かれてしまう。できれはふたりきりで説明したいと思い、わたしはひたすら和也くんが出てくるのを待った。

　すると二十分くらい経ったころ、和也くんが出てくるのが見えた。

　よかったぁ。早く出てきてくれて。まあ何時間でも待つつもりだったけど。

「和也くんっ」

　わたしが駆け寄ると、彼ははぁと大きなため息をついた。

「やっぱり、待ってたのか」

「ごめんね。でもどうしてもわたしからちゃんと説明したくて」

　ここならば裏通りで人気もあまりないし、話をするにはもってこいだと思ったのだ。

「別に説明する必要なんてないだろ。たかが職場の上司に合コンの報告までは必要じゃない」

　いつもとなんにも変わらない態度の和也くんにがっかりする。たしかにただの上司なら、合コンに行ったことを説明する必要ないだろう。だけどわたしは彼が好きだと何度も告白しているのだ。それなのに、一ミリも興味のない態度に今日はなんだかとても胸が痛んだ。

「和也くんは本当にわたしに興味がないんだね。合コン行ってもヤキモチのひとつもやいてくれない」

　そもそも今にはじまったことじゃない。けれど今日はなんだか虚しくなってしまった。

「なんで俺がお前にヤキモチなんかやかないといけないんだよ」

「ちょっとくらい、気にならない？　わたしが他の男の人と一緒に飲みに行ったり写真撮ったりとか」

　ムキになって聞いても、和也くんの態度はいつもと変わらない。

「別にどうも思わない。そもそもお前は俺のことしか見てないだろ？」

「え、まあたしかにそうだけど……そうだけど。なにその言い方！」

　自信満々な態度に、さすがのわたしもちょっと悔しい。

「でもそれが事実だろ？」

「事実だからこそ、悔しいんです」

　思わず唇を噛んだわたしを見て、和也くんはなぜか満足そうだ。

「そんな顔するなって。そもそもなんでそこまでして俺なんだ？　俺、これまでお前に気を持たせるようなことしてないつもりだけど」

「たしかにそうだよ。でもそういうはっきりとしてるところも好きだなって思っちゃうの。仕方ないじゃない」

　開き直った態度に、和也くんが吹き出した。

「あはは。そうか、だったらそのままでいるしかないな。かわいそうだけど」

「かわいそうだって思うなら、少しくらいわたしの思いに応えてくれてもいいんじゃないの？」

　ヤキモチをやいてほしいだなんて、だいそれたことは期待しない。でもほんの少し優しくしてくれてもいいじゃない。

「ああわかった」

「じゃあ、つき合ってくださ……痛いっ！」

　期待で目を輝かせたわたしに、和也くんは思い切りデコぴんをした。

「調子に乗るんじゃない。まあ、でも飯でもおごってやろうかな」

「本当に？　うれしい！　この間のラーメン屋さんおいしかったよね」

「あ？　またラーメンでいいのか？　今日は気が向いたから、いい店に連れて行ってやろうと思ってたのに」

「嘘？　本当に？」

　こんな幸せなことってある？　これってやっぱり合コンに行った効果が、少しは出たってことなのかな？

　うれしすぎて顔がにやけてしまう。

　しかしそこで和也くんのスマートフォンに電話がかかってきた。ディスプレイを見た瞬間彼の顔が険しくなる。

　あ、またあの顔。

　わたしに背を向けて電話をはじめた。ここ最近電話がかかってくると難しい顔をすることがある。なにか彼にとってよくないことがあるのだろうかと、心配になる。

　電話を終えた和也くんの顔はまだ曇ったままだ。それでわたしは次に彼が言うことを察した。

「大丈夫ですよ。食事は今度で」

「え、いや、でも」

「大丈夫ったら、大丈夫です。今和也くんが大変だってことくらいわかるから。わたしが何年和也くんのストーカーやってると思ってるの？」

　自慢になるようなことではない。けれど彼の変化には誰よりも敏感だという自負がある。

「そんなに聞き分けがいいと後が怖いな」

「もちろん、今度フルコースおごってもらうつもりですから……だから今は、行って。ね？」

　和也くんはわたしに近づくと、ぽんっと頭に手をおいた。

「悪いな、サンキュー」

　にっこりと笑った彼の顔を間近で見ることができた。それだけでも幸せに感じてしまう。それなのに……。

　和也くんは大きな手のひらをわたしの額に添えて、前髪をかきわけた。

　わたしの額があらわになる。

　そしてその大きな体を傾けて、そこに唇を落としたのだ。

「……っ」

　一瞬呼吸ができなくなった。目を大きく見開いたままわたしは固まった。

　え、ちょっと待って。いったいなにが起こったの？

　状況の把握がまったくできてない。頭の中はパニックだ。

「じゃあ、気をつけて帰るんだぞ」

「え、あ、うん」

　そう答えるだけで精一杯だった。

　まだ固まったままのわたしを置いて、和也くんは急いだ様子で車を発進させてその場からいなくなってしまった。

　わたし……キスしたの？　和也くんと？

　思い返すだけで、胸がドキドキして張り裂けそうだ。胸を押さえてなんとか呼吸を整えた。しかしニヤニヤする顔はどうすることもできない。

　嘘、わたしが和也くんとキス!?

　額へのキスだ。瑠衣に話したらそのくらいで……と言われるかもしれない。それでも長く思い続けてきた気持ちがもしかしたら叶うかもしれない。

　そんな予感に、期待せずにはいられなかった。




「ふふふ……ふふふふっ」

　出勤後、クリニックの受付カウンターを鼻歌まじりで拭いていく。ここ最近のわたしは、常にごきげんだ。

　だって……キスしちゃったんだもん。

　思い出してニヤける顔を、引きしめるけれど、またにやけてしまう。こんな感じで毎日過ごしている。

「ねぇ、またニヤニヤしてるよ？」

「えっ……あっ。君島先生おはようございます」

　顔を引きしめて挨拶をした。

「わざわざ真面目な顔にしなくてもよかったのに。ニヤついてる瑠璃ちゃんもかわいいよ？」

「え？　君島先生、いい加減からかうのやめてもらえませんか？」

　いつものおふざけに、わたしは少々呆れ顔だ。しかし君島先生はそんなことおかまいなしだ。

「え？　俺思ったことしか口にしないよ？　瑠璃ちゃんはいつもかわいいね」

「もう、いいです！」

　のれんに腕押し、糠に釘、豆腐に鎹かすがい、とはまさにこのことだ。わたしがなにを言ったところで、君島先生はまったく気にしない。バカらしくなって、会話を打ち切ることが日常になっている。

　話を切り上げて、わたしはさっさと掃除に戻った。すると荷物を片付けた君島先生も雑巾を持って、手伝ってくれる。

　そういうところは、よく気がついて助かるなぁ。

　ふたりで手分けして綺麗にしていく。

「痛っ」

　病気で気持ちを塞いでいる人に少しでも明るい気持ちになってもらいたくて、カウンターにはいつも花が生けてある。

　今はかわいらしいかすみそうも一緒に生けられているのだけれど、それがうっかり目のあたりにあたった。そしてそのはずみにコンタクトレンズがずれてしまった。

「大丈夫？　どうかした？」

　わたしの声を聞いた君島先生が慌てて駆け寄ってきて、わたしの顔を覗き込んだ。

「平気です。ちょっとコンタクトがずれただけなので」

「いいから見せて」

　君島先生がわたしの顔を自分の方へ向かせて、目の辺りをじっと見ている。指先が頬に触れて少しくすぐったい。思わず体が動いてしまう。

「こら、診察中だからじっとして」

「ごめんなさい」

　別に診察なんて必要ないのに、そう言われるとなぜだか素直に従ってしまう。職業病なのかもしれない。

「ん～傷はないから大丈夫だとは思うけれど」

「だから、コンタクトがずれただけなんですって。だから早く直させてください」

「ああ、そうだったね。あはは」

　そうは言うけれど、まったく離してくれない。

「あの、先生？……ひゃあ」

　あげくのはてに君島先生は、わたしの頬をひっぱって遊びはじめた。

「ん？　あはは……おもしろいなぁ」

　やってるほうは楽しいかもしれないが、やられたほうはたまったもんじゃない。どんな情けない顔をさらしているのか想像すると、恥ずかしさに顔が赤くなる。

「あ、赤くなった。かわいいなぁ」

「もう！　いいかげん離してくださいっ」

　暴れて抵抗しようとした瞬間「なにやってるんだ！」という声が聞こえた。

「ん？」

　わたしは君島先生の横から顔を覗かせる。そこには出勤してきた和也くんと真鍋さんが立っていた。

　和也くんは明らかに不機嫌そうにしているのに対して、真鍋さんはニヤニヤとおもしろがるように笑っている。

「だから、なにやってるんだって、聞いてるだろ」

　和也くんがずんずんと歩いて来て、君島先生の肩を掴んだ。

「なにって、診察ですけど。彼女の目に、ここの花が当たったみたいで」

　君島先生が花瓶に生けてある花を指差す。

「なんだと、大丈夫なのか？」

　そう言った和也くんが、君島先生との間に割って入る。そしてわたしの顎に手を当ててくいっと上に向かせた。

　こ、これは……もしかして、顎クイというやつでは……っ!?

　わたしはさっき君島先生にされたときよりも、もっと……耳まで顔が赤くなるのを感じた。

　しかし和也くんはそんなことお構いなしだ。真剣な医者の目をしている。

「別にどうってことないな」

「え、あ、うん。だからずっとそう言って……ぐふっ」

　わたしの顎にあった和也くんの手が、ぐいっとわたしの両頬を掴んだ。唇がタコのように突き出すような形になる。

「あはは」

　その顔を見て、和也くんが声をあげて笑う。

「えっ……ひどい」

　勝手にやっておいてそれはない。抗議しようとするけれど、和也くんはなおも笑いながら、さっさと診察室の中に入っていってしまった。

　君島先生も笑いながら、その後をついていく。

「もう、みんなひどいんだからっ……痛い」

　まだコンタクトレンズがずれたままだ。わたしは急いで更衣室に向かい、ロッカーにおいてあるバッグから目薬を取り出した。

「あぁ、生き返った」

　ふたりからの強引な診察の間ずっと我慢してきた目の痛みが、ゆっくりと引いていく。目の違和感もなくなってほっとする。

「大丈夫？」

「あ、はい。目薬指したので本当に平気です。君島先生が大騒ぎするから……」

　もともとたいしたことはなかったのだと、説明する。

「そっかそっか。よかったね……でも、出勤してきたときはびっくりしたな」

「びっくりって、どうしてですか？」

　真鍋さんの言葉にひっかかる。

「だって……朝っぱらからいきなりキスシーン見せつけられるとは思わなくて、一気に目が覚めたわよ」

「キ、キスシーン!?」

「そう、入口から見ると瑠璃ちゃんと君島先生がキスしてるみたいに見えたのよ」

「な、なに……そ、そんなはずないじゃないですか！　わたしは和也くん……じゃなかった、中村先生一筋なんですから」

　わたしは思いっきり、力の限り否定した。

「わかった、わかった。瑠璃ちゃんが中村先生大好きなのを知ってるからびっくりしたんだって。君島先生が強行突破したのかなって」

「なんで、そんな必要があるんですか？」

　ますます意味がわからない、強行突破とはどういう意味だろう。

「ああ、いいのいいの。気にしないで。ほら、早く行こう」

　ごまかしたような真鍋さんに急かされて、わたしは仕事をはじめたのだった。




　その日は診察を終えた後、君島先生の歓迎会をしようという話になっていた。それぞれ着替えを済ませて待合室で集合する。

「どんなお店なのか楽しみです！　予約までありがとうございます」

「飲みに行きたいだけだから、気にしないで」

　真鍋さんの答えに、わたしは思わず笑ってしまう。

「あはは。でもお子さんいらっしゃったら、なかなか飲みに行くのも難しいですよね？　今日はお子さんたちはどうしてるんですか？」

「あぁ。今日はね、旦那が実家に連れていってる。そういうところは理解があるから」

「そうなんですね。ママもたまには、息抜きが必要ですよね」

　真鍋さんは仕事と家事とをうまく両立していると思う。本人は「手抜きだらけ」と言うけれど、話を聞いていると本当に大変そうだ。

「じゃあ、行こうか」

「あの、中村先生は？」

　キョロキョロと見回してみるが、そこに和也くんの姿はない。

「ああ、中村先生はこういうの行かない人だから。ほら、早くしないと予約の時間に遅れちゃうわよ」

　真鍋さんに急かされるようにして、わたしたちはクリニックを出て、予約しているイタリアンレストランへと移動する。

　三人で仕事の話をしながら歩いていく。すると途中で真鍋さんのスマートフォンが鳴った。その瞬間彼女の顔が曇る。

「嫌な予感がする」

　そう言いながら電話に出た真鍋さんは、電話を終えたとたん、がくっと肩を落とした。

「下の子が熱出したみたい」

「えっ？　大変じゃないですか!?」

　驚いたわたしに真鍋さんは苦笑いを浮かべた。

「そうね。心配だし、今日は悪いけど帰るね」

「病気じゃ仕方ないですよ。また次回行きましょう。ね、君島先生」

　わたしの呼びかけに君島先生も「そうだね」とうなずいた。

「そんな、とんでもない」

　しかしそこで真鍋さんが声を上げた。

「せっかく予約したんだから、ふたりで行ってきて。次はいつ行けるかわからないんだから。急にキャンセルしたらお店にだって迷惑がかかっちゃう」

　たしかに真鍋さんの言うことも一理ある。どうするべきかと君島先生を見る。

「まあ、そう言ってくれてることだし、行こう。真鍋さんも自分のせいでキャンセルになったって負担に思わずに済むだろうし」

「そうよ、行って感想聞かせて」

　ふたりにそう言われて、わたしは結局君島先生とふたりで歓迎会を行うことにした。

　到着したレストランは隠れ家という表現がぴったりの、イタリアンレストランだ。

　ペンダントライトが印象的なカウンターの席に、ソファ席、大人数が座れる大きなテーブル席が奥にあった。

　昼間はオープンテラスになるようで、爽やかな風に吹かれながらランチを食べたら気持ちいいだろう。

　三人で予約していたが、ひとりキャンセルになったことをお店のスタッフに告げた。するとそのままソファのある席を使って構わないということだったので、すでにワイングラスや、カトラリーがセッティングされている席に着いた。

　予約時に料理は注文していなかったようで、君島先生とメニューを見て決める。

「どれも美味しそう～」

　うきうきとメニューを見る。あれもこれも美味しそうでついつい目移りしてしまう。

「ゆっくり見て決めて。俺は好き嫌いないから」

「そうなんですね！」

「この間の合コンのときもそういう話したんだけど、覚えてない？」

　必死に当時のことを思い出す。

「そういえばそんな気が……」

　はっきりしないわたしを見て、君島先生は苦笑をもらした。

「ほんとに中村先生以外の男の人には興味ないんだね。合コンのとき、自己紹介したのに俺の名前もまったく覚えてなかったし」

「す、すみません。実はああいう場って慣れてなくて」

　ずっと和也くんに思いを寄せてきたので、そもそも飲み会も職場のくらいしか出たことがない。合コンなんてこの間のがはじめてだ。

「だろうね。他の子が言うなら〝猫かぶって〟って思っちゃうけど、中村先生に夢中な瑠璃ちゃんが言うなら信用するよ」

「そうなんですよ……って、猫かぶるってどういう意味ですか？」

　あまりいい意味には使われない言葉だ。

「どういう意味って、そのままだよ。世の中には色々な女子がいるからね」

「まあ、たしかにそうですけど」

　君島先生はにっこりと笑うと、この話は終わりとでも言うように店員さんを呼んでいる。

　時々意地悪の片鱗が見えるの、気のせいかなぁ？

　君島先生に多少の違和感を覚えながらも、わたしはやってきた店員さんに注文をした。

「では、君島先生あらためまして、よろしくお願いします」

　グラスを掲げて乾杯をして、食事をはじめた。

　お酒があまり強くないわたしが頼んだのは、カンパリオレンジ。せっかくイタリア料理を食べるので、ミラノ生まれのカンパリを使ったお酒を注文した。ほろ苦いカンパリの味わいとオレンジの酸味が美味しい。

　いっぽう君島先生は白ワインを飲んでいる。

「こちらこそ、よろしく。俺の歓迎会って言ってるけど、瑠璃ちゃんだってまだまだ勤めて日が浅いよね？」

　たしかに君島先生の言う通りだ。

「そうなんですけど、わたしの場合和也くんとはもともと知り合いですし、新入りって感じじゃないですよ」

　産休に入る那夕子さんから、すぐに引き継ぎを受けた。和也くんと働くのがうれしくて、毎日あっという間に時間が過ぎていった。

「いつも元気がよくて、よく気がつくから本当に助かっているよ」

「そんな……まだまだ頑張らないと」

　君島先生は褒めてくれたが、和也くんはそんなそぶりさえ見せてくれない。いつか認めてもらうまで諦めない。

「もしかして中村先生のため？」

　ズバリ言い当てられて驚いたが、素直に答える。

「はい。役に立ちたいんです」

　うなずいたわたしを見て、君島先生は「はぁ」とため息をついた。

「中村先生が羨ましい。俺のこともそれくらい思ってくれるとうれしいんだけどな」

「え？」

　驚いて視線を彼に向けると、まっすぐにこちらを見ていた。

「ねえ、瑠璃ちゃん」

　真剣な表情のまま君島先生はわたしを見ている。

「中村先生なんかやめてさ、俺とつき合わない？」

「……え？　ど、どうしてですか？」

　いきなりのことで驚いて、ちゃんとした反応ができない。

「どうしてって……、好きだから？」

　それはそうだろう、嫌いな人には〝つき合おう〟なんて言わない。

「いえあの、君島先生がわたしを好きってことで合ってますか？」

「ははは、やっぱり瑠璃ちゃんはおもしろいなぁ。好きだわ」

　君島先生はおかしそうに声を出して笑っている。

　理解が追いつかないわたしは、どう返事をしたらいいのかさえわからない。

「いえ、あの……だから、えーっと」

　あたふたして、君島先生をまともに見ることができない。視線を泳がせ、挙動不審なわたしを見て、君島先生はますます笑った。

「ごめん、別に答えがほしいわけじゃない。俺は自分の気持ちに嘘がつけないから黙っていられなかったんだ」

「いや、あの……その」

　人生で告白されたのなんて、はじめてのこと。少々変な行動をとっても許してほしい。

　けれどどうしたらいいのかわからないわたしは、ごまかすように手元にあったカンパリオレンジをぐっと呷あおるようにして飲んだ。

――そのとき。

「おい、あんまり調子に乗るな」

「ん？」

　大きな手が伸びてきて、わたしのグラスを奪う。びっくりして振り向くとそこには、和也くんが立っていた。

「え、か、和也くん!?　いったいどうしたの？」

「別に、たまにはこういうのにも顔出そうかなって思っただけ」

　そう言い終わらないうちに、わたしの隣の空いている席に座る。

「いいの？　本当に？」

　まさか来てくれるとは思わなくて、うれしくて声がうわずった。

「別に、お前のためじゃないから、誤解するな。君島の歓迎会だろ？」

「え、はい。そうですね。そうでした」

　そうは言ってもやっぱり和也くんが来てくれてうれしい。

「お疲れさまです。これどうぞ」

　前に座る君島先生が、和也くんにメニューを渡した。するとさっと見て、すぐにワインを注文していた。

「あーあ、せっかく瑠璃ちゃんとふたりで食事できると思ったのにな。残念」

「悪かったな」

　君島先生の言葉に、和也くんは彼を軽く睨み、ぶっきらぼうに答えた。

「やだな、君島先生。みんなで食事したほうが絶対楽しいですよね。せっかく和也……じゃかった、中村先生が来てくださったんだから、みんなで楽しみましょ？」

「まあ、瑠璃ちゃんがうれしそうだから、いいか」

　うんうんとうなずくと、君島先生が笑顔になった。

　そうこうしているうちに、和也くんのワインを店員さんが持ってきてくれた。

「では。あらためまして、君島先生、ようこそ。そしてよろしくお願いします。乾杯」

　わたしの言葉にみんながグラスを掲げた。

　目の前にはおいしそうな料理が並んでいる。

　目にも楽しい前菜の盛り合わせの後には、野菜のバーニャカウダに黒トリュフを使ったカルボナーラに、丁寧に焼いた和牛のグリル、次々と美味しそうな料理が運ばれてくる。

　さすが真鍋さんのおすすめの店。次は絶対に一緒に来たいな。

「ほら、これも食べろ」

「うん、ありがとう」

　隣に座る和也くんがわたしの取り皿に、お肉をのせる。

「こっちも、食べてみたら？　絶対好きな味だと思う」

　次は君島先生が、新しい取り皿にパスタを取ってのせてくれた。

「いや、こいつはこっちのほうが好きだろ」

　するとそれに対抗するかのように、和也くんがリゾットを盛りつけたお皿を差し出す。

「あの、えっと、ちょっと待って！」

　気がつけばわたしの前には、食べきれないほどの料理が並んでいた。

「わたし、そんなに食いしん坊じゃないですから。おふたりとも、わたしのことは気にせずにたくさん食べてください」

　呆れたわたしに、君島先生が自身の取り皿を突き出した。

「じゃあ、瑠璃ちゃんが取ってくれる？　他の女の子にはお願いしないけど、今日は俺が主役だから」

「いいですよ？　嫌いなものないって言ってましたよね？」

「うん。たとえ嫌いなものがあったとしても、瑠璃ちゃんが食べてって言うならなんでも食べるよ？」

　にっこりとほほ笑む君島先生。あれこれ盛りつけたお皿を手渡すときに、おふざけを注意する。

「もう、ふざけて――」

「俺のも」

「え？」

　わたしの言葉を遮るようにして、和也くんがぐいっと取り皿を突き出した。

「俺のも取って」

「もちろん、いいけど……」

　仕事ならまだしも、和也くんがわたしになにかを頼むなんて珍しいことだ。

　まあ、色々やってあげたいわたしはうれしいけど。

　嬉々としてお世話をはじめたわたしに、君島先生は不満をぶつける。

「俺の歓迎会なのに、中村先生ずるい」

「別に、いいだろ」

　まるで相手にしない態度に、君島先生はますます不機嫌になる。

「そういうのって、職権乱用じゃないんですか？　パワハラ？」

　ヒートアップしそうになって、慌てて止める。

「もう、今日はふたりともどうしたんですか？　あ、もしかしてお酒が足りない？　飲みましょう、ね？　ね？」

　なんとか悪い雰囲気を払拭しようと、わたしは自ら率先してお酒を飲んだ。

「おい、無理するなって」

「大丈夫ですって、今日は飲みたい気分なんですっ」

　そう、和也くんの忠告を無視して飲んだわたしは、一時間後……。

　寝ちゃだめ、こんなところで……。

　そう思うけれど、瞼がどんどん重くなっていく。

「おい、寝るなよ」

　和也くんに言われて、何度かパチッと目を醒ます。

「だいじょう、ぶ、だよ？」

　そう返事するけれど、強烈な眠気に耐えきれない。

「あらら、飲みすぎちゃったかぁ」

　君島先生の声がものすごく遠くから聞こえる気がした。

「まったく、仕方がないやつだな」

　和也くんの呆れ声を聞いた後、わたしの意識が遠のいていった。




＊　＊　＊




　きっかけは、仕事を終えてマンションの駐車場に車を止めた瞬間に受信したメッセージだ。相手は真鍋さん。仕事のことでなにかあったのかと見てみる。

【子供が熱を出したので、わたしは飲み会に行けなくなりました】

　ん？　どうして俺にわざわざ送ってくる？　明日仕事を休むということだろうか？

　そう思ったがその後に続くメッセージで彼女の意図がつかめた。

【ゆえに、瑠璃ちゃんと君島先生がふたりっきりで、雰囲気のよい店でお食事することになります】

　だからどうしたんだ？　そう思い車を降りてマンションのエレベーターに向かう。しかし歩いている最中もあのメッセージがどうしても頭から消えない。

「くそっ」

　結局俺は、悪態をつきながらも、真鍋さんがご丁寧にも送ってくれた店の情報を飛び乗ったタクシーの運転手に伝えていた。

　思い返すと、あのときの自分はどうかしてたんだと思う。

　いや、最近どうも感情で動くことが多い。その原因は紛れもなく瑠璃なのだけれど。

　到着すると、瑠璃がすこぶるいい笑顔を見せた。それを見て来てよかったと思う自分にも少々呆れる。

　けれど、予想していた通り、いやそれ以上に君島の態度が気に入らない。

　君島は少なからず瑠璃に好意を寄せている。最初はからかっているだけかと思ったが、どうやら少し様子が違うようだ。

　ことあるごとに俺を煽るような行動をとる。いちいち反応してしまう自分もどうかと思うが、気に入らないものは気に入らない。

　瑠璃自身は君島の気持ちに気がついていないのだろうか。いや、もしかしたら君島が伝えたかもしれない。

　今日のあの態度を見れば、隠すつもりはさらさらなさそうだ。それどころか、瑠璃が眠りこけた後、俺に笑って宣戦布告してくるあたり、たちが悪い。

　完全に飲みすぎた瑠璃が、すっかり寝息を立てはじめた。

「俺が送っていきます」

　そういって君島が伸ばした手を、俺が払った。するとおもしろいものでも見るように俺を見る。

「大丈夫ですよ？　彼女を傷つけるようなことはしませんから」

「わかってる。だけど、こいつは俺が送っていく」

　君島を信用してないわけじゃない。そうでなければ、一緒に働くことなんてなかっただろう。医師としても人間としても信頼の置けるやつだ。けれど、瑠璃のことは別の話だ。

「いきなり、彼氏面ですか？　ずっと瑠璃ちゃんの気持ち無視してたくせに」

「そういうことじゃない。職場の飲み会だから、なにかあれば俺が責任を取ることになる。だからこいつは俺が送っていく」

　もっともらしい理由をつけたが、正直君島とふたりっきりにさせたくないというのが本音だ。

　だが君島の言うことも、もっともだと思う。これまで散々瑠璃を振り回してきた自覚はある。

　諦めの悪い彼女をストーカー呼ばわりしたが、そうなったのははっきりと拒絶できない俺自身のせいだ。

「こいつとのことに関しては、お前には関係のないことだ」

　俺の言葉に君島は目を細めて、その後小さく笑った。

「まあ今日はそういうことにしておきます。でも、俺瑠璃ちゃんのこと好きなんで、本気でいきますね？　構わないですよね？」

「勝手にすればいい」

　瑠璃を立ち上がらせ、なんとか歩かせる。

「中村先生からのＯＫもらったんで、これで正々堂々彼女をくどけます」

　挑発にのるのは利口じゃない。わかっているけれど我慢できずに君島を睨んだ。




「あー重い」

　背中でのんきに眠る瑠璃は、さっきから一向に起きる気配がない。

　レストランで眠ってしまった瑠璃をタクシーに乗せたまではいいが、近くまで来たものの家がわからずおぶって歩く羽目になった。

「こんなことなら、前回家の真ん前まで送るんだった」

　遠慮した瑠璃がコンビニで降ろせというのでそうしたが……今更後悔しても遅い。

　本人曰く駅からはそう遠くないと言っていた。履歴書にあった住所を思い出しながら、夜の住宅街を瑠璃を背負ったまま歩く。

「なんでこんな目に遭うんだ……うおっ」

　文句を言ったのを聞いていたのか、瑠璃が俺に回している腕に力を込めた。

「おいおい、暴れるなよ。落とすからな」

　もちろんそんなつもりはさらさらないけれど。

「えへへ、和也くん……」

「なんだ？　起きてるのか？」

　返事がないまま、また寝息を立てはじめた。

「はあ……こんなだから放っておけないんだよ」

　はじめて出会った日の瑠璃は体全体で悲しみを表現していた。今にもいなくなってしまいそうな彼女に思わず声をかけた。

　けれど彼女は強くしなやかだった。自分の力で立ち上がって新しい人生をしっかりと歩いている。それを彼女は〝俺のおかげ〟と言うけれど、それは違う。すべて彼女の努力あってのことだ。

　俺はたまたまそのタイミングで彼女と出会っただけ。それ以上でもそれ以下でもない。それよりも彼女の天真爛漫さに何度笑顔にさせてもらったことか。

『いきなり、彼氏面ですか？　ずっと瑠璃ちゃんの気持ち無視してたくせに』

　君島の言葉が思い出された。あいつの言う通りだ。

　瑠璃のことを受け入れることも、突き放すこともできない自分が悪い。

　大きなため息をついたとき【山科】という表札を見つけた。

「えーやだ、お姉ちゃん！　どうしちゃったの？」

　インターフォンを押して、名前を告げると勢いよく玄関の扉が開いた。中から現れたのは、瑠璃の話によく出てくる妹だろう。

「少し飲みすぎたみたいです。眠ってしまったので、こちらまでお送りしました」

　俺が声をかけるとはじめて、妹の視線がこちらに向いた。

「え、あ、中村さんですよねっ？　姉がいつもお世話になってます！」

「いえ、こちらこそ」

　こちらを観察するような視線。おそらく瑠璃が妹にもあれこれと話をしているに違いない。

「お母さーん。ちょっと来てー！」

　玄関で母親を呼ぶと「なに？　誰か来たのー？」といいながら、母親らしき人が現れた。

「お母さん、こちら中村さん。ほら、お姉ちゃんのっ！」

「ああ、あの！」

　勤め先の上司だという表現をしないあたり、瑠璃が俺のことをどういうふうに家で話をしているのかがわかる。

　母親も好奇心いっぱいの視線を俺に向けてきた。

　まいったな……。これで親父さんまで出てきたら……。

「おい、なにをみんな騒いでいるんだ？」

　……出てきた。

「あの、クリニックで瑠璃さんと一緒に働いている中村です。彼女にはいつもお世話になってます」

　瑠璃を背負っているので、頭をほんの少し下げるだけにとどまった。

「あ、あああああ！　君が、いや悪いね。娘が世話になって」

「いえ、そんなことは」

　ないことはない。現状まだ瑠璃をおぶったままだ。

「母さん、ぼーっとしてないで、早く先生にお茶を――」

「ああ、そうだったわね。狭いですけど、どうぞ」

　中に招き入れようとする家族に慌てた。

「いえ、私はここで。今日はお嬢さんをお送りしただけですから」

「そんな、でもせっかくですから」

　まだ引き留めようとするご両親。助け船を出してくれたのは妹だ。

「もう遅いし、悪いわよ。それより早くお姉ちゃん下ろしてあげなきゃ、いつまで中村さんにおんぶさせておくつもり？」

「ああ！　たしかにそうだ。申し訳ありません」

　父親が慌てた様子でやってきた。俺は背中を玄関に向けて、彼女を上がり框かまちに座らせた。

　すると瑠璃はそのままそこに横になろうとする。それを慌てて両親が支えた。

「もう、本当にこの子ったら、すみませんでした。ご面倒をおかけして」

　母親が深く頭を下げた。

「いえ、こちらこそもう少し早くに止めておくべきでした。申し訳ありません。脈などを確認しましたが酔って眠っているだけのようです。しばらく様子を見てあげてください。では私はこれで失礼します」

　そう伝え頭を下げ、家族に見送られながら玄関を出た。

　結構な時間背負っていたので、あちこちが痛い。首をポキポキと鳴らし歩いていると「中村さん」と呼び止められた。

　足を止めて振り向くと、そこには瑠璃の妹が立っていた。

「なにかありましたか？」

　瑠璃の容態が悪くなったのかと思い尋ねる。

「いえ、姉のことじゃないんです。って違うか、姉のことなんですけど」

　その様子から体調のことではないと推測し、少しほっとした。

「遅い時間なのに、呼び止めてしまってすみません。以前から一度お話がしたいと思っていたんです。わたしは山科瑠衣といいます」

　瑠璃に比べて物事をはっきり言うタイプのようだ。俺は「どうぞ」とだけ答えて、彼女に話の先を促した。

「単刀直入にお聞きしますけど、姉のことどう思ってるんですか？」

　まっすぐにこちらを見据える目に、真剣さが感じられる。きっと姉を思ってのことだろう。

「それは瑠璃さんに言うことで、たとえ君が彼女の妹でも答えるつもりはない」

「でも……だったら！」

　俺の答えがよっぽど不満だったのだろう。瑠衣さんは俺の言葉を遮った。

「だったら、きちんと意思表示してあげてください。ダメならダメ、きちんと向き合うなら向き合うって。姉ってバカがつくくらい一途だから本当にはっきり言わないとわからないんです。でももうそろそろ不毛な片思いに終止符を打つべきだし、本人だって今回が最後だって覚悟して――」

「最後……覚悟？　どういう意味なんだ」

　今度は俺が瑠衣さんの言葉に引っかかった。

「それは……わたしが勝手に言うことはできないです。姉に直接聞いてください」

　問い詰めると彼女はトーンダウンした。

「瑠衣さんの仰りたいことはわかりました。しかしこれは私と瑠璃さんの問題です。ご心配おかけしたことは申し訳ありません。なにかあればこちらに連絡を」

　俺が名刺を差し出すと、瑠衣さんはそれを受け取った。

「あんな姉ですけど、わたしにとっては大事な姉なんです。だから傷つけないでください」

　最後にそう言い残すと、踵を返し自宅のほうへと駆けていった。

　きっと最後に口にした台詞が、彼女が一番俺に伝えたかったことだろう。

「大事な……姉か……」

　家族の仲の良さを見せつけられた気がした。今日の瑠璃の家族の様子を見て、ああいう家庭で育ったから、あんなふうに天真爛漫な彼女に育ったに違いないと思った。

　自分の育った家庭とはまったく違う。仲が悪いわけではないが、お互い微妙な距離がある。

　そんなことを考えていた矢先、俺の人生がその家族のことで大きく動き出した。










症例４




　いつも通りの月曜の朝。

　みんなよりも一足早く出勤した。そして掃除をしながらちらちらと入口を見ては、和也くんの到着を今か今かと待っている。

　ああ、なんて謝ればいいんだろう……。

　日曜日に目覚めたとき、わたしはリビングのソファで寝ていた。体を起こすと毛布がかけられていて、どうしてこんなところで寝ていたのかと記憶をたどり青ざめた。

　慌てて床に置きっぱなしにしていたバッグからスマートフォンを取り出して、和也くんにメッセージを送る。なかなか既読にならずにやきもきしていたが、結局夕方に「大丈夫か？」という短いメッセージだけが返ってきた。

　怒っていなさそうで、少しホッとする。

　張り切って早く出勤してしまったので時間が余った。わたしは受付カウンターで本を開いた。以前和也くんが印をつけてくれたところを中心に読み込んでいく。

　そのとき入口から誰かの気配がした。和也くんかもしれないと思って、顔を上げると君島先生がいた。

「おはようございます！」

「あっ、瑠璃ちゃんおはよう。土曜は大丈夫だった？」

「はい。ご迷惑をおかけしました。それより今日は随分早いですね」

　いつもよりも三〇分近く、早い出勤だ。

「ああ、診察前に色々と準備をしておいたほうがいいと思って」

　いつもならカウンターに寄って、わたしと話をする君島先生はまっすぐに第一診察室に入り椅子に座って、パソコンを立ち上げる。

「君島先生？　そこは中村先生の――」

「ああそうだね、でも今日は俺がここを使うことになってる」

「え、どういうことですか？」

　ちょうどそのとき真鍋さんも出勤してきた。

「真鍋さん、荷物を置いたらこっちに来てください」

　君島先生が診察室から声をかけた。呼ばれた真鍋さんはすぐにやってくる。

「あ、真鍋さんおはようございます。お子さんのお熱はよくなりましたか？」

「あ、うん。大丈夫よ。みんな今日は朝早いのね」

　すでに診察ができる準備が整っている院内を見て、真鍋さんが不思議そうな顔をした。

　わたしと真鍋さんが戸惑っている様子を見て、君島先生が答えてくれる。

「ちょっと、トラブルがあったんだ」

　君島先生の台詞に、わたしと真鍋さんが顔を見合わせる。

「今日中村先生は事情があって来られません。おそらく一日大変だと思うけれど、どうかサポートをよろしくお願いします」

　君島先生が頭を下げる。

「あの、中村先生が来ないってどういうことですか？　ご病気かなにかですか？」

　唯一事情を知らされているであろう君島先生に詳しく話を聞こうとする。

「いや、俺も詳しい話はまったく聞いてないんだ。だからごめんね」

「そう……なんですね」

　君島先生も急なことで準備に忙しいだろう。わたしはそれ以上追及することをやめて、仕事にとりかかった。

　その日は大変だったけれど、患者さんも顔見知りの方が多かったせいか、みなさんご理解いただいてなんとか大きなトラブルもなく診療を終えた。君島先生の力量もある。さすが和也くんが見込んだ医師だ。

　最後の患者さんを送り出して片付けをし終わった頃、中村先生がクリニックにやってきた。

「みんな、今日はすまなかったな」

「中村先生！」

　皆が受付前に集まる。

　わたしは二日ぶりに見る和也くんの顔を見つめた。心なしか疲れているように見える。

「仕事終わりで疲れているところ、申し訳ない。少し時間をくれないか？」

　三人ともが一様にうなずいた。なにか大切な話があるということだけは、この場にいる全員がわかっている。

「真鍋さん、お子さんのお迎えの時間大丈夫？」

「はい。今日は主人が行ってくれることになっているので。一応連絡は入れておきます」

　真鍋さんがスマートフォンを手に取って、ご主人に連絡を入れている間にも時間を惜しんだ和也くんが話しはじめた。

「今日は急な話で、申し訳なかった」

　もう一度頭を下げた和也くんの言葉をみんなが待つ。彼はひとりひとりの顔を順番に見た後一度目を伏せ、意を決したように口を開いた。

「この病院は、君島に任せようと思う」

「……えっ？」

　いったいどういうことだろう。そんな急に言われても理解が追いつかない。

　和也くんはもうここでは働かないということなの？

　三人ともなにも話さない。重い雰囲気の中、和也くんが事情を話しはじめた。

「もともと君島にはここを引き継いでもらうつもりでいたんだ。少し時期が早くなったが。まだ十分に患者さんのことも話できないままで本当に申し訳なかった」

　ここはもともとは和也くんの叔父さんが経営するクリニックだった。けれど二年前亡くなったときに彼が引き継いだのだ。

「それで中村先生はこれからどうするの？」

　我慢できずに一番知りたいことを聞いた。

「ここを引き継ぐ時期が早まったのは、うちの実家の病院を継がなくてはいけなくなったからだ」

「え、だってご実家はお姉さん夫婦が継いでるんじゃなかったんですか？」

　真鍋さんが聞くと、和也くんは顔を曇らせた。

「これは身内の恥になるんだが、義兄が病院の金を持って女性と駆け落ちした」

「えっ……駆け落ち……って」

　まさかそんなことがあるのだろうか。ドラマのような展開に一同驚いて言葉が続かない。

「今まで俺は実家のことは姉に任せて好き勝手やってきたから、そろそろ親に恩返しするときが来たかなって」

　こういった不祥事は光の早さで噂が広まる。そうなれば病院の看板を背負うような医師が簡単にやって来てくれるはずもない。そもそも両親としては自身も親から引き継いだ病院を他人に任せるのはやはり嫌だということだ。

「こんなことにみんなを巻き込んで申し訳ない。困ったことがあればこれまで通り連絡してくれればいいから」

「……わかりました」

　重苦しい雰囲気の中、真鍋さんと君島先生は納得したようだ。それぞれ帰り支度をしていたので、そのまま帰って行った。

「瑠璃、帰るなら送って――」

「和也くんは、それでいいの？　このクリニック好きだったよね？」

　一緒に働いた時間は短かったけれど、誰よりも患者さんに真剣に向き合っていた。すべての患者さんの話に耳を傾けて、少しでも早く快方に向かうようにと治療していた。

　そんな背中を見ていたから、わたしは和也くんが納得しているとは思えなかったのだ。

「なんだよ。この間俺に、実家の病院に戻らないのかって聞いたのおまえだろ？」

「でも、あのときは否定したのに」

「状況が変わったんだよ」

　そう言って和也くんは自動販売機に硬貨を入れて、わたしにはミルクティーを自分にはコーヒーを買った。

　待合室の長椅子にふたり並んで座った。そしてもらったミルクティーを一口飲むと和也くんの言葉を待った。

「俺が実家の病院を継がなかったのは、姉のためだ。姉は俺から見るとすごい努力家で、なんでも真面目にやるタイプだ。だから医者の娘に生まれて、医者になるべきだとずっと思い込んでいた。本人も努力したけれど、でもどうしても医学部に合格できなかったんだ。浪人したけれど、俺が先に合格したその年に、医師になることを諦めた」

「それは……」

　和也くんはなにも悪くない。けれどものすごく気まずい思いをしただろう。

「俺は……正直親が言うから医学部に進んだ。本当にそれだけだった。だからあんなに努力した姉が報われなかったことにむなしさを感じたし、こんな俺が医師になっていいのかって悩んだんだ。それがお前とはじめて会ったあの頃だな」

「そうだったんだ……」

　あのときわたしも自分のことで精一杯だった。だから和也くんが悩んでいたなんてことまったく気がつかなかった。

「瑠璃は強いよな。大事なものを失った後も新しい目標を作って努力して叶えて。たとえ動機がなんであれ、そうやって前向きなお前を見て、自分も医師という仕事に真剣に向き合うことにしたんだ」

「そんな……」

　まさか自分の行動を、和也くんがそんなふうに捉えていたなんて思わなかった。

「同時に俺は姉に言ったんだ。病院の経営は医師でなくてもできる。だから病院は姉ちゃんが継げばいいって。親父たちにもそう伝えて、俺はいっさい実家の病院にはかかわらなかった」

　だから和也くんはこの叔父さんのクリニックを引き継ぐことにしたのだろう。

「そうだったんだね……」

「まあ、結局このクリニックも中途半端なままで投げ出すことになったなぁ。急なことだし患者さんにも悪いことしたな」

　クリニックをぐるっと見回している後悔が滲むその様子を見て、和也くんにとっても今回のことは本当に不本意なことなのだというのが伝わってくる。

　いろんな彼を知っているけれど、こんなふうに落ち込んだ姿を見たのははじめてだった。

　わたしはなんとか彼を励まそうとする。けれどありきたりな言葉しか出ない。

「でも、でも、君島先生も真鍋さんもわたしもいますし！　大丈夫ですから!!」

　正直まだここに来て日の浅いわたしなんかが役に立つのかわからない。決して自信があるわけじゃない。

　けれど強がりでもなんでも、今は和也くんを励ましてあげたかった。

　必死になるわたしを見て、和也くんの口元がほころぶ。

「お前のことだから『一緒に行くー!!』って泣きわめくかと思ったのに」

　本当の本当はそうしたい。せっかく一緒に働けるようになって、今までの人生の中で一番彼の近くにいられるようになったのにまた離れてしまう。同じ都内だが、今より会えなくなるのは間違いない。

　思わず目が潤む。けれどなんとか我慢した。

「わたしだって、泣きわめきたいです……けどっ、でも、和也くんが今わたしにしてほしいことって、このクリニックで頑張ることだと思うから……だから」

　我慢していた涙がこぼれた。

「ごめんな……ありがとう」

　和也くんの手が伸びてきて、わたしの頭を優しく撫でた。

　まるで子供にするみたいな手つきだったけれど、それでも彼の気持ちが伝わってきて余計に泣けてきた。

　ポロポロと流れる涙が止まるまで、和也くんはずっと撫で続けてくれた。

　ひとしきり泣いて、わたしの鼻の頭が赤くなった頃。

　和也くんが立ち上がった。

「さみしいのは俺だけだと思ってたけど、お前もだったんだな」

「さ、さみしい!?」

　ガタンと椅子が音を立てるほど勢いよく立ち上がる。

　まさか和也くんがそんなことを言うとは到底思えなくて、わたしは慌てて聞き返した。

「ああ、さみしいよ。毎日お前に会えなくなるのは」

「ああ……ああああ」

　口から変な声が漏れる。動揺して言葉が出てこないのだ。

　深呼吸して落ち着いた頃には、和也くんは出口に向かっていた。

「ほら、帰るぞ。送っていく」

「え、いやその前に、さっきの『さみしい』について、もう少し詳しくお話を聞かせていただけないでしょうか？」

　必死になって追いかけるわたしに、振り向いた和也くんは言った。

「言葉の通りだよ。そのまんま、お前がいないとさみしいってこと」

「え、わ、あ……」

　喜びで膝から崩れ落ちそうになるのをなんとか耐えて、わたしは外に出てしまった和也くんを必死になって追いかけたのだった。

　このときのわたしは、幸せだった。

　自分の場所で、自分のやるべきことをして彼を支えられる。そのことが彼のいない日々でもわたしの支えになると思っていた。




　和也くんがクリニックを去ってから一カ月。彼がいないのが、日常になった。

　クリニックの中では〝先生〟といえば君島先生のことになった。最初は残念がっていた患者さんたちも君島先生の親しみやすい雰囲気と細やかな気遣いに、安心して通院してくれている。

　ただ時々、ふとした瞬間に彼の残像が見える気がしてさみしくなっているのはわたしだけなのかもしれない。

「ほら～、ぼーっとしないで、手伝って」

「あっ、ごめんなさい」

　患者さんがいる診察中はそうでもないのだが、診察が終わったとたん気が抜けてしまう。

　ダメだなぁ……はぁ。

　まだ仕事中だというのに、思わずため息をついてしまった。

「中村先生から、まだ連絡ないの？」

「いえ、時々は返事があるんですよ。時々は」

　わたしが十メッセージを送って一返事があるくらいだ。電話もかけてみるけれど必ずしも折り返しがあるわけない。

　今までだって、そうそう連絡があったわけじゃない。けれど一度距離が近づいてしまったせいか、さみしさは今までの比にならない。

　いい雰囲気だったと思ったんだけどなぁ……でも和也くんのほうが大変なんだから、仕方ないよね。

　落ち込んでいても仕方ない。

　わたしはここで頑張るって決めたんだから。




　そんな日々を過ごしていたある日の仕事終わり。クリニックを出ていつも和也くんが車を停めていた駐車場の前を通る。

　するとそこにはいるはずない和也くんが、車にもたれかかってスマートフォンをいじっている姿があった。

　まぼろし……でも見たのかな？

　そう思っても無理はないほど、彼の姿を見ていない。最後にクリニックで会ってから一カ月会っていないのだ。

　立ち止まったままじっと見ていると、彼が気がついた。

「間抜けな顔してなにやってるんだ」

「はっ……」

　早く行かないとすぐに車に乗ってどこかに行ってしまうかもしれない。そう思ったわたしが走り出すと「逃げないからゆっくり来い」と言われてしまう。

　そう言われたところで、止まれない。

　懸命に走って彼の前に到着すると、和也くんは顔を曇らせた。

「あんなに思い切り走って足大丈夫なのか？」

　どうやら昔の怪我のことを気にしているみたいだ。

「あのくらいなら、平気だよ。わたしの全力疾走はあんなものじゃないし」

「そうだったな」

　にっこりと笑う和也くんを見て、思わず泣きそうになってしまった。

「元気だった？」

「ああ、忙しいけどな。このくらいは平気だからそんな顔するな。かわいくない」

「ひ、ひどい！　もう」

　せっかくの再会なのに。でも、意地悪でもなんでも会えたのがうれしい。

　思わず笑ったわたしの顔を見て、彼も笑う。

「どうかしたの？　クリニックに用事なら……」

「いや、お前に会いに来た」

「え？　嘘！」

　声をあげた瞬間、和也くんがわたしの手を引いたかと思うと助手席に押し込んだ。

「時間がないから送っていくだけだ。それでもいいか？」

「もちろんっ！」

　わたしが思い切りうなずくと、和也くんは呆れたような笑顔を見せた。

　ほんの少しの時間だったけれど、和也くんがわたしに会いにきてくれたこと。その事実だけで、あと何年でも彼を好きでいられると思えた。




　この頃のわたしの生きる糧といえば、時々来る和也くんからの一言二言だけの返信と、おもしろくなってきたクリニックの仕事だ。

　以前いた大学病院とは違う環境。だが地域の人達との繋がりが深いクリニックでのやりがいを見い出しはじめていた。

　まあ、瑠衣には恋愛がうまくいってない言い訳に「仕事が楽しい」と思い込んでいると言われたけれど、断じてそんなことはない。

　そんなことはないけれど、やっぱりさみしいのには変わりない。それでも以前と比べたら、こうやってメッセージのやりとりをしているだけでも進展しているのだから、わがままを言うべきではない。

　たとえ不安になるようなことが立て続けにあったとしても……。

　ある日のお昼休憩。わたしはコンビニで買ったサンドイッチを頬張りながら、スマートフォンを見ていた。

「え、これって……中村先生じゃない？」

　同じように隣でお昼御飯を食べていた真鍋さんが、休憩室にあるテレビを指さす。そこはお昼の情報番組が映っていた。いつもお昼休憩中によく見ている番組だ。

　真鍋さんに言われて視線を移すと、そこにはスーツ姿の和也くんの姿が。

「えっ？　どうして？　え？」

　画面を通して見る和也くんは余計にカッコよく見える。どうやら彼の恩師がいつも出演しているテレビ番組らしいが、その恩師が体調を崩されたとのことで急遽代理で出演したと、隣に座るおそろしく美しいアナウンサーが説明している。

　ああ、きっとこのアナウンサーも和也くんのこと好きになっちゃうなぁ。

　女の勘というか、長年彼の周りにいる女性たちを見てきたわたしだからわかることだ。

　和也くんと並んでいる姿を見てもお似合いだな。あんな顔に生まれたかった……。

　ちょっと落ち込みながら画面に集中する。

　さすがの和也くんもテレビに出るのははじめてだろう。それにもかかわらず、まったく動じた様子もなく、ときに笑顔を見せるものだからきっとお茶の間のみなさんも彼のことが気になってしまうに違いない。

　ああ、カッコいいなぁ。

　特に、彼の専門分野について話すときはとてもわかりやすく、かといってむやみに視聴者を不安にさせるような言葉は使わない。

　カッコいいし素敵だなって思うけれど、なんだか彼が遠くに行ってしまったみたいでさみしくなった。

　わたしはテレビを見るのをやめて、もくもくとサンドイッチを食べた。

「見ないの？」

　真鍋さんが不思議に思ったのか聞いてきた。わたしは正直に自分の気持ちを話す。

「なんだか、わたしの知ってる和也くんじゃないみたいで」

「最近、会えてないの？」

「はい。まあ、もともと定期的に会うような関係じゃないですしね」

　自分で口にして、わたしたちってどういう関係なんだろうと考える。元部下ではあるけれど、それがなければ……やっぱり、ストーカーと被害者っていうのがしっくりきそうだな。

　最近は少しいい関係だったと思うけど……。

　そこまで考えて悲しくなった。

　彼と一緒に働いて以降、自分が欲張りになったと思う。

　その理由として、今回がわたしにとって最後のチャンスだからというのもある。自分で設定したのだ。この一年で彼を振り向かせることができなかったら、きっぱりと諦めると。

　最初はうまくいっていると思っていた。けれど最近その雲行きが怪しい。そもそもほとんど会っていない。連絡さえもできていない。

　そんな状況でどうやって彼を振り向かせることができるのだろうか。ただでさえ、相手にされてなかったのに、このままではとてもじゃないけど、うまくいきそうにない。

　悪い考えばっかり頭に浮かんできた。

　それをどうにか追いやって、午後の診察を終えた。

　仕事をしているときは集中しているせいか、仕事以外のことをなにも考えないですむ。

　しかしひとたび仕事が終わると、とたんに頭の中は和也くんのことでいっぱいになった。

「はぁ」

　ため息をついて、待合室の長椅子に腰かけてまわりを見渡す。ついこの間まで和也くんがいたはずのこの場所。彼がいないと思うだけでさみしくなる。

「瑠璃ちゃん、お疲れさま。あれ、どうかしたの？」

　後ろから声がかかって、ゆっくりと振り向く。君島先生だ。

「え、どうした？　体調でも悪いの」

「いえ、ちょっと疲れちゃったなって。あの、戸締まりはしておくので先に帰ってください」

「ん？　俺も疲れたから一緒に休憩するよ」

　君島先生はわたしの隣に座る前に自動販売機で飲み物を買ってくれた。

　けれど手渡されたものを見たときそれをじっと見つめて固まってしまう。

　それはいつか和也くんがわたしに買ってくれた、ミルクティーと同じだったからだ。

　あのときはここに和也くんがいたのに、今はもういない。

　そしてここから先、和也くんはわたしの手の届かないところに行ってしまうのだろうか。

「はぁ」とため息が思わず出て、慌てた。ひとりじゃなかったんだ。

「どうしたの？　そんなに大きなため息。疲れてるだけが理由じゃないでしょ？」

　するどい、君島先生。

「なにがあったのか、俺でよかったら聞くよ」

　君島先生は隣に座り、優しく声をかけてくれた。本来ならば関係のない君島先生に話をすることではない。

　けれど今のわたしは、誰かに話を聞いてもらい吐き出してしまわなければ心が壊れてしまいそうだった。

「なにかがあったわけじゃないんです。ただ和也くんがいないのがやっぱりこたえてるみたいで」

　君島先生はなにも言わずにうなずいてくれている。

「今日お昼のテレビ番組に和也くんが出演してて」

「ああ、患者さんから聞いた」

　君島先生も知っていたらしい。

「偶然それを見てしまって、そうしたらなんだか急にすごく彼が遠い世界の人に思えてしまったんです」

「そうか……」

「まあ、今までだって決して近くにいたわけじゃないんですけどね」

　和也くんの近くにいられたのは、ここ最近を除くと、大学生のときにしたボランティア活動で一緒だったときくらい。それもほとんどと言っていいほど彼と話をすることはできなかった。必死になってまとわりつくのを周りがいつも笑っていたのも覚えている。

　その後留学したときも、気まぐれに返事があるだけで向こうからメッセージがきたことなんて本当に数えるほどだ。

　わたしが追いかけて、彼がそれをかわすという日々をもう何年も繰り返してきている。

　それがここ最近彼と一緒に働いたことで、ますます恋心が募ってしまったようだ。そして彼の態度も今までとは違ったように思えて、そこに希望を見いだしてしまった。

　だからその反動で、こんなにさみしい気持ちになったに違いない。

「あ～あ、わたしがこんな気持ちでいるなんて、和也くんは全然わかってないんだろうな」

　悔しくて思わず本音を漏らしてしまう。

「うーん。たしかにそうかもしれないね」

　君島先生に同意されて、ますますへこみそうになる。

「ああ、もう。そんなにがっかりされたら妬けちゃうな。だけど瑠璃ちゃんが中村先生にその気持ちを伝えていないなら、向こうがわからないのも仕方ないかなって」

「でも、わたしは好きって伝えてるのに」

「そうだね、たしかにいつも全身で表現してる」

　君島先生はクスクスとおかしそうに笑った。

「でも今の気持ちは伝わってないんじゃないかな。それに中村先生の気持ちだってわからないんじゃないの？」

「和也くんの気持ち……いつもはぐらかされちゃうから」

　わたしがあまりに告白しすぎたのか、いつも適当に流されてしまう。だからここ最近は告白を控えて、ここぞという場面でもう一度しっかり気持ちを伝えるつもりだったのだ。そう……ラストチャンスとして。

「中村先生だって、もしかしたら君と同じ気持ちかもしれないよ。だってこんなにかわいい瑠璃ちゃんが日常からいなくなっちゃうんだから」

「同じ気持ち？　そんなことありえないですよ」

　さみしいとは言ってくれた。でもそれはわたしの気持ちと比べたらたいしたことはないはずだ。

　いつだってわたしの和也くんへの気持ちが大きくて、その百万分の一でも思ってくれていれば幸せだと思う。

「ありえないかなぁ。俺は案外ありえることだと思うんだけどなぁ」

　君島先生はそう言うけれど、そんなそぶり一度だってなかった。

「一度ちゃんと気持ちを聞いてみるといいよ。もし瑠璃ちゃんが悲しむことになったなら、ちゃんと俺が受け止めてあげるから」

　君島先生は自分の胸をトントンと叩きながら「任せなさい」と胸を張った。

　その姿がおかしくて、クスクスと笑う。

「よかった、笑った」

　君島先生の気遣いにほっとする。

「あーあ。和也くんも君島先生の半分いや、十分の一でも優しくしてくれたらなぁ」

「それでも、やっぱり中村先生がいいんでしょ？」

「うん」

　即答したわたしに、君島先生はうなだれた。

「ねえ、そこは少しでも悩むそぶり見せてくれてもいいんじゃない？　一応俺だって、君に告白してるんだから」

「あ、ごめんなさい」

　たしかにそんなこともあった。優しくないのはわたしだってそうだ。

「いや、そんな真剣にあやまらないで。答えがわかってて聞いたのは俺だし」

「でも……」

　せっかく励ましてくれていたのに、失礼だった。

「いいから、いいから。そんな顔しないで。そろそろ時間も遅いし帰ろうか」

　立ち上がった君島先生の後についていく。その背中を見てこの人を好きになれたら、きっと幸せなんだろうな……と思いながら家路についた。




　しかし悪いことは重なるものだ。

　疲れた体で帰宅して早々、わたしのもとに瑠衣が駆け寄ってくる。

「お姉ちゃん！」

「あ、瑠衣ただいま。今日は早いんだね」

「早番だったからね……って、違うの。落ち着いて聞いてね」

　落ち着いてないのは瑠衣のほうじゃないの。

　わたしはそんなことを思いながら、玄関で靴を脱ぐ。手を洗おうと洗面台に向かうわたしの後を瑠衣がついてきた。

　よほど大事な話があるんだろうか。

　洗面台で蛇口のレバーを引いて水を出す。ハンドソープで手を洗いはじめたときに、瑠衣が口を開いた。

「お姉ちゃん、中村さんお見合いするって知ってる？」

　お見合い……？　和也くんが？

　言葉の衝撃が強すぎて、わたしはその場で固まってしまう。

「四つ葉銀行の頭取の娘さんが相手だって……って、お姉ちゃん聞いてる、ねえ？」

　キュッとレバーがもとの位置に戻されて出ていた水が止まる。どうやら固まってしまって動かないわたしの代わりに瑠衣が水を止めてくれたようだ。

「え、うん。聞いてるよ」

　放心状態のままとりあえず手をタオルで拭いた。その間もわたしの頭の中はぐるぐると瑠衣の発した言葉が廻っている。

　ど、どういうこと？　お見合いって。

　どうやら勤めている百貨店の外商部から話が漏れてきたらしい。四つ葉銀行は瑠衣の勤める百貨店と取引があるらしく、そのため外商部がよく使われるらしい。

「お姉ちゃん、やっぱり知らなかったの？」

　もちろん知るはずない。もし知っていたら、こんなに動揺しない。

「……なんにも聞いてないよ」

　事実だからそう答えるしかない。初耳だからこそここまでショックを受けているのだ。

　動けなくなったわたしを見て、瑠衣は腰に手を当ててため息をついた。

「お姉ちゃん、いい機会だから言っておくけど……もう中村さんは諦めよう？」

　瑠衣の言葉にゆっくりと彼女の方へ顔を向ける。哀れむような視線が向けられていた。

「この間お姉ちゃんを送ってきたときに見たけど、ものすごくカッコよかった。それに近い将来ご実家の中村総合病院を継ぐんでしょう？　だったら、頭取のご令嬢とのお見合いの話が出ていても不思議じゃないと思う。もう手の届かない人になっちゃったんだよ」

　昼間自分が感じていた不安を、瑠衣に言われて思わず声を荒げた。

「そんなの、今までだってずっと手の届かない人だった。今更言われなくても――」

「お姉ちゃん！」

　興奮したわたしをなだめようと、瑠衣が声をあげる。わたしはハッと我に返る。

「お姉ちゃんだって、わかってるんでしょう？　そろそろ潮時だって」

〝潮時〟自分でも何度かそう思うことがあった。けれど今まではなんとか否定してきた。だが今はその否定すらする気力がない。

　今まで和也くんがずっとフリーだったわけじゃない。彼女がいた時期だってある。そのときもショックは受けつつ、それでも諦められなかった。

　だけど結婚となれば話が違う。どんな形であれ永遠を誓い合って結婚するのだ。そうなればわたしの出る幕など未来永劫やってこないのだ。

　和也くん、結婚しちゃうんだ。

　そう自覚したとたん、急に胸が苦しくなった。

　一年間で決着をつけるつもりだった。それが少し早まっただけのこと。

　周りから見ても潮時なら、おそらくそうなのだろう。

　ここで諦めるべきだと思う。

　だけど……。

　いても立ってもいられなくなったわたしは、玄関に向かって駆け出した。

「お姉ちゃん！　どうしたの？」

「ごめん、瑠衣。お母さんに帰りが遅くなるって言っておいて」

　それだけ言うとわたしは、先ほど通った道を戻り駅に向かった。




　行き交う人々。そのうち何人かはわたしの方をチラッと見て通り過ぎる。

　それも無理はない。ここは高級タワーマンションの入口。そこにずっと立っているのだから、変に目立っているのだろう。

　ここだと駐車場に入る車からも見えるし、徒歩やタクシーで帰ってきたとしても気付くことができる。彼を待つにはもってこいの場所だ。

　家を飛び出してかれこれ二時間が経過している。和也くんからメッセージの返信があるのはいつも遅い時間だからまだまだ帰ってこないのかもしれない。

　それでも待ちたい。今日どうしても彼の口から事実を聞きたいのだ。

　ずっと立って待っているから、足が疲れてきた。それでもわたしは彼が帰ってくるのを待つ。

　すると遠くに車のヘッドライトが見えた。じっと目をこらしていると、和也くんの車だとわかった。

　やっと来た。

　駆け寄りたいけれど、精神的なものかずっと立ったまま待っていたせいなのかわからないが足が動かない。

　じっと車を見つめていると、車が駐車場ではなく目の前に停まった。

「おい、どうして電話に出ないんだっ！」

「え、ああ……妹から何度も電話が鳴るから、電源落としてて……」

「バカ！　まわりの迷惑を考えろ。妹さんから俺に電話があったぞ。お前と連絡が取れないって」

　待ちわびていた。やっと会えたというのにいきなり大声で怒鳴られて、わたしはそれまで抑えてきた感情が爆発してしまった。

「バカだよ。そんなことわかってる！」

「わかってるなら、心配かけるな。送っていく」

　手を引かれて車に乗せられそうになった。けれどこのまま帰されるわけにはいかない。

　わたしはその場で足を踏ん張って、車に乗るのを拒否した。

「乗らない！　わたし話があって来たんだから。ちゃんと話を聞いてもらえるまで帰らない」

「人のこと勝手に待ち伏せしたくせに。本当のストーカーにでもなるつもりか？」

「なんとでも言ってよ！」

「わかった、車の中で話を聞く。それでいいだろ？」

　わたしの剣幕に、渋々折れた和也くんをじっと見つめる。

「話し終わるまで、車から降りないから」

「ああ、わかったから。早く乗れ」

「絶対だよ！」

　しつこく念を押すわたしを車の助手席に押し込んだ和也くんは、運転席に回り乗り込んだ。そしてゆっくりと発車させた。

「とりあえず、妹さんに連絡入れて。かなり心配していたから」

　そうだった。バッグの中からスマートフォンを取り出す。電源を入れてメッセージアプリを立ち上げると、瑠衣からのメッセージや着信で画面がいっぱいになる。わたしは《和也くんと会えたから心配しないで》とメッセージを送ると、ものすごく怒った顔のクマのスタンプが送られてきた。これはきっと後日埋め合わせをしなくてはいけない。

　そっとアプリを閉じて、スマートフォンをバッグにしまった。

「後でちゃんと謝っておけよ。いきなり俺に電話がかかってきて、相当焦ってたぞ」

「うん。謝っておく」

「で、そこまでして俺に会いに来た理由はなんだ？」

　和也くんは前を向いたままわたしに尋ねた。

「それは……」

　聞きたくて今まで待っていた。それなのにいざとなると言いよどんでしまう。しかし聞かずに帰るという選択肢はない。

　ちょうど赤信号で車が停まったとき、わたしは意を決して彼に真相を問いただした。

「和也くん、お見合いするって本当なの？」

　死刑宣告を待つような気持ちで、返事を待った。それなのに返ってきた言葉は……。

「お前には関係のない話だ」

「関係……ないの？」

　はっきりと突き放すその態度に、わたしはふつふつと怒りが込み上げてきた。

「否定も肯定もせずに、関係ないってなに？」

　もっともひどい答え。振り回されているのはいつもわたしだけ。

「わたしの気持ち知っているよね？　それなのに、関係ないなんてひどいっ！」

　車内にはわたしの声が響く。しかし興奮しているのはわたしだけで、和也くんはハンドルを握りいつもと同じように運転している。

「その質問に答える義務は、俺にない」

「そうかもしれないけど！」

　それでもわたしにもう少し真面目に向き合ってくれてもいいだろう。それさえもわがままだと言うのだろうか。

「……キスしたくせに」

　クリニックの待合室で、わたしの額にキスをした。じゃああれはなんだったのだろうか。少なくともこれまでの和也くんを考えると社交辞令であんなことをするタイプではない。

　しかし和也くんは話題をすり替える。

「冷静じゃないときに話をしても、無駄な時間を過ごすだけだ。もう少し落ち着いているときに話す」

「どうして？　お見合いするかどうか、知りたいのはそれだけなのに、どうして教えてくれないの？」

　わたしが訴えかけても、和也くんは黙ったまま運転している。

　その落ち着いた態度に、わたしは一層腹を立てた。

「和也くんはいつもそうだよね。冷静沈着。当たり前か、わたしのことなんて一ミリも好きじゃないんだもん」

　醜い感情を乗せた言葉が、次々と出てくる。

「もういい。別に和也くんじゃなくったって、わたしのこと好きだって言ってくれる人もいるんだから、君島先生とか……きゃあ」

　いきなり車が脇に停められた。急なことだったので、車体が揺れる。

「な、なに？」

「今、なんて言った？」

「なにって……え？」

「だから、お前君島に好きだって言われたのか？」

　あまりにも真剣な眼差しに、たじたじになる。それまでいつもと変わらない様子で運転していたのが嘘のようだ。

「言われたけど……」

　わたしの返事を聞いて、和也くんは視線を斜め下にずらすとチッと舌打ちをする。

「い、言われたけど、それこそ和也くんには関係ないでしょ？」

「関係ない……だと？　こんなに俺のことを追いかけまわしといて、関係ないはないだろ？」

　さっきわたしが言ったのと同じような話を和也くんがしている。

「でもいくら和也くんのことを好きでいたって、無駄じゃない。いつまでたっても和也くんにとって、わたしは関係ない人なんでしょう？　もうこんな無駄な時間終わらせたい」

　感情が高ぶりすぎて、涙がにじむ。それでも一歩も引けないと、わたしは和也くんか目を逸らさなかった。

　そして和也くんもまた、わたしをじっと見つめている。

「俺のことを好きだった時間が無駄だって言うのか？」

　苛立ちを含んだ声色。なぜ彼が怒るのか理解できない。今までわたしがどれだけ気持ちを伝えても、応えてくれることはなかった。

　ここ最近わたしに構っていたのも、きっとただの気まぐれだ。そうでなければきちんと話をしてくれるはずだ。

「だってそうでしょ？　いくら思ってもわたしの気持ちは届かない――」

　えっ……。

　和也くんの左手がわたしをぐいっと引き寄せた。至近距離に彼の顔を確認したときにはわたしの唇は彼に奪われていた。

「ん……っ」

　なにが起きているのか理解が追いつかない。目を開けていられなくてギュッときつくつむる。

　和也くんの右手がわたしの後頭部に添えられた。そしてそっと上を向かせるようにすると、より深いキスを与えられた。

　最初は噛みつくような激しいキスだった。何度も角度を変えて口づけられて、息継ぎもままならない。

　やっと彼の腕が緩み唇が離れたときには、わたしの息は上がっていた。

「な、な、なんでこんなこと……」

「俺を好きだった時間が無駄だなんて、二度とそんなこと言えなくしてやる」

「えっ……」

　彼の言いたいことの意図がつかめない。どういう意味なんだろう。

「お前が俺に捧げた時間全部、無駄にさせるつもりなんてないから、覚悟しろ」

「覚悟って、どういう意味で？」

　そんなふうに言われても、どう覚悟していいのかわからない。

　和也くんは混乱しているわたしを見て、にやっと笑った。それは意地悪なんだけど、とても魅力的で目が離せない。




「俺に愛される覚悟だよ」




　その言葉とともに、彼の目に今までにないものを感じた。わたしを見る目がものすごく真剣だ。

「愛される……わたしがっ？」

　彼の言葉がにわかには信じられず、確かめてみる。胸がドキドキ痛いほどに音を立てる。脈もありえないくらい速い。

「なに言ってるんだ。お前以外誰がいるんだよ」

　呆れたように笑った和也くんが、わたしを引き寄せた。

　そしてじっとわたしの目を見つめる。

　目が合うと頬に熱が集まるのを感じた。耳まで赤くなっているに違いない。赤い顔を見られるのは恥ずかしいけれど、目を逸らすことなどできない。

「瑠璃、好きだ」

　それを聞いた途端、胸が甘くしめ付けられた。

　こんなことってあるんだ……。

　この瞬間に彼と出会ってからのことが走馬燈のように頭の中を駆け巡る。

　もう望みがないと思っていた。しかし今わたしは彼に見つめられて、好きだと言われている。

「あの、わ、わたしも、好きです」

　もう何度目の告白かわからない。けれどこれまでの分まで気持ちを込めて彼に思いを伝える。

　ものすごくシンプルだけど、わたしの気持ちをなによりも表している。

　彼が好きで好きでたまらない。この気持ち、ちゃんと伝わってほしい。

「知ってるよ。そんなこと」

　わたしの告白を受けた和也くんは、そう言って柔らかく笑うと、わたしを引き寄せた。そして顎に手を当てて軽く上を向かせるともう一度わたしにキスをする。

　さっきの強引なキスとは違う優しいキス。

　いたわり思いを伝えるような優しい唇に、わたしは今の出来事が夢じゃないんだと実感する。

　あ……わたし、両思いになったんだ。

　そう思うとなんだか胸が熱くて痛くて、でもものすごく幸せで。

　色々なことを考えていたけれど、結局和也くんのキスにそれ以上はなにも考えられなくなってしまった。




　和也くんが家の近くで車を停めた。

「本当に、ここでいいのか？」

「うん。うちの前まで行くと、Ｕターンしづらいから」

　シートベルトを外したわたしは、和也くんの方へ向いた。

「あのね。どうしても確認しておきたいことがあるんだけど、いい？」

「ああ。なんでもどうぞ」

　彼は車のハンドルに両手を乗せてこちらを見ている。

　カッコいい顔にごまかされることなく、きちんと聞かないといけない。

「お見合いの話って、嘘なの、本当なの？」

「ああ、それか……どうしても聞きたいんだな」

　なんでも聞いていいと言っていたのに、途端に言葉を詰まらせた。

　どうしてそんなに言いづらそうにするのか、その態度が不安をかき立てる。

　しかし和也くんは、すぐにわたしの不安に気がついてくれたようだ。

「そんな顔するな。たしかに見合いの話は出てる」

「嘘！　じゃあ四つ葉銀行の頭取の娘さんと？」

「なんだそんなに詳しく知ってるのか？」

　さすがに相手を知っていたことに、和也くんも驚いたようだ。瑠衣の情報網はやっぱりあなどれない。

「ああそうだ。ただ俺は断るつもりでいた。ただ簡単に断れない事情もあるから、中途半端なことは言えないって思った。相手が瑠璃だから余計に」

「わたしだから……どうして？」

　好きだからなんでも話してほしいと思うのは間違っているのかな？

「心配させたくない。見合いをしてもしなくても結果は同じ。俺はもう瑠璃以外の女は見えないから」

「……っ」

　熱のこもった眼差し。それが冗談でないことが伝わってくる。心臓が痛いくらいに脈打つ。

「ちょっと待って。本当の本当に、和也くんなの？　別人じゃないよね？」

　思わず疑ってしまうのも無理はない。今までと態度が全然違うのだから。

「なに言ってるんだよ。まったく」

「きゃあ！」

　和也くんがわたしの手を取って引き寄せた。ぐっと距離が近付き思わず声をあげてしまった。

「ほら、よく見てみろ。別人に見えるか？」

　どこからどう見ても和也くんだ。こんなにカッコいい人、他に知らない。

「見えません」

　心臓がドキドキしすぎるから、わたしは彼から顔を背けた。ふっと笑う声が聞こえてきてなんだか悔しい。

「まあとにかく、見合いに頼らなくても資金の目処はついた。だから瑠璃が心配しなくていい」

「本当に!?　よかったぁ」

　わたしにはよくわからないが、見合いを断ることができそうとのことだ。ほっと一安心した。

「聞きたいことは、聞けただろ？　そろそ帰らないと。もう随分遅い」

　車の時計を確認すると、二十三時半を過ぎたところだった。

「あの、わたしだったらまだ時間大丈夫だよ？」

　懸念材料が消え安心したわたしは、車から降りるのが惜しくなってしまった。

「大丈夫じゃないだろ。妹さんが心配してたんだから、今日はもう帰れ」

　しかし和也くんは、まったく取り合ってくれない。

「でも、でもせっかく両思いになれたんだから、もうちょっといいでしょ？」

　顔を覗き込んで懇願するが、首を縦に振ってくれない。

「ダメだ。わがまま言うんじゃない」

「もうちょっとだけ、ね？」

　どうお願いしても「ダメだ」の一点張り。

「もう、やっぱりわたしの好きのほうが大きいんだ」

　わかっていることだ。長年思い続けてきたわたしの愛はかなり大きく育っている。しかし両思いになったせいか、少々不満に思えたのだ。

　和也くんは不満げなわたしを見て、クスクスと笑った。

「いや、そうでもないかもな」

「えっ？」

　聞き間違いかと思い、聞き直す。

「このまま連れて帰りたいって思ってる。だからそうしてしまう前に、早く車から降りろ」

「それって……」

　色んなことを想像してしまい、思わず赤面する。

「そんな顔するなって、本当に連れて帰るぞ」

「それは……突然すぎるというか、なんというか」

　いやわたしだってやぶさかではない。しかし急すぎる。長年あれこれと妄想してきたことがいざ叶うとなると、なんだか尻込みしてしまった。

「わかったか？　だから今日は帰れ。次会うときを楽しみにしてろ」

　和也くんの手が伸びてきて、わたしの前髪をかき上げるといつかのようにキスをした。小さなキスに照れながら、わたしは車を降りる。

「家に入るまで、ここから見てるから。じゃあ、またな」

「うん。あの……夢じゃないよね？」

　車から降りたら途端に不安になってしまった。夢が叶ったけれどどこかまだ信じられない。

「夢じゃない。目が覚めても、ずっと俺はお前の彼氏だ」

　にっこりと笑顔の和也くん。今まで見た中でも最高の笑顔だ。

　そんな彼に見送られて家に帰った。

　玄関を開けるとそこには、瑠衣が怒りの表情を浮かべ仁王立ちをしていた。

「あ、あの……ただいまぁ」

　恐る恐る声をかける。しかし怒った瑠衣はわたしを睨み付けた。

「〝ただいまぁ〟じゃないわよ。どんだけ心配したと思ってるの？」

「ごめんね。それと、ありがとう」

　瑠衣が和也くんに連絡をしてくれていなかったら、こんな結果にはきっとなっていないだろう。

「わたしが噂話をしたのも悪かったけど……謝罪と感謝の気持ちがあるなら、今日のこと全部わたしに話してくれるよね？」

　けっして〝嫌だ〟とは言えない雰囲気だ。

「はい。しっかりお話しさせていただきます」

　その後わたしは今日のことをすべて話すまで、瑠衣に寝かせてもらえなかった。










症例５




　憧れの和也くんの彼女の座についてから、早二週間。

　わたしは幸せいっぱいの日々を送っているはず……はずなんだけど……。

「はぁ」

　午後休診の木曜日。

　患者さんが帰った後、受付カウンターで片付けをしていたわたしは、思わずため息をもらした。

「ねえ、どうかしたの？」

「あ、いえ。すみません。なんでもありません」

　慌てて取り繕うけれど、真鍋さんにはお見通しだ。

　真鍋さんと君島先生には色々と相談に乗ってもらっていたので、和也くんとつき合うことになってすぐに報告をした。

「どうせ、中村先生のことでしょ？　今度はなにがあったの？」

「真鍋さんには隠しごとはできませんね。実は……全然会えていないんです」

　彼女になったからといって、いつも一緒にいられるわけないのはわかっている。

　けれどこの二週間で会えたのはたった一回。しかも時間にして四十分だ。仕事終わりに和也くんが家の近くまで会いにきてくれて、車の中でおしゃべりしただけ。

　すぐに彼に呼び出しが来て、あっという間に行ってしまった。キスさえしていない。

「まあ、これまでと同じと言えば同じなんだけど……それはさみしいわね。つき合いはじめの頃って毎日でも会いたいものよね」

「わたしは和也くんとなら何年経っても毎日会いたいですけど」

「あ～はいはい。話を戻そうか」

　真鍋さんは呆れ顔だ。

「えーと、今彼がどれだけ大変なのかっていうのは、わかっているつもりなんです。だから会えないのは仕方ないなって」

　和也くんの実家の中村総合病院は彼のおじいさんが設立した病院だ。この辺りでもかなり大きな病院だ。

　和也くんのお姉さんである昌まさ美みさんが事務局長を務め、そのご主人さんである医師の健けん太た郎ろうさんとふたりで跡を継ぐことになっていた。

　しかしその健太郎さんが、病院のお金を持って浮気相手と駆け落ち。しかも出入り業者との癒着など不正が発覚し、昌美さんも精神的にまいっているようだ。

　そんな状況の家族を放っておけるわけもなく、和也くんは日々奔走している。

「わかってはいるんですけどね。頭と心がちぐはぐで」

　忙しい彼を煩わすようなことをしてはいけないと理解はしている。けれど恋しくて会いたい。

　悩むわたしに、真鍋さんは「ははは」と笑ってみせた。

「まあね、恋愛なんてそんなものよ。みんな同じようなこと考えてるわよ」

　さすが既婚者。男と女のなんたるかを悟った言葉には重みがある。

「そんなもんですかね、我慢するしかないのかなぁ」

　またため息をつきそうになる。

「あら、そうでもないわよ。我慢ばかりしていて爆発しちゃったらどうするの？　そうなる前に少しくらいわがまま言っても平気。中村先生ならそれくらい笑って受け止めてくれそうだけど」

　まあたしかに、今までも散々まとわりついていたから。

「それにわがままだって男から見たら、かわいいものよ」

「そうなんですか？」

「そうそう。特にこんなに自分のことを思ってくれている彼女ならなおさらね」

　真鍋さんはにっこりと笑って励ましてくれた。

〝わがままだってかわいい〟か……。

　わたしはスマートフォンを取り出すと、和也くんにメッセージを送った。




　仕事を終えてクリニックを出たわたしは、家に帰ることなくウィンドウショッピングをしていた。

　もしかしたら和也くんから連絡が来て、会えるかもしれない。そう思って家に帰らずに時間をつぶしていたのだ。

　お気に入りの洋服屋さんや雑貨屋さんを覗き、本屋さんで仕事の本を探す。歩き疲れて休憩で入ったカフェでカフェラテを飲みながら、ため息をついた。

　テーブルの上においてあるスマートフォンには和也くんからの連絡はない。メッセージの受信の知らせのたびに心躍らすけれど、瑠衣からのメッセージとショップのＤＭが届いただけだった。

「はぁ……今日はもう会えないのかなぁ」

　そう思うとますます会いたい。そう思った瞬間スマートフォンがメッセージの受信を告げる。

　どうせまたＤＭでしょ……。

　しかし画面に和也くんの名前が見えたわたしは急いでメッセージを読む。

《今日は早く終わらせた。もうすぐ上がれると思う》

「嘘っ!!」

　思わず大きな声をあげたわたしを、まわりのお客さんがチラッと見た。あっ、と思って頭を軽く下げたが、ニヤニヤが止まらない。

　会えるんだ……会える！　和也くんと会える。

　そう思うと、いても立ってもいられなくなったわたしは、会計を済ませると勢いよくカフェを飛び出した。




「来ちゃった……」

　カフェを出たわたしが向かったのは、中村総合病院。

　会えると思うと、一秒でも早く会いたい。我慢ができずに待ち合わせの場所を決める前にここにやってきてしまった。

　職員用出入り口はすでに調べてある。わたしはそこがよく見える場所で今か今かと彼が出てくるのを待つ。

　男女数人が出てきた。しかし和也くんはまだ出てこない。時間は三十分ほど経過した。

　張り切ってちょっと早く来すぎたかなぁ。

　会えるとなると、待つ時間さえ幸せだから、まったく苦にはならない。けれど会いたい気持ちは抑えきれずにワクワクしてしまう。

　そわそわして和也くんを待っていると、背後から声がした。

「あ、その人です」

「わかりました」

　ふりむくとそこには警備員と、綺麗な女性が立っていた。しかしふたりとも険しい顔をしている。

「なにかあったんですか？」

　びっくりして思わず尋ねた。

「なにかあったじゃないですよ。あなたここでなにをしてるんですか？」

　え？　もしかしてわたし怪しまれてるの？

「え、あの。えーっとですね」

　たしかに冷静になってみれば、素性のわからないものがずっと職員通用口の前で立っているというのは気味悪い。

「あなた、ずっとそこにいるわね。なにか用事があるの？」

　一緒に来た女性にも追及され、しどろもどろになる。

　ここで和也くんの名前を出すべきじゃない。勝手にやってきて待っていただけで、こんなことで迷惑をかけたくない。

「あの、すみません。でもわたし決して怪しいものじゃ……」

「ドラマでもそういう人は大体怪しいものですけどね」

　警備員の冷たい指摘。たしかにそうだけど……。

「あの、ですからちょっと人を待っていてですね」

「人って誰、どこの科？」

　女性に突っ込まれてますます窮地に立たされた。

　万事休す。そう思った瞬間――。

「姉貴、どうかしたのか？」

　その声は紛れもなく和也くんだ。しかしこんなトラブルを起こしてしまって、気まずくてすぐに彼の方を見ることができない。必死になってうつむいた。

「この子がずっとここに立っていてね、警備員さんと話をしていたの」

「この子って……おい、瑠璃。こんなところでなにやってるんだ」

　わたしはゆっくりと顔を上げる。そこには驚いた顔の和也くんがいた。

「あはは。あの……来てしまいました」

「お前は……別にここで待っていなくてもいいだろ」

「でも、ここが一番早く会えるからって……」

　顔を上げられないわたしの耳に、和也くんの呆れた声が届く。

「それでもだ。次からはどこか店にでも入って待ってろよ」

「はい。ごめんなさい」

　肩を落として謝ったわたしの頭を和也くんがポンポンと叩いた。

「ねえ、和也。こちらの方はお知り合いなの？」

「ああ。紹介する、山科瑠璃さんだ。俺の彼女」

　彼女だなんて……うれしすぎる。

　わたしはニヤニヤする顔で頭を下げた。

「はじめまして、山科瑠璃です」

　そこではっとする。

　女性が〝和也〟と言った。そういえばさっき和也くんも女性のことを〝姉貴〟と言っていた。と、いうことは……。

「あの、もしかして……和也くんのお姉さん？」

「ああ、そうだよ」

　違うと言ってほしかった。彼のお姉さんに不審者と間違えられるなんて悲しすぎる。

「この度はお騒がせしてすみませんでした」

　あらためて頭を深く下げた。

「こちらこそ、ごめんなさいね。和也も彼女ができたなら、言ってくれてもいいんじゃない？」

「ガキじゃあるまいし、姉貴にいちいち報告するほうがおかしいだろ」

「たしかにそうね。仕事はもう終わり？　これからデート？」

「そんなところだ。姉貴も早く帰ってちゃんと寝ろよ」

「……うん。大丈夫よ」

　昌美さんは元気がない笑顔を浮かべた。色々とあったので心労が重なっているのだろう。

「じゃあ、行くな」

「うん。瑠璃さん。次はゆっくりお会いしましょうね」

「はい。是非よろしくお願いします」

　深く頭を下げたわたしに、昌美さんは笑顔を向けてくれた。




　先に歩き出した和也くんについていく。

「お姉さん綺麗な人だね」

「そうか？　別になんとも思わないけど」

　家族だと普段見慣れているから、なにも感じないのかも知れない。

「ただなんとなく、疲れてるみたいだった」

「まあ、色々あったからな。病院関係のことは俺がフォローできるけど、夫婦のことには首を突っ込むわけにはいかないからな」

「そうだよね」

「それはさておきだ。お前は行く先々でどうしてこう問題を起こすんだ？」

　いきなり話の矛先がこちらに向いて、はっとする。

「それは本当に申し訳なかったなって。早く会いたい一心で」

「もう少し、色々考えて行動しろ。心配で仕方ない」

　最後のひと言がうれしくて笑ってしまう。

「俺今、説教してるんだけど。わかってる？」

「はい。反省しています」

　車に乗り込んだ和也くん。わたしも助手席に乗る。

　すぐに車を発車させずに、車のキーと一緒につけてある鍵を外した。

「次に会ったら渡そうと思ってた。これ、俺の部屋の鍵」

「え？　いいの!?」

　思わず軽く飛び跳ねるほど喜んでしまった。

「ああ。毎回ああやって警備員がかけつけたら大変だからな。もし俺を待つなら部屋で待っていてほしい」

「はい……ありがとう！」

　和也くんは車のエンジンをかけると、こちらを見た。

「まあでも、俺も早く会いたかったから、うれしかった」

　その言葉にわたしは目を丸くした。あの和也くんがっ……今までどんなに告白しても冷たかった和也くんが……うれしいなんて！

　わたしちゃんと和也くんの彼女なんだなぁ。

　もらったばかりの鍵をあらためてじっくり見ながら、幸せを噛みしめていた。




　そして買い物を済ませたわたしたちは、和也くんの住むマンションにやってきていた。

「よかったのか、外で飯食ってもよかったんだぞ」

「ううん。和也くんの部屋に来るの夢だったんだ」

　長年の夢が叶うことに興奮していたのだが、一歩マンションに踏み込んだ途端その豪華さに驚きを隠せない。

　地下駐車場にはわたしでも知っている国内外の高級車がずらりと並ぶ。もらった鍵を差し込んでエレベーターに乗ると、和也くんの部屋のある最上階の四十五階のボタンを押した。

　生まれてからずっと実家暮らしのわたしにはなにもかも珍しくてつい思わずキョロキョロしてしまう。その様子を和也くんはクスクス笑って見ていた。

　部屋に入るとまた違った驚きがある。広い玄関には大きな備え付けのシューズクローゼットがあった。

　カウンターに鍵を置いた和也くんが奥にあるドアを開けると、そこには広いリビングルームが広がっていた。おそらく二十畳以上はあるのではないだろうか。

　大きなテレビにローテーブル。落ち着いたグレーのソファはふかふかで座り心地がよさそうだ。

　その先に見えるキッチンとダイニングスペースは、ひとり暮らしにはもったいないほど立派だ。

「買ってきた物こっちに置くぞ」

「うん。手を洗ったらすぐに作るね」

　和也くんが買い物してきたものを袋から取り出してくれている間に、わたしは手を洗いキッチンに立った。

「ちゃんと食えるもの作ってくれよ」

「あーひどい。大丈夫だから、ゆっくりしていて」

「わかった。シャワー浴びてくるから、好きに使って。……あ」

「ん？」

　和也くんはなにか忘れ物をしたのか、バスルームに行きかけた足をこちらに向けた。そしてわたしの目の前まで来ると、大きな体をかがめた。そしてわたしの唇に軽くキスを落とす。

「……っ！」

　驚いて目を丸くしたわたしを見て、和也くんは満足した表情を浮かべた。

「行ってくる」

「え、あ、うん」

　なんだかふわふわしてまともな返事ができない。

　彼がいなくなってからやっと現実味を帯びてきた。

「か、和也くんってば、もう」

　うれしすぎて顔がこれ以上ないほど緩む。

　鼻歌を口ずさみながら、わたしは早速料理に取りかかった。

　張り切って作りはじめたものの、好きな人に料理を作るのは緊張する。けれどこれもわたしの長年の夢だったのだ。

　もちろん彼の好きな食べ物はリサーチ済み。今日はグラタンとサラダ。それにコンソメスープ。フランスパンを買ってきたのでガーリックトーストも作るつもりだ。

　実家暮らしとはいえ、この日のためにちゃんと料理をしてきてよかった。

　材料の鶏肉、エビ、タマネギをカットして、バターを溶かしたフライパンで炒める。ある程度火が通ったところで、一度火を止めて小麦粉を入れ具材に絡める。そこに牛乳、コンソメ、マカロニを加えとろみがつくまで煮込む。

　ここまでくれば、後はグラタン皿に移してチーズをかけてオーブンで焼くだけ。山科家特製のグラタンだ。

　一段目にグラタンを入れて、二段目にはカットしたフランスパンにガーリックバターを塗って並べた。

　オーブンで焼いている間に、サラダをお皿に移す。きっと野菜を冷蔵庫に残しても、傷んでしまうことを予想してすでにできているサラダを買ってきた。それにスモークサーモンとミニトマトで彩りを添える。

「あ、スープ忘れてた」

　最初に材料を切ったときに、一緒に用意しておいてよかった。タマネギとベーコンをしっかり炒めて水とコンソメを加えて煮込む。これに溶き卵を流し込めばできあがり。

　キッチンにチーズの焼ける匂いが漂ってきた。

　それと同時にシャワーを終えた和也くんが、Ｔシャツにデニム姿で現れた。

　わたしはその姿に思わず見とれる。

　濡れた髪はまだ乾ききっていなくて、ラフな感じが妙に色気を醸し出している。Ｔシャツ一枚だけだから彼の男らしい体を意識してしまい目が離せない。

「いい匂いがしてる。これは期待していい？」

　彼はそう言いながらサラダのミニトマトをつまんで食べた。

　そこでわたしは慌てて我に返った。

「あっ、もう。だから一応食べられるものは作るって言ったでしょ」

「俺の好物知ってるあたり、さすがだな」

　彼はおなかがすいているのか、オーブンの中を覗き込んでいる。

「もうすぐできるから、もう少しだけ待って」

「わかった」

　和也くんは冷蔵庫を開けると、ミネラルウォーターのペットボトルを出してゴクゴクと飲む。

　そうこうしているうちに、グラタンができ上がった。こんがりと焼けたグラタンとガーリクトーストを取り出すと、和也くんは歓喜の声をあげた。

「うわ～うまそう」

「うん。すぐにセッティングするね」

　カトラリーやグラス、お水は和也くんが運んでくれる。わたしはあつあつのグラタンを運び、その他の料理をテーブルに並べた。

　向かい合って座るとなんだか照れくさい。考えてみると和也くんと本当にふたりっきりで食事をしたのは、はじめてかもしれない。これまではお店だったから完全にふたりではなかった。

「どうかしたのか？」

「ううん。なんでもない。早く食べよう」

　ふたりで手を合わせて「いただきます」と言って食べはじめる。

　わたしは和也くんの反応が気になって、じっと彼を見ていた。

　グラタンを大きくスプーンですくうと、息を吹きかけて熱を冷ました。それでも熱そうに眉間にしわを寄せて口に運んだ。

「どうかな？」

　味わっている和也くんに、尋ねた。口に合えばいいのだけど。

「うまいっ！　いや、想像以上だ」

　感心した様子で、スプーンですくったグラタンを見てから口に運んだ。それから夢中になって食べている様子を見て、うれしくなる。

「よかった」

　ほっとしたわたしは、自分の分を食べはじめた。和也くんと食べているせいか、いつもよりもずいぶん美味しく感じる。この日のためにお料理を頑張ってきたと言っても過言ではない。

「は～うかまった。また作ってくれるか？」

「もちろん。いつでも！」

　食べ終わった食器を和也くんが運んでくれる。

　彼が片付けをしてくれるって言ったけれど、手持ち無沙汰なので結局ふたりでした。和也くんは家事をやらないと思っていたけれど、片付けの手際がよくてちょっと驚く。

　その流れで彼がコーヒーを淹れてくれた。

　それを持ってふたりでリビングのソファに並んで座る。

「今度は紅茶用意しておく」

「うん。でもコーヒーも嫌いじゃないよ。和也くんが淹れてくれるならなおさら」

「これくらいなら、いつでも」

「ありがとう。じゃあわたしもまたお料理作るね」

　あわよくば一生彼にお料理を作れる立場でいたいな。

　また新たな夢ができてしまう。彼といるといつもそうだ。もっともっと、と欲張りになって満足することなんてない。

「なに、考えてるんだ？」

「いや、ここ最近少しずつ夢が叶ってるなって」

「夢って？」

　和也くんはコーヒーを飲みながらわたしに尋ねた。

「和也くんと、あれこれしたいっていう夢。今日は三つも夢が叶った。家族に紹介してもらって、お部屋におじゃまして、手料理を食べてもらって」

「なんだそんなことか」

　和也くんは笑ったけれど、わたしにとってはうれしいことなのだ。

「こんなに幸せでいいのかなって、思っちゃう」

　事実時々夢じゃないのかと思ってしまう。瑠衣なんて最初はまったく信じていなかったし、自分でもなかなか実感が持てない。

「そんなこと言うんだな。まあでも、お前が幸せなら俺は満足だよ」

　彼の気持ちが伝わってきて、胸が高鳴る。だからこそもう一度聞いておきたい。これが夢じゃないんだって、実感するために。

「本当に和也くんは、わたしでいいの？」

　わたしの言葉に和也くんは笑った。

「これまで何年俺のこと追いかけ回してきたんだよ？」

　だからこそなのだ。こんなにうまくいっていいのかなと思ってしまう。実際につき合うことになって完全に怖じ気付いてしまった。

　和也くんはわたしの不安な気持ちに気がついてくれたようだ。

「たしかに、ずっと待たせたこと、悪かったと思ってる。今更……と思われても仕方ない。だけど瑠璃が近くにいると肩の力が抜けるって言うか、素の自分に戻れるんだ。それはもうずっと昔からだった。だからずっとずるずるお前の気持ちに甘えてきた」

　和也くんはそこで言葉をきって、手に持っているマグカップに視線を落とす。

「ちょうどそのタイミングで実家のゴタゴタがあって、疲れたまま出勤しても、いつも変わらない瑠璃を見るとそれだけでほっとした。周りがどんどん変わっていく中で、瑠璃だけが変わらないでいてくれた。だから安心できたんだ」

「そんなこと……だったの？」

「そんなことって言うけど、俺がリラックスする相手は瑠璃だけ。瑠璃じゃないとダメなんだから、もう他の女なんかどう考えても無理だろ」

　和也くんは視線を上げて、まっすぐにわたしを見つめた。

「俺以上に俺のことを理解しているやつ、瑠璃以外にこの世のどこを探してもいない。俺にとって瑠璃は唯一無二。他に代わりなんていないんだ」

　まっすぐな気持ちが痛いくらいに胸に響く。わたしはじっと和也くんを見つめる。

「だから、怖がらずに俺のものになればいい」

　彼の手が伸びてきて、優しくわたしの頭を撫でた。そしてその手が滑るようにして頬にそえられる。

　その大きな手から伝わる温かさが心地よい。

「なんだか……実は今まで色々と妄想というか、想像してきたんだけど。そのどんな想像よりも和也くんが素敵で困ってる」

　はははと、彼は笑う。わたしもつられて笑った。

「しっかり俺の気持ち伝えてないと、他の男がちょっかい出すといけないからな。君島もなんだかんだで、瑠璃への気持ちは本気っぽかったからな」

「それは、気のせいだよ」

　慌てて否定する。

「まあ瑠璃があいつになびくとは思えないけどな」

　そしてお互い見つめ合ってどちらからともなくキスを交わす。触れるだけのキスを何度もして、その間にまた見つめ合い笑い合う。

「なあちょっと気になることがあるんだけど？」

「ん？　なあに？」

　首を傾げるわたしに、和也くんはいたずらめいた表情を浮かべる。

「瑠璃のした〝色々な妄想〟ってなに？」

「え、あ、いやそれは……」

　さすがに本人を前にして言うのはいくらわたしでも恥ずかしい。

「言えないのか。じゃあその妄想とやらをもっと叶えようか？」

「……え……それって」

　和也くんの目に熱がこもる。それと同時にわたしの胸がドキドキと激しい音をたてはじめた。

「こういうことだよ」

「きゃぁ」

　和也くんは隣に座っていたわたしを軽々抱き上げる。

　わたしは落ちないように、彼の首に手を回す。

「嫌なら嫌って言えよ」

　強引なのはいつものこと。でもこうやって最後にはわたしの気持ちを聞いてくれる。

　わたしはゆっくりと首を左右に振る。

　すると和也くんはわたしの額に小さくキスをした。それが合図かなにかのように、彼はわたしを抱えたまま廊下に出た。

「あのね、和也くん。お姫様抱っこされるのも、わたしの夢のひとつだったの」

　そういえばと思い出して言ってみる。

「なんだよ。ほんと、かわいいやつだな」

　彼は笑いながら、ひとつの扉をあけた。

　そこには大きなベッドとサイドチェスト。それにフロアランプだけのシンプルな部屋だった。

　なんだか急に恥ずかしくなった。壊れ物でも扱うかのようにゆっくりとベッドの上に降ろされた。

　じっとお互いを見つめる。彼の目にはいつもと違い色気が漂っている。今まで見たことのない和也くんの表情。

　これからもっともっと新しい彼を発見していくことになるんだろうな……。

　そんなふうに正気を保っていたのもつかの間。

「なに？　また妄想してるわけ？」

「え、いや。違うけど」

「まあどっちでもいいけど。お前の妄想なんて比にならないほど、よくしてやるよ」

「……っん」

　すぐに激しい口づけが落とされた。深い口づけはわたしから思考能力を奪っていく。

　大きな手のひらから感じる熱は、わたしから冷静さを奪っていく。

　そうやって奪っていったぶんだけ……いや、それ以上に彼はわたしに愛を注いでくれる。

　和也くんの言ったとおり本当にわたしの想像なんて比べ物にならない。

　切なくて甘くて苦しくて、でも幸せで……彼の腕の中にいる喜びを心と体で感じていた。




　翌朝、自宅の洗面台で歯を磨く。

　正直はじめての夜の翌日。和也くんはずいぶん優しくしてくれていたとは思うけれど、それでもやっぱり体に違和感が残っている。

　けれどそれに勝る幸福感でわたしは、幸せいっぱいだった。

「おはよう。お姉ちゃん」

「ああ、瑠衣。おはよう。昨日はありがとうね」

　色々と事情を知っているであろう瑠衣と顔を合わせるのが、妙に照れくさい。

「ほんとだよ。昨日、わたしが気がつかなかったら大変だったんだからね」

　昨日、舞い上がったわたしはすっかり家に連絡を入れるのを忘れてしまっていた。そこに気がついた瑠衣が母に遅くなると言っておいてくれたのだ。

「本当にありがとう。今度プリン買ってくるから」

　瑠衣の大好物のケーキ屋さんのプリンで買収する。

「二個ね」

「わかった、わかった。二個でも三個でもいくらでも買ってくる。本当にありがとうね」

　わたしが両手を合わせて感謝すると、瑠衣はにっこりと笑った。

「よかったね。お姉ちゃん、すごく幸せそう」

「え。そうかな……」

　あらためて言われるとやっぱり照れてしまう。

「粘り勝ちみたいなところあるけど……まあ向こうもまんざらでもなさそうだね」

　そう言ってわたしの胸元を指差した。

　そこには赤いキスマークがひとつついていた。

「え、嘘」

「見えるか見えないかギリギリのところにつけてるあたりに、中村さんの独占欲が垣間見られるわ。ねえ、早く代わってくれない？」

「あ、うん」

　これがキスマークか……。

　はじめて見るそれはなんだか妙にくすぐったい。

　洗面所を出ていこうとしたわたしを瑠衣が振り返る。

「お姉ちゃん、本当によかったね」

「うん、ありがとう」

　わたしの恋を半ば呆れながらもずーっと応援してくれていた瑠衣には感謝しかない。

　今日の帰りは、プリンだけじゃなくてケーキも買ってこよう。

　それで瑠衣に本当に好きな人ができたら、全力で応援しよう。




＊　＊　＊




　医学部入学後、自分の進む道がこれでいいのか悩んでいた。

　親が医師だから……たったそれだけの理由で受験した医学部。そう苦労することもなく合格した。

　病院の経営が生きがいの両親は喜んでくれたが、ずっと浪人して医学部を目指していた姉は俺が合格したことで、気持ちが折れてしまったらしく医学部進学を諦めた。

『これでやっと開放された』と言った姉の表情は、悔しさ、悲しさが滲んでいた。

　それで人の夢を奪ったような気がして、後味の悪い思いをしたのを覚えている。

　当然授業にも身が入らない。最低限の授業だけ受けて、あとは図書館にこもる日々が続いた。図書館にいるからといって本を読むわけでもない。適当な本を広げて視線はずっと窓の外だ。

　そこからは付属高校のグラウンドが見えている。運動部の活動が盛んで朝からたくさんの生徒が活動していた。

　またいないな……。

　陸上部の練習。いつもその子は楽しそうに走っていた。風と一緒になって、グラウンドを駆け抜けていた。

　ただなんとなく毎日彼女を見ていた。今日も元気だな。そう確認するだけ。それでも彼女を見た後はなんだか荒すさんでいる気持ちが若干軽やかになるような気がしていた。

　そんな彼女がもう一週間もグラウンドに現れない。こんなことは今までなかった。

　次に俺が彼女を見つけたのは、実家の病院の屋上で今にも飛び降りそうにフェンスにしがみついている彼女の姿だった。

　その日から何度か彼女が俺に会い来た。俺に好意を寄せているのはわかったが応えるつもりはなかった。けれど怪我から一生懸命立ち直ろうとする姿に好感を持ち、いつしか彼女を心から応援していた。

　しかし病院で会っていた俺たちは、彼女の治療が終わると、それっきりになっていた。

　それから大学生になった彼女と、小児科への慰問ボランティアで再会することになる。担当教授から人手が足りないからと頼まれ、何人かの学生と一緒に参加したボランティア。そこに看護学部のボランティアサークルの一員であった彼女がいたのだ。

「山科瑠璃です。よろしくお願いします」

　グラウンドで走っていたあのときと同じ顔で笑っていた。つらい出来事を乗り越えられ元気にしていたのだとわかって、なぜだかほっとした。

　自分が他人にこんな気持ちを持つなんて不思議だったのを覚えている。

　物心ついた頃から自分が人より優れていることを自覚していた。老若男女からちやほやされて、子供ながらにかわいくなかったと思う。けれど幼い頃からそんな生活を送ってきたせいで、人を見る目は養われた。

　年頃になってからも、外見や肩書きだけで寄ってくる奴らとは、それなりのつき合いしかしてこなかった。

　なかなか人に心を許さないせいで、女性とつき合っても当然うまくいくはずもなく……そんな俺に瑠璃だけはずっと変わらない態度と思いで接してくれた。

　そして何度かボランティアで一緒になり、頻繁に話す回数も増えたあるとき、彼女からはじめて告白された。

　きっと生まれてはじめての告白だったに違いない。顔を真っ赤にして俺のことを好きだと言う。

「理由は？」と聞いた俺に「理由？　好きに理由が必要なんですか？」と驚いた顔を見せたのを今でも覚えている。

　今から考えてみれば、瑠璃の言うことが正しかった。そう思える。

　それから俺が何度振っても諦めることなく、誕生日やバレンタイン、クリスマスなど、なにかイベントのあるたびに、いや、イベントがなくても彼女は隙きあらば俺に気持ちを伝えてきた。

　断っても断っても繰り返さえる告白。まわりも呆れていたが、本人はいつも全力だった。

　俺はまた来たか……と思いつつも、どこか彼女の告白を心待ちにする自分がいた。

　裏表がなく天真爛漫な瑠璃のそばにいるとそれだけで気持ちが晴れやかになる。

　ただ……そんな彼女だからこそ、俺は受け容れるべきではないと思っていた。人に対してそれなりのつき合いしかしてこなかった俺では、彼女を大切にはできないだろう。そう思えばこそ、頑なに拒否し続けてきたというのに……。




「これだもんなぁ……」

　隣で子供のように寝息を立てて眠る瑠璃の頬にふれる。するとくすぐったそうに身じろぎをした。そしてしばらくするとまた寝息を立てはじめる。

　はじめての彼女を相手に、無理をさせてしまった。それくらい長年ほしいと思っていたから。ダメだと自分に言い聞かせていた存在を手にして、我慢がきかなかった。

「瑠璃、本当に俺でいいのか？」

　彼女に聞けば「もちろん！」という返事があることはわかっている。それでも聞かずにはいられなかった。




　実家に戻って病院を立て直すと決めた。

　義兄の製薬会社との癒着、病院の金の使い込み、愛人との駆け落ち。それらが病院だけでなく家族に与えた衝撃はかなり大きい。

　特に姉は〝自分の責任だ〟と自責の念にかられている。

　よくない噂ほどすぐに広まる。それを上回る成果を出さなくてはいけない。できることはなんでもやっていく。

　製薬会社は信頼のおける友人の会社、川久保製薬に徐々に切り替えていく。不本意でも俺がテレビに出ることで、病院にやってきてくれる患者さんも増えた。

　それと同時に医師としての経験も積まなくてはならない。患者に向き合えなくなっては医師失格だ。

　こんな状態で彼女を自分のものにするだなんて間違っている。きっとさみしい思いをさせるに違いない。

　でも……我慢できなかった。

　本来ならば、きちんとした形で病院を立て直してから彼女に気持ちを伝えるつもりだった。

　けれど彼女が俺以外の誰かの手を取り、本当に俺から離れていくと思うと、その手を掴んで離せなかった。

　これまではいつも彼女は俺のそばにいた。彼女が離れていくなんてこと、少しも考えていなかった。

　本当に我ながら傲慢だと思う。

　散々振り回しておいてこんな都合のいい話、許されるはずがない。

　けれど彼女は……瑠璃は迷いなく俺の手を取ってくれた。

　そんな彼女のまっすぐな思いを受け止めて、それ以上の愛情を返していくつもりだ。

　思い返してみれば、俺のほうがずっと瑠璃に気持ちを持っていかれていたのかもしれない。

「瑠璃、これまでずっとありがとう。それから、これからもよろしく」

　俺は眠る彼女の頬に口づけすると、引き寄せて抱きしめた。




＊　＊　＊




「え？　なんて言ったの？」

　わたしは座っていたソファから跳び上がるようにして立ち上がった。右手にはスマートフォン。通話の相手はもちろん和也くんだ。

　本当なら今日はデートのはずだった。しかし和也くんが緊急で呼び出されてしまい結局会えずじまい。わたしは肩を落として帰った後、お風呂に入って部屋でやけ酒よろしく缶チューハイを飲んでいたところだ。

『だから一緒に暮らさないかって言ってる』

「ええぇえええええぇ」

　思わず大声をあげたわたしに、隣の部屋にいる瑠衣から「うるさいよ！」という抗議の声が届く。しかしそんなこと気にしていられないくらいわたしは驚いていた。

『そんなに驚くようなことか？』

「いやだって、突然だから」

『俺はずっと考えてた。今日みたいに急に会えなくなるたびに瑠璃が落ち込む必要がなくなる』

「和也くん、気がついてたんだね」

『当たり前だろ』

　そんなことを考えてくれていたなんて……。たしかに会えないと言われた日は、和也くんには見せないようにしてたけれど本当はひどく残念だったのだ。

「わたしのために、ありがとう」

　彼が仕事で会えないのは、仕方のないことだ。部屋で待つにも終電までの限られた時間だ。たしかに一緒に暮らせば少しでも長く同じ時間を過ごすことができる。

『異論はないんだな。明後日の夜だけど、ご両親は家にいる？』

「え？　うん。十九時にはふたりとも家にいると思うけど」

　どうして急にそんなことを？

『じゃあその時間にそちらに挨拶に行くから、おふたりにそう伝えておいてくれないか？』

「え？　挨拶って、お父さんとお母さんに？」

『当たり前だろう。一緒に暮らすんだからけじめをつけないと』

「そっか……そうだよね」

　まずはそれまでに、自分で両親に和也くんと暮らしたいと話をしなくてはならない。きっと反対はされないと思うけれど、やっぱりきちんとしておいたほうがいい。

「わかった、じゃあそう伝えておく」

『よろしくな。あと、さっきこの同棲の話は瑠璃のためって言ったけど、それだけじゃないからな』

「ん？」

　他に理由があるのだろうか。

『俺だって、瑠璃と会えないのはさみしいから。おやすみ』

「え？　ちょっと待って……え～」

　すでに電話は切れていた。

　和也くんも同じ気持ちかぁ。

　なんだか胸のあたりがくすぐったくなって、そばにあったクッションをぎゅっと抱きかかえた。

　これまでずっと、ずーっと片思いをしてきた。いつも思いを届けてはいたけれど、返ってくることはなかった。当然だ、片思いなんだから。

　でも今は違う。好きの気持ちの大きさに違いはあれど、きちんと和也くんからも好きを受け取ることができる。

　両思いって素敵だな……。

　瑠衣に言えば「なに当たり前のこと言ってるの？」なんて言われそうだけれど、片思いしか知らなかったわたしは、今のこの愛される状況がうれしくてたまらなかった。




　そして二日後。

　山科家のリビングにはスーツ姿の和也くんと緊張した面持ちの山科家の人々がいた。

　普通緊張するのは和也くんのほうだと思うけど、彼にはまったくそういった様子がなく堂々としている。

　こういうところが、カッコいいな。

　親の前だということも忘れて思わずにやけそうになる。

「遅い時間にお邪魔して申し訳ありません」

　話を切り出したのは和也くんだ。彼が頭を下げたのでわたしも合わせて頭を下げる。「お話は瑠璃さんからお聞きかと思いますが、彼女と一緒に暮らすお許しをいただきたく本日はご挨拶に参りました」

　和也くんの言葉に、父はなにも言わずに口をつぐんだままだ。

　そんななか母が代わりに口を開く。

「あらやだ。ご丁寧にすみませんね。今時同棲くらいでわざわざご挨拶だなんて。お茶どうぞ」

　笑いながら場を和ませようとする。父以外女性ばかりの山科家はどちらかというと母の意見が通ることが多い。今回もそのパターンだろう。

　そう思ったのだけれど……。

「母さん、同棲〝くらい〟って言うのは、私は納得できないな」

　いきなり否定的な意見を言った父に、家族全員が驚く。しかしそんな周りをよそに、父は和也くんに問いかけた。

「同棲はなんだか責任逃れのような気がするな。いいところだけとって、面倒なことから目を逸らしているんじゃないのか？」

「やだ！　お父さんったら、いったいなに言い出すの？」

　母が慌てて止める。

「今時責任取れだなんて、時代錯誤よ」

　瑠衣も加勢してくれた。

　しかしいつもなら、家族に強く言われると「そうか」と自分の意見を引っ込めることの多い父が、今日に限っては引く様子がない。

「時代錯誤でもなんでも、納得できないものはできない」

「お父さん……」

　こんな頑なな父を見たのははじめてだ。母も驚いているらしく言葉が出ないようだ。

「仰る通りです。本来ならばこういったご挨拶は結婚の際にするべきだと思います。同棲という中途半端な状態で、私にお嬢さんを預けるのはご心配になるのも無理もないことです」

　和也くんは、父から一切目を離さずに話を続ける。

「ですが、お互いをもっと知ろうにも、なかなか時間を持つことができずにいるのが現状です。瑠璃さんにも本当の私を知ってもらい、これから先のことを考えるための時間が必要だと思うのです。ご心配かと思いますが、私も大切な瑠璃さんに後悔のない選択をしてもらいたいのです」

　それはきっとこれからのことを含めだろう。和也くんが思いつきで同棲を提案したわけではないことが十分伝わってきた。

　和也くんの意見を聞いて、しばらく考えていた父が、急にこちらを向いた。

「瑠璃、お前はどう思ってる」

　いきなり話を振られて、驚いた。けれど当然と言えば当然だ。わたし自身のことなのだから、きちんと自分の気持ちを話さなくてはいけない。

「最初は……和也くんと一緒に暮らせることに舞い上がっていたの。でも生活を一緒にするってなると、きっと楽しいことばかりじゃないと思う。だけどそれをふたりで乗り越えられたら、新しいふたりの関係が築けると思うから……」

　わたしは父の顔をまっすぐ見た。そしてゆっくりと頭を下げる。

「和也くんと一緒に暮らすのを許してください」

　それと同時に隣にいた和也くんも、父に向かって深く頭を下げた。

「……わかった。これから周りがこうやってなにか意見をすることもあるだろう。それでも大切なのはふたりの気持ちだから。これからはふたりでよく話し合って解決するようにしなさい」

　父は厳しい表情のまま、わたしと和也くんにそう言った。

「その言葉、ずっと心に留めておきます。ありがとうございます」

　和也くんはもう一度深く頭を下げた。




「では、遅い時間にお邪魔しました」

　玄関でもう一度頭を下げる和也くんを、父をはじめ山科家の面々で見送る。

「またいらっしゃってね」

　母の言葉に父もうなずいた。どうやらふたりのことを前向きに認めてもらえたようだ。

「わたし駐車場まで送ってくるね」

　サンダルを引っかけて和也くんについて外に出て、ゆっくりと駅の方向へ歩き出す。

「今日はありがとう。お父さんに話をしてくれて」

「ああ。当たり前だろう。別に礼を言われるようなことをしたわけじゃない」

　そうは言うけれど、和也くんだって疲れたに違いない。その証拠にネクタイを緩めながら深く息を吐いた。

　わたしのために、きちんと話をしてくれた彼がますます好きになった。うれしくて人目を気にせずに彼の腕に自分の腕を絡ませた。

　和也くんはチラッとわたしの方を見ただけで、特に嫌がるそぶりを見せなかったのでここぞとばかりに彼にくっついた。

　まだ昼間の熱が残る街をふたりでゆっくりと歩く。

「わたし、幸せだな」

　ふとそうつぶやいた。そんなわたしを見て、和也くんが笑う。

「このくらいで？」

「そう、こうやってくっついているだけで幸せだよ」

「じゃあ、これからはずっと幸せってことか？」

　からかうような和也くんに、うなずいてみせる。

「そうか、まあ……わからなくもないかな」

「え？　和也くんも？」

　彼は返事をしなかったけれど、わたしに笑顔を向けてくれた。

　わたしもそれ以上はなにも話さなかった。

　夏の心地よい夜風が吹く中、ただ腕を絡めてゆっくりと歩いた。




　そしてその週末……わたしは和也くんの部屋に引っ越しをした。

　とりあえずは、和也くんも夜勤や出張で留守のことも多いから、実家とこの部屋を行き来する生活にすることにした。

　とはいえ、きちんと両親に挨拶をしたことで、夜遅くなったり外泊をするときの後ろめたさがなくなったのはうれしい。

「こっちの部屋使って」

　和也くんが、これまでほとんど使っていなかった部屋に案内してくれた。中に入ると作り付けのクローゼットと医学書が詰め込まれた本棚しかない。

「とりあえずで悪いな。必要なものはこれから買いに行こう」

「うん、でもベッド以外は急いで必要なものないなぁ」

　クローゼットの中には引き出しもあった。洋服も小物も片付けられるだろう。

「ベッド？　それ一番いらないだろ？」

「どうして？　じゃあ、わたしどこで寝たらいいの？」

　和也くんに、行き来するなら実家のものはそのままにしておいたほうがいいと言われたので、家具や寝具は持ってきていないのだ。

「なに言ってるんだよ。寝室で俺と寝るに決まってるだろ」

「あっ……」

　そっか。たしかに寝室のベッドはふたりで寝ても十分な広さだ。それって毎日！

　ちょっと想像してしまって、思わずひとりで赤面する。

「おい。ひとりでニヤニヤしてんじゃないぞ。早く出かけないと。色々買い物するんだろ？」

「うん！」

　わたしは勢いよくうなずくと、すでに玄関に向かっている和也くんを急いで追いかけた。

　マンションの近くのカフェで食事を済ませたわたしたちは、ショッピングモールまで車を走らせた。

　休日なので多くの人で賑わっていたけれど、タイミングよく車を停めることができた。中も混雑していたけれど、雑貨屋さんに向かうわたしの足取りは軽かった。

　やっぱり和也くんとお揃いがいいなぁ。お茶碗とかマグカップとか、スリッパもいいかも。

　妄想を膨らませながら歩いていると、セレクトショップに飾られていたルームウェアに目がとまる。パイル地で淡いラベンダー色のワンピースタイプ。

　そういえば、かわいいルームウェア持ってないなぁ。

　一緒に暮らすのだから、常にかわいいと思ってもらいたい。同棲が急に決まったから仕方ないけれど、もっと準備する時間があればよかったのにと今更思う。

「瑠璃、向こうじゃないのか？」

　和也くんに声をかけられて、慌てて歩き出す。

　まあ、また今度見に来ればいいや。

　すぐに雑貨屋さんに到着して、かわいいディスプレイに目を奪われる。あれこれほしくなってしまうけれど、どうしてもほしいものだけに絞って買い物をする。

　お目当ては念願のお揃いのマグカップ。これで毎日一緒にコーヒーを飲むのを想像して思わずにやけてしまう。

「ねえ、コレどう思う？　お揃い！」

「あ？　趣味じゃない」

　やっぱりというか、予想通りの言葉が返ってきた。そもそも和也くんはお揃いとかあまり乗り気じゃないだろう。仕方ない。

「それより、こっちのほうがいい。これと、これは？」

　和也くんが見せてきたのは、モノトーンのシックなペアのマグカップだ。カッコよくてわたしは一目で気に入った。

「いいね！　それ」

　まさか和也くんからお揃いの提案があるとは思っていなくて、一瞬驚いた。けれどそれがうれしくてわたしたちはふたつのマグカップをレジに持っていった。




　それからあちこち寄り道しながら、必要なものを揃える。和也くんの手は買った荷物で埋まっていた。

「家具見る前に休憩するか？」

「うん。ちょっと疲れたね」

　ちょうどいい具合に、コーヒーショップがある。ちょうど季節限定の商品が発売になったばかりでうれしくなった。

　和也くんはわたしを席に座らせて、注文と会計をしてくれている。

　その背中を見ながらなんてカッコいいんだろうと思う。

　それは近くの席に座っている、大学生くらいの女の子たちも同じように思っているみたいだ。彼女たちの会話が聞こえてくる。

「ねえ、今レジの前に立ってる人。かなりいけてない？」

「え～わたしも今見てた！　芸能人かな……どこかで見たことある気がする」

「え？　なんの番組？　思い出して」

「いや、なんだったんだろ。でもほんとカッコいいよね。あっ、こっち見た」

　女の子たちが黄色い声をあげる。

　和也くんはできあがったふたり分のドリンクを持って、こちらに向かって歩いて来ている。

　女の子たちの視線が徐々にわたしの座っている席に移る。彼女たちがわたしを見ているのがわかる。

　釣り合い取れてないとか思われちゃうんだろうなぁ。仕方ないけど。

　そんなことを思っていたのに……。

「あ！　やっぱり彼女いるんだ。あんなにカッコよくて優しい彼、羨ましいな」

「うん、うん。いいなぁ」

　わたし、ちゃんと和也くんの彼女に見えてる？　妹とかじゃなくて？

　うれしくて思わず彼女たちの方を見る。すると話を聞かれていたのがバレて向こうが気まずそうに目を逸らした。

「どうかしたのか？」

　和也くんがわたしの分のドリンクを渡してくれる。

「ううん。なんでもないよ。ありがとう」

「ならいいけど。俺、ちょっと荷物置いてくるから、先に飲んでて」

「一緒に行かなくていい？」

　かなりの量の荷物だ。飲み終わってから一緒に行ったほうがいいかもしれない。

「いや、俺ひとりで大丈夫。とりあえずお前はここで休憩してろ」

　和也くんはわたしの前髪をくしゃくしゃと混ぜると、椅子に置いてあった荷物を手に取りそのまま駐車場の方へ向かった。

　颯爽と歩いて行く和也くんは、やっぱりカッコよかった。




　それからいくつか家具を見て、わたしの部屋で使う姿見やローテーブルを買って配達の手配を済ませると、ずいぶん遅い時間になっていた。食事を済ませて帰り、買ったものを片付けるとふたりともさすがにすっかり疲れてしまった。

「あ～うまい」

　先にお風呂を済ませた和也くんが、ソファに座って缶ビールを飲んでいる。洗いざらしの髪を時々思い出したようにタオルで拭いていた。

「瑠璃も風呂入れば？　明日仕事だろ？」

「片付けも終わったし、そうさせてもらうね」

　部屋でお風呂の準備を終えたわたしに、和也くんが大きめの紙袋を差し出した。

「これ、ほしかったんだろ？」

　ショップ名の書かれた紙袋は、今日わたしがルームウェアを眺めてたお店のものだ。まさか……。

　わたしは受け取った紙袋の中身を見て驚いた。

「和也くん、これいつの間に？」

「あ？　車に荷物置きに行く前」

　説明されて納得した。

　紙袋からルームウェアを取り出す。わたしが今日「いいな」と思っていたものだ。「ありがとう！　どうしてコレがほしいってわかったの？」

「そりゃあれだけ、熱心に見てたら気付くだろ」

「うれしい！」

　わたしは自分に合わせてみて、手触りを楽しむ。

「それに、その手触り、俺も気に入った。だから早く風呂入ってこい」

「うん、わかった。和也くん先に寝てていいよ？」

　今日は運転もして、荷物もずっと運んでくれた。きっとわたしよりも疲れているだろう。

「は？　今日は俺、瑠璃を抱き枕にして寝るつもり。そのふかふかの服着てるお前を抱きしめて寝る」

　和也くんはそう言って少し意地悪な笑みを浮かべた。いつもはわたしのほうが押してるせいか、時々急にこういう態度を見せられるとどうしていいのかドギマギしてしまう。

「あ……うん、わかった。急いで入ってくる」

　顔が赤くなったわたしは、彼のいたずらな視線から逃げるように慌ててバスルームに駆け込んだのだった。




　会えない……本当に会えない。そして和也くんの愛が足りない。

　同棲をはじめて十日。

　わたしはすでに悶々としていた。

　いったいなんのための同棲なのか!?

　うきうきしてはじめた同棲なのに、なぜこんな状況になってしまっているのか。

　それはひとえに和也君の仕事が忙しすぎるのが原因だ。

　デートなんてもってのほか、一緒に食事する時間も皆無。深夜に帰ってきて早朝に出て行く和也くんとすれ違いが続き、声すらまともに聞いていない。

「今日はもう、なにがなんでも会って声聞くんだから！」

　日曜日の朝。まだ世間が動き出す前の時間。わたしは隣にいるはずの和也くんがまだ帰ってきていないのを見て、ひとりベッドで並々ならぬ強い思いを抱いていた。

　すると寝室の扉が開き、シャワーを浴び終えた和也くんがベッドに入ってきて、わたしを抱き寄せる。

「今から寝る」

「え？　そんなぁ……ちょっとだけでもお話ししない？」

　せっかくなのにと、途端にがっかりしてしまう。

「十六時に出かけるから、準備しておいて」

「え？　嘘？」

「は？　嫌なら今日は一日寝るけど」

「ダメ！　絶対！」

　わたしは和也くんの言葉に慌てた。

「デートでいいの？」

「ああ。花火見にいくぞ」

「本当に？」

　このあたりで一番大きな花火大会が今日行われる。小さい頃は家族でよく見に行ったものだ。

「嘘なんかつくか。とりあえず徹夜で眠い。それまでおとなしく待ってろ」

「うん、わかった！」

　わたしは声を弾ませ寝室を出た。

　そしてすぐにスマートフォンを手に実家に電話をかけた。

「お母さーん、瑠衣～、手伝って～」

　わたしは慌てて身支度をしながら、母と瑠衣に助けを求めた。




　多くの人がぞろぞろと同じ方向に向かって歩いている。わたしも和也くんに手を引かれて流れに逆らわないように歩いていた。

　和也くんから花火大会に誘われた後、わたしは一度実家に帰って支度をした。時間になって和也くんに迎えに来てもらった。

「ねえ、ねえ、リンゴ飴食べたいな。あっ、かき氷も！」

　歩いている間、あちこちに出ている出店に心を奪われる。

「わかったから、もう少し先にも同じような店あるだろ。ったく、そんな格好してても色気より食い気かよ」

「あっ……ごめんなさい」

　思わずシュンとしてしまう。

「そんな落ち込むな。ほしいもの全部買ってやるから」

「そうじゃないのに……」

　せっかくおしゃれしてきたのだ。少しくらい褒めてほしい。

　母と瑠衣に協力してもらい、浴衣を着付けてもらった。

　紺地に白い丸菊があしらわれた落ち着いた雰囲気の浴衣に、アクセントとして黄色の帯を締めている。そこに瑠璃色の帯締めを合わせて、ローズピンクの帯留めを選んだ。

　メイクも瑠衣に頑張ってもらい浴衣に合うように華やかにしてもらった。特に目元のパールを使ったアイシャドウとピンクのグロスがお気に入りだ。

　それなのに、それなのに……まったく褒めてくれないなんて悲しくなる。

　思わず不満を顔に出してしまった。

　しかしそんなわたしを見て、和也くんがニヤリと笑った。

　そしてゆっくりとわたしの耳元に唇を寄せて囁く。

「すげーかわいいから、今日誘ってよかった」

「……っ」

　ほしかった言葉以上のモノをもらえて、思わず膝から崩れ落ちそうになってしまう。うっかり転びそうになったわたしをしっかりと支えてくれた和也くんは、おかしそうに笑った。

「もう、笑わなくてもいいじゃない」

「悪い。でもそういうところが好きだから、仕方ないだろ」

「もう！」

　そんなこと言われたら、これ以上怒ることなんてできない。

　わたしはふくれっ面を作ろうと思ったけれど、どうにも頬が緩んでできなかった。

　結局わたしはニコニコしながら和也くんと手を繋いで歩いた。

　りんご飴と焼きそばを持ったわたしと和也くんが人混みにまぎれてやっとのことでたどり着いたのは、一軒の老舗割烹旅館だった。河川敷のどこかで見ると思っていたわたしは驚き、キョロキョロしながら案内された部屋に入って、もっと驚くことになる。

「わ～ここって、花火が正面から見られるんじゃないの？」

「ああ。特等席ってやつだな。いい部屋でよかった」

　窓辺に立って感嘆の声をあげるわたしの隣で、和也くんは満足そうに微笑んだ。

　案内された部屋はふたりで使うには広すぎるくらいで、床の間には鮎の描かれた掛け軸が掛けられており、部屋の脇机にはひまわりの花が活けられていた。

　窓辺には花火を見るにはもってこいの籐のソファが並べられていた。

「和也くんと花火を見られるだけでうれしいのに、まさかこんな素敵な場所でふたりっきりだなんて思ってもみなかったから。急だったのによく準備ができたね」

　おそらくこれだけ目の前で花火を見られるのだ。この宿は人気のはず。

「まあ、日頃から贔屓ひいきにしてるとこういうときは融通が効くからな。それでも一カ月前には予約してたけどな」

「そんなに前に？　ひと言言っておいてくれれば、もっと準備できたのに」

　もし一カ月前にその話を聞いていたら、きっと今日までの間ずっとハッピーに過ごせたに違いない。

「たしかに急に誘ったのは悪かった。でももし仕事でキャンセルになったら、瑠璃をがっかりさせるだろ？　それならサプライズくらいのほうがいい」

「……たしかにそうかも」

　和也くんの言う通りだ。もし約束がダメになってしまったら、きっと泣いてしまう。

「それに、準備なんかしなくても、今日の瑠璃は俺の想像以上のかわいさだ」

「もう……」

　普段はあまり言ってくれない甘い言葉に、顔が赤くなる。そんなわたしを見て和也くんは声をあげて笑った。

　そんなやり取りをしていると、「失礼します」という控えめな声が外からかかった。

「どうぞ」

　和也くんが返事をすると、ゆっくりとふすまが開いて着物の女性がお料理を運んできてくれた。

「こちらお飲み物と簡単なお食事になります。なにかありましたらお呼びください。ごゆっくり」

「ありがとうございます」

　運ばれてきたのは、ビールと冷酒。大きな平かごに盛り付けられたお料理だった。

　揚げたての天ぷらに、鱧はもやカンパチ、シマエビなどのお刺身に加えて、冬瓜の煮物や手まり寿司などが、美しく盛り付けられていた。

「さて、食べるか」

「うん……こんなにお料理があるのに、買ってきちゃった」

「気にすることない。食べたかったんだろ。それも一緒に食べたらいい。あんなうまそうな匂いさせた屋台の前通って我慢できるほうがおかしいだろ」

　わたしは全然スマートじゃない自分の行動を反省していたけれど、和也くんはそんなこと気にしなくてもいいと言ってくれた。

　彼は箸を手に取り、出された高級料理より先に焼きそばに手をつける。

「うまい。もう一個買えばよかったな」

　そう言ってわたしに笑顔を向け、もう一口美味しそうにほおばった。

　それから美味しい食事に舌鼓を打った後、すぐに花火がはじまった。

　わたしたちは窓辺に移動してソファを並べて花火を楽しむ。

　目の前で見る大きな花火は手を伸ばせば届きそうだった。菊や牡丹に見立てた花火の連発には思わず声をあげてしまうほど立派だった。

「和也くん、あれ見て。あんなすごいのはじめて見た！」

　あまりにもはしゃぐわたしに、和也くんは苦笑いだ。

「はいはい。わかった。ちょっと落ち着けよ」

　そう言って差し出されたのは、いちごのかき氷だ。ふわふわの氷の上にゴロゴロと果肉の入ったいちごシロップがかかっている。

「これ、どうしたの？」

　いきなり魔法のように現れたかき氷に目を見開いた。

「さっき持ってきてもらった。誰かさんはまったく気がついていなかったけどな」

　どうやらわたしが花火に夢中になっているうちに、お店の人が運んできてくれたみたいだ。

　山のようなかき氷は、ゆっくり受け取らないと今にもこぼれそうだ。差し出されたお盆ごと受け取ろうとするが、普段着慣れていない浴衣の袖が邪魔でなかなかうまくできない。

「せっかく綺麗な浴衣なのに、汚したらダメだろ。俺がやってやるから」

　和也くんはわたしに差し出していたお盆を自分の膝に乗せると、サクッと音を立ててかき氷をすくい、スプーンをわたしの方へ差し出した。

「ほら、口開けろ」

「あーん」

　言われたわたしは素直に口を開ける。するとそこに和也くんがスプーンを運んでくれた。

「ん～美味しい」

　さっぱりとした甘酸っぱいイチゴのシロップと、濃厚な練乳の味がたまらない。気がつけばわたしはまた口を大きく開けて催促していた。

「わかったから、ほら」

　クスクスと笑う和也くんだったが、スプーンいっぱいのかき氷をすくってわたしの口に運んでくれる。

　けれどその量があまりにも多かったので、うまく口に入らずに口元からこぼしてしまう。

「あ……」

　氷が溶けて口元から首に向かって伝っていく。口元を拭おうと慌ててティッシュを探す。

　けれどわたしがティッシュを取る前に、その手を和也くんが掴んだ。

「ティッシュ………んっ」

　次の瞬間、わたしの口元についたかき氷を和也くんが舐め取っていた。そして首元から拭うように舌を這わせる。

「ん……もう、なにしてっ……ん」

　慌てて抗議したけれど、和也くんはお構いなしに続ける。やがて舐め取っていたはずの彼の唇がわたしの唇に重なった。

　それまでかき氷で冷たくなっていた唇が、急に彼の温かい唇に包まれた。そのせいかいつもよりも和也くんの唇を熱く感じてしまう。

「んっ……ふっ」

　最初こそ抵抗していたものの、大好きな人からのキスになにも考えられなくなってしまった。

　そんなわたしたちを、大輪の花火が照らしていた。










症例６




　和也くんと一緒に暮らしはじめてからも、夢のような日々はあっという間に過ぎていく。

　忙しくしている和也くんとは、四六時中一緒にいられるわけではないし、相変わらず連絡もそう頻繁ではないけれど以前のように不安になることはない。

　……多少、不満に思うことはあるけれど。

　午後の休憩中。待合室に置くための雑誌を買ってきた真鍋さんがパラパラとめくる。そこに和也くんの写真を見つける。

「はぁ、中村先生大活躍ね。嘘みたいな笑顔だわ」

　たしかに雑誌の中の和也くんは、爽やかな笑顔を浮かべてそのあたりの芸能人なんかよりも随分素敵に見えた。

「まさかこんなに人気が出るなんてねぇ」

　和也くんが世界一カッコいいって思っているわたしだって、こんな事態になるとは予想もしていなかった。

　きっかけは恩師の代わりに出たお昼の情報番組だ。あのときに番組のプロデューサーから目をつけられ、次々に番組に呼ばれて、一気にメディアでの仕事が増えた。

　本人は本業に集中したいから断りたいけれど、病院のいい宣伝になると言われて渋々引き受けているようだ。

　その効果もあって、病院のほうは活気を取り戻し……というより、不祥事が起きる前よりもずっと経営状態は良好なようだ。

「まあこれだけ忙しかったら、なかなか一緒に過ごせなくても仕方ないわよね」

「はい。昨日も急患で結局実家のほうに泊まったみたいで……」

「それって、浮気じゃないの？」

「えっ！」

　声をした方を見ると、君島先生がちょっと意地悪な笑顔を浮かべていた。

「ちょっと、君島先生！　不安になってる瑠璃ちゃん煽ってどうするの？」

　真鍋さんが注意してくれるが、わたしは急に心配になってきた。けれど空元気で言い返す。

「そうですよ、和也くんに限って浮気だなんてそんなことないです」

「ふーん、そうなんだ。なんだ……やっと俺の出番だと思ったのに」

　君島先生は肩をすくめて悪びれた様子もない。

「もう、冗談でもそういうこと言うのやめてください」

「ごめん、ごめん。瑠璃ちゃんがあまりにもいい反応するから、つい……ね」

　謝りながら診察室に入っていく君島先生を軽く睨む。

　それから午後の診察がはじまっても、君島先生の言った言葉がときおり頭をかすめる。

　和也くんを信用していないわけではない。今だってものすごく大切にされている実感はある。

　だから不安になる必要なんてないのに、どうしても胸がざわつく。

　きっと会ってしまえば、この不安な気持ちはどこかに飛んでいくはず。

　そう思ったわたしはすぐに行動に移した。




　また来てしまった。

　わたしは中村総合病院の職員入り口近くまでやって来ていた。

　前回、色々と迷惑をかけてしまったから、今回は近くの喫茶店で待っていようと思っていたのに、うっかり病院まで来てしまった。

　和也くんのスマートフォンにメッセージを送って、おとなしく引き返して、喫茶店か部屋で待っていればいいものの会いたい気持ちが先立ってしまい、あと少しだけ、少しだけとずるずるここに立って彼を待っている。

　そのとき通用口から出てきた人と目があった。

「あら……あなた」

「あっ」

　それは和也くんのお姉さんの昌美さんだった。あちらもわたしに気がついたようでクスクス笑いながら近づいてきた。

「あら、また和也に待たされてるの？」

「あ、いえ。わたしが勝手に待ってるだけなんですけど……約束もしてませんし」

　前回注意された手前、気まずくてうつむいた。けれど彼女のほうはあまり気にしていないようだ。

「あら、そうなの。だったら、ちょっとわたしにつき合ってもらえないかしら？」

「え、あの……え？」

「行きましょ？」

　にっこり微笑んだ昌美さんは、わたしの返事を待たずに歩き出してしまった。

　なんか和也くんとタイプは違うけど、強引……？　やっぱり姉弟なんだな、なんて思っていると、気がついたときには昌美さんは随分先に歩いていってしまっていた。

　わたしは慌てて、昌美さんの後を追いかけたのだった。




　昌美さんが連れてきてくれたお店は、病院からそう遠くないカフェだった。はじめて入るお店だが、北欧風の雰囲気のかわいらしいお店でディスプレイにはケーキがいくつも並んでいてどれも美味しそうだ。

　窓際の席に向かい合って座る。メニューを先に見せてくれた。

「わたしは、もう決まってるの。だからどうぞ」

「なにかおすすめはありますか？」

　昌美さんは常連のようなので、おすすめを聞いてみる。

「アールグレイとミルクレープをわたしはいつも注文するの、おすすめよ。まあ、冒険できない性格だから、いつも同じものなんだけどね」

　勧められたミルクレープは間に色とりどりのフルーツが挟まっていてとても美味しそうだ。わたしもそれに決めた。

「わたしも同じものにします」

　手をあげると店員さんがすぐに気がついてくれた。注文を済ませると、昌美さんは優しい笑顔でわたしを見ている。

　勢いでついてきてしまったけれど、いったいなんの話なんだろう。

　やはり彼氏の身内に会うのは緊張する。

　天気の話など、世間話をしているうちにケーキと紅茶が運ばれてきた。お互い感想を言い合いながら半分くらい食べた時点で、昌美さんが話を切り出した。

「わたしね、和也の彼女を紹介してもらうの、瑠璃さんがはじめてだったの」

「そうなんですね。まあ、あの状況だと仕方なかったとは思うんですけど」

　ハプニングで出会ってしまったのだから、わざわざ紹介したのとは違う。

「でもきっと、ごまかそうと思ったら、ごまかせたはずよ。和也ってそういうのうまいでしょ？」

「まあ、たしかに」

　ウンウンと納得したわたしを見て、昌美さんは「正直なのね」とにっこり笑う。

「だから、わざわざ彼女だって紹介した時点でね、和也が本気だってことがわかった」

　昌美さんは手に持っていた紅茶のカップを置いて視線をカップに移す。

「気を悪くしないでほしいんだけど、わたし和也が瑠璃さんを選んだこと、少し意外で驚いたの。なんだかわたしが漠然と抱いていた弟の彼女のイメージと違ったから。勝手なこと言ってごめんなさいね」

　本当に申し訳なさそうに謝られた。

「あの大丈夫です。わたしも和也くんとつき合えたことは、奇跡だと思っていますから」

　誰よりも自分が一番驚いているのだ。周りが驚くのも無理のないことだ。

　わたしの言葉に昌美さんは笑っている。しかしすぐに表情が真面目なものに変わる。

「瑠璃さんは、和也といて劣等感を感じない？」

「え、劣等感ですか……、まあすごい人だとは思ってますけど」

　けれど劣等感とは違う。尊敬というほうが合っていると思う。

　昌美さんはぽつりぽつりと自分の話をしはじめた。

「わたしね、小さい頃は医師になりたかったの。実家が病院だし物心ついたときには医師になるんだって思ってた。だけど成績が全然追いつかなくてね。和也が医学部に合格したときにやっと諦めがついたのよ」

　その話は以前和也くんから聞いている。わたしは黙って彼女の話を聞いた。

「昔からそうだった。わたしが努力して努力して頑張っても手に入れられないものを、いとも簡単に手に入れるのよ、あの子は。だからわたしはいつの間にか劣等感のかたまりになっちゃった」

　姉弟、近い存在だから比較してしまうこともあるだろう。わたしだって自分と瑠衣を比べたことが何度もある。でも劣等感を持ったことはない。

「でも昌美さんは、和也くんのことが嫌いなわけではないですよね？」

「もちろんよ。今回の主人が起こした不祥事だってあの子は関係ないのに、実家に戻って後始末をしてくれているの。感謝しかないわ」

　昌美さんの様子から、心からそう思っているのは伝わってきた。

「和也くんも、お姉さん、家族のことを大切に思っているんだと思います。だからこそ、実家の病院とは距離をおいて働いていたし、だけどピンチになった今は自分が頑張らないと……そう思っているんだと思います」

「そうね、あの子を振り回しているのは、いつもわたしたち家族のほうね。あの子ああ見えてお人好しだから、困っているわたしたちを見て放っておけなかったのね」

　昌美さんのさみしそうな表情を見ると胸が痛い。

「わたしこそなんの取り柄もないです。でも和也くんを好きっていう気持ちは誰にも負けません。しかもその憧れの彼がわたしを選んでくれたことが、わたしの一番の自信です。だから彼に似合う女性になるために努力していきたいって思ってます」

　わたしが話し終わった後、昌美さんはふんわりとした笑顔を浮かべた。

「和也ってば小さい頃から冷めててかわい気のない子だったけど、だからあなたみたいなまっすぐな子がそばにいてくれたら、安心ね」

「いえ、わたしなんかとんでもない。……でも離れるつもりはありませんけど」

「ははは、瑠璃さん、和也のことよろしくお願いしますね」

　わたしは頭を下げる。

「いえ、こちらこそよろしくお願いします」

　言い終わって頭をあげると、そこには昌美さんの素敵な笑顔があった。




　結局あれこれ話をしていて……といっても、和也くんの小さい頃の話ばかりだけど……遅くなってしまった。

　昌美さんと色々とお話できて有意義な時間を過ごすことができて満足だ。しかし思ったよりも時間がかかったため、和也くんはもう仕事を終えて帰ってしまったらしい。

「ごめんなさいね。わたしが引き留めたせいで」

「いえいえ、わたしも楽しかったですし、しかもわざわざ病院に連絡してくださって、和也くんがいるかどうか確認まで、ありがとうございます」

「いいのよ。また会いましょうね」

「はい！　今日はありがとうございました」

　わたしが頭を下げると、昌美さんは笑顔を浮かべて手を振ってくれた。

　和也くんと入れ違いになったので駅に向かって歩きながら、彼のスマートフォンに電話をかける。

　呼び出し音が鳴りはじめてすぐに向かいの歩道に、男女ふたりの人影が見えるのに気がついた。その男性は間違いなく和也くんだ。

「あ、和也く……えっ」

　わたしが声をかけようとした瞬間、和也くんが隣にいる女性の肩を抱いた。

「え、なんで？」

　理由を聞こうにも和也くんは電話に出てくれない。わたしがもう一度電話をかけると、わずらわしそうにポケットからスマートフォンを取り出した。そしてディスプレイを確認するとそのまままたポケットにしまった。

　え、どうして？　今、絶対わたしからの着信だってわかってたはずなのに。

　こうなったら追いかけて話を聞くほうが早い。わたしは少し先にある横断歩道に向かって走り出した。

　けれどたどり着く前に、和也くんと女性はタクシーに乗って走り去ってしまった。

「嘘……だよね」

　いったい目の前でなにが起こったのか理解できない。なにか理由があるのだろうが、和也くんが女性と車に乗り込んだのは事実だ。しかもしっかりと女性の肩を抱いて。

　そのとき昼間の君島先生の言葉が頭の中に思い浮かぶ。

『それって、浮気じゃないの？』

　慌ててその言葉を振り切った。

　和也くんに限ってそんなはずない。そうは思うものの負の感情が消えてくれない。

　わたしはマンションで、彼の帰りを待つことにした。




　いつもはそわそわしながら彼の帰りを待つのに、今日に限っては不安に押し潰されそうだ。

　何度か電話やメッセージを送ったが、返事はない。それもいつものことと割り切ればいいのに、気になって何度もスマートフォンを手に取り、その都度返事がないことに落ち込んでしまう。

　ただ時間だけが無駄に過ぎていく。帰宅後すでに四時間が経っていて間もなく日付が変わろうとしていた。そのとき玄関のドアが開く音がした。

　帰ってきたんだ。

　いつもなら彼の帰宅がうれしくて、子犬のように駆けていってお出迎えする。しかし今日のわたしにはそんなことをする気力さえなかったのだ。

　足音が近づいてきた。

「瑠璃、まだ起きてたのか？」

　和也くんが荷物を置いてこちらに歩いて来る音が聞こえる。けれどわたしは振り向くことができない。

「おい、どうかしたのか？」

　和也くんはあまりにもいつもと様子の違うわたしに気がついたようだ。

　わたしの近くまできて顔を覗きこんできた。けれど素直にその顔を見ることができずに、視線を逸らした。

「はぁ……どうした？」

「なんで、なんで連絡してくれないの？　何度も連絡したのに」

　不安のせいで彼を責めるような口調になってしまう。

「悪かった。ちょっとばたついてたんだ」

　疲れた様子で髪をかき上げた。いつもならそんな彼を気遣うことができるけれど、今日は自分のことで精一杯だった。

「仕事？」

　彼を試すような質問をする。本当はこんなことするべきではないのに……。

「ああ、まあ……」

　和也くんの答えを聞いた途端、わたしの中でなにかがはじけた。

「嘘つき」

「え？」

　わたしの言葉に和也くんは驚きを隠せないようだ。わたしは自分が見た事実を彼に突きつける。

「わたし今日見ちゃったの。和也くんが女の人と一緒にいるところ」

「いや、だからそれは」

「肩まで抱いてふたりで、タクシーに乗って、こんな時間までなにしてたのっ!?」

　声をあげた瞬間、わたしの目からポロリと涙がこぼれた。

「何度も連絡したんだよ。いつもならこんなにしつこく連絡しない。それなのにメッセージのひとつも返せないほど忙しかったの？　あの女の人となにしてたの？」

　せきを切ったように彼を責める言葉が次から次へと出てくる。

　興奮してたわたしは流れる涙も気にせず、彼を睨んだ。

「瑠璃、ちょっと落ち着いてくれ。きちんと話ができるまで、もう少し時間をくれないか」

　和也くんの手が伸びてきて、泣いているわたしの背中に添えられた。いつもならそのぬくもりを感じると安心できるのに、今はなにも感じない。

「とりあえず今日は遅いから、休もう」

　促されたわたしは、和也くんの表情からわたしを心配していることはわかったけれど、だからといって、納得できる答えをもらっていないので心は荒れたままだ。

「話ができるようになったら、必ず話すから。今は我慢してほしい」

　ベッドに入って背を向けて眠るわたしに、もう一度念を押すように繰り返した。

「わかった。そんなふうに言われたら、これ以上なにも聞けないから、おやすみなさい」

　わたしから早々に彼との話を切り上げたのは、もしかしたらはじめてかもしれない。今日はこれ以上醜い感情に心を支配されたくなくて、わたしは眠ったふりをした。

　和也くんの、バカ。




　あの日から一週間。

　和也くんとわたしの間には、今まで感じたことのないギクシャクした雰囲気が流れている。どちらかというとわたしのほうが、気持ちがモヤモヤして彼に対していつも通りの態度が取れないでいるのが原因だ。

　そしてそのモヤモヤを煽るような出来事が起きた。

　いつも通りのお昼休憩。真鍋さんが手にした週刊誌を見て「えっ！」と声をあげた。そして次の瞬間にそれをバタンと閉じてしまう。

「どうかしたんですか？」

「ううん……なんでもないよ。それよりテレビ見ようかなっと……」

　隠すように雑誌を遠くに追いやり、代わりにテレビのリモコンを手に取った。ボタンを押すといつも見ているお昼の情報番組をやっていた。

　そして画面に大きく映し出されているのは、和也くんの写真だ。

「あっ……」

　気まずそうにつぶやいた真鍋さんに気がついたが、わたしはそれどころではなかった。テレビでは、和也くんと女性の交際の話題が取り上げられていたのだ。もちろん相手はわたしではない。

　週刊誌のスクープだと伝えている。わたしは先ほど真鍋さんが見ていた週刊誌を手に取りページをめくっていく。すぐに和也くんと人気モデルのレイナの記事を見つけた。

　ふたりが彼女の自宅マンションに入っていく姿が、写真に撮られている。見覚えのあるふたりの服装。わたしが目撃した日に間違いない。

　和也くん……彼女のマンションに行っていたんだ。

　帰宅は日付が変わる頃だった。頑なにあの日なにがあったのか話してくれなかった。

　そういうことなんだ……。

　ただの知人であれば、マンションまで行く理由などない。もし送っていくのだとしてもわざわざタクシーを降りて中に入る必要なんてない。

　それに……この写真のふたりはどう見ても腕を組んでいるように見える。どこからどう見ても、ふたりがつき合っているという事実を物語っていた。

　途端に体から力が抜ける。

　彼が言うきちんと話ができるようになるまでっていうのは、彼女のとの関係が確実なものになってからということ？　わたしは和也くんにとって保険みたいなものだったのかな……。

　見なければいいのに、週刊誌の記事をじっと見つめてしまう。今までに感じたことのない負の感情が一気に押し寄せてきて指先が冷たくなっていく。

「……ちゃん、瑠璃ちゃん？　大丈夫なの!?」

　真鍋さんの声で我に返った。

「あ、ああ……これですよね。本当なんですかね……」

「本当なんですかね……って、中村先生からはなにも聞いてないの？」

　わたしが首を左右に振ると、真鍋さんも険しい顔をした。

「実はちょっと思い当たることがあって、和也くんに聞いたんです。そしたら今は言えないって言われてしまって」

「そんな！　だってこれ……」

　結局こんな形で知ることになるなら、せめて彼の口から聞きたかったっていうのは、わたしのわがままだろうか。

　放心状態でただ雑誌を見つめていると、バッグのなかでスマートフォンが鳴った。取り出してディスプレイを確認すると和也くんの名前が表示されていた。

　わたしは《拒否》のボタンを押してバッグにスマートフォンをしまった。

「ちょっと、いいの？」

　驚いた真鍋さんが慌てた様子で電話を指さしている。

「いいんです。きっと今和也くんの話を聞いたら午後の仕事ができなくなっちゃうので。……事実は変わらないですし」

　真鍋さんに心配させまいと無理矢理微笑んだ。けれどその笑顔が逆に心配をかけてしまったようだ。

「わかった。中村先生のことだからきっとなにか理由があるんだと思う。あの人ああ見えて、お人好しで頼られたら断れないところがあるから」

「はい……」

　慰めて元気になるように声をかけてくれているのに、それに応えられずに申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

「とにかく、頑張ろう」

　真鍋さんが背中をポンポンと叩いて励ましてくれた。

　それからの午後の時間、わたしは嫌なことから逃げるように仕事に没頭した。

　仕事を終えた帰り道。スマートフォンを操作する。和也くんから二件ほど着信があり《今日帰ったらきちんと話す》と言う短いメッセージが一件あった。

　もしわたしが話し合いを拒否したら、このまま終わってしまうのではないかとさえ思う。

　肩を落として駅に向かっていると「瑠璃ちゃん」と声をかけられた。

　振り向くと君島先生がこちらに向かって手を振っている。

「よかった、追いついて。さっきから何度か名前を呼んだんだけど、聞こえなかった？」

「あ、ごめんなさい。ちょっと考えごとしてて」

　苦笑いを浮かべると、君島先生はニコッと笑ってわたしの手を引っ張った。

「元気ないね。こういうときはひとりでいないほうがいいよ。御飯に行こう！」

「え、ちょっと待ってください。わたしそんな気分じゃないです」

「知ってる。だから無理矢理連行してる」

「でも……」

　できれば行きたくない。けれど君島先生はタクシーを捕まえ、強引にわたしを乗せた。

「御飯食べたらすぐ帰すから。俺だって瑠璃ちゃんのことが心配なんだ」

　そう言われてしまうと断ることもできずに、わたしは言われるまま君島先生と食事をすることにした。

　連れてきてくれたのは、雑誌にも掲載されている焼き肉屋さん。こんな気分のときでなければ、本当に大喜びするような店だ。

「運よく予約が取れたからね。ほら遠慮しないで、とりあえずビールでいい？」

　席に座ると君島先生はわたしにメニューを渡して先にビールを注文してくれた。食欲はないけれど、少しお酒でも飲んだら気分が変わるかもしれない。

「特に食べたいものがないなら、勝手に注文していいかな？」

「はい。お願いします」

　わたしがメニューを渡すとビールとお通しを持ってきてくれたスタッフに注文を済ませる。

　そしてわたしに向き直ると「お疲れさま」とビールジョッキを掲げた。わたしもそれに倣い、ジョッキを口に運ぶ。ごくんと飲むとのどごしのよいビールのおかげで少し気分が持ち直した。

　君島先生はあたたまった七輪の上に塩タンをのせてくれている。

「すみません、ご心配おかけして」

「え、まあたしかに心配はしてるけど、強引に誘う口実ができたからよかったなって思ってるよ」

　わたしが恐縮しすぎないように、気を使ってくれていることがわかる。

「ダメですね。みんなに迷惑かけちゃって」

　真鍋さんも帰る間際まで心配してくれていた。ふたりには関係ないプライベートな話なのに、迷惑をかけて申し訳なく思う。

「別に迷惑だなんて思ってない。ひとり焼肉はさみしいからつき合ってよ」

　君島先生はウィンクしながら、焼けたお肉をわたしの取り皿にのせてくれた。

「ほら、無理してでも食べて飲んで。そうしないと相手と話をする元気も出ないよ」

「ありがとうございます」

　たしかに君島先生の言う通りかもしれない。ずっとこのまま和也くんのことを避け続けるわけにはいかない。彼の話を聞かなければいけないのはわかっている。

「いただきます！」

　わたしは両手を合わせると、お肉を口に放り込んだ。

「そうそう、その調子。ここチヂミもうまいから食べよう」

　わたしもトングを持って、焼けたお肉を君島先生のお皿にのせる。

「ありがとう。そうそう、ゆっくりでいいからいつもの自分を取り戻してから中村先生に会うといいよ」

「はい。ちゃんと向き合ってみます」

「だったら、しっかり食べて戦闘能力上げていこう」

　君島先生の気遣いのおかげで、少し前向きな気持ちになれた。どんな結果になろうともちゃんと彼と向き合いたい。

　君島先生に勧められるまま、あれこれ食べてすっかりおなかがいっぱいになった。ひと息ついたところで、わたしのスマートフォンが鳴った。和也くんからだ。

「……っ」

　画面を見つめて固まってしまった。

「誰？　中村先生？」

「はい。後でかけ直します」

「あ、大丈夫。俺に貸して」

　そう言ったかと思うと君島先生の手が伸びてきて、さっとわたしの手からスマートフォンを抜き取った。

「あっ」

「もしもし、君島です」

　気がついたときはもう遅かった、すでに君島先生は電話に出てしまっている。

「あの、ちょっと……」

　慌てて止めようとするけれど、君島先生は唇に人差し指を当てて〝シー〟というジェスチャーを見せ、わたしは素直にそれに従ってしまう。

「ええ、今。もちろん一緒にいますよ。あ、でも彼女、先生の電話には出たくないんじゃないかな。はいはい。わかりました」

　にこやかに会話を終えた君島先生は、わたしにスマートフォンを差し出した。

「あの、なに話したんですか？」

「ん？　いいから、いいから。ほら、デザート食べよう」

「あの、君島先生？」

　焦るわたしと違って、君島先生は先ほど届けられたばかりのゆずシャーベットを美味しそうにほおばる。

「いいから食べて、早くしないと……ああ、思ったよりも早かったな」

　君島先生が苦笑いを浮かべながら、視線をわたしの後ろに向けた。

「え……どうして……」

　そこには肩で息をしている、和也くんがいた。

「どうしてもこうしてもないだろ。お前がこいつと一緒にいるって聞いたから、急いで来たんだろ」

「焦って来たんですよね。瑠璃ちゃんが大事だから」

「当たり前だろう。それと、お前は瑠璃ちゃんって軽々しく呼ぶな！」

　突然のことでなにが起こったのかわからない。

「わたしのこと……大事って本当？」

「いや、だからなに言ってるんだよ。そうじゃなければこんな無様に追いかけてくるかよ」

　その言葉を聞いた途端、わたしの目から涙がポロポロこぼれだした。

「おい、どうした？」

「どうしたって……それは和也くんが……」

「ああそうだな。悪かった。だから泣くな」

　彼がかがんで、わたしの顔を覗き込む。それと同時に大きな手のひらが優しく頭を撫でた。

　この人のせいでこんなに泣いてるのに、でも他の誰でもないこの人に慰めてほしい。和也くんじゃないと、なにもかもダメだと思い知らされる。

　まだ涙が止まらないわたしを見て、和也くんが立ち上がる。そしてお財布からお金を出すと、君島先生に差し出す。

「これで足りるか？」

「いや、ここは俺が出します。誘ったのこっちなんで」

　君島先生は手を突き出して、受け取るのを拒否している。

「いや、ダメだ。こいつに関することは、全部俺が面倒みたい」

　和也くんはテーブルにお金を置きながらそう言った。

「それなら彼女にきちんと話をしてあげてください」

「……言われなくても、わかってるよ」

　小さくつぶやいた和也くんがわたしの手を引いた。

「瑠璃立てるか？」

　わたしは涙をなんとかおさめて、その場に立ち上がる。

　和也くんの手が伸びてきてわたしの手を優しく握った。そして君島先生に向かい頭を下げる。

「瑠璃が世話になったな。ありがとう」

「いや、別に中村先生のためにやったわけじゃないですから。瑠璃ちゃん、ファイト！」

　君島先生はガッツポーズを見せた。

「はい。今日は本当にありがとうございました」

　わたしは頭を深く下げてから、和也くんと手を繋いで外に出た。そして店の駐車場に停めてある和也くんの車まで連れてこられた。

「とにかくきちんと説明するから、ついてきてほしい」

　わたしはうなずくと、すぐに和也くんの車に乗り込んだ。シートベルトを締めるとすぐに車が走り出す。

　車に乗っている間、お互いひと言もしゃべらなかった。張り詰めたような緊張した空気が流れる中、車は夜の街を走り抜ける。

「これからレイナさんと会う」

　その名前を聞いただけで、わたしの体がこわばる。

「そんな態度になるのも、わかる。俺のことを信じられるような状況じゃないことも理解している。だけど俺は、瑠璃を裏切るようなことは決してしないから、それだけは信じてほしい」

　運転する和也くんの表情からは、嘘やごまかしは感じられない。

　どんな事実が待っているのかわからないけれど、彼がわたしを裏切っていないというなら、信じようと思う。

　……だって、わたしの好きになった人だから。

　時間にして二十分ほど。

　車は一軒の雑居ビルに到着した。

「彼女を迎えに行ってくる。ここでボイストレーニングをしてるはずなんだ。瑠璃はここで待っていて」

　わたしは和也くんに言われた通り、車の中でふたりが来るのを待った。

　わたし、あのふたりが並んでるの見ても、平気でいられるかな？

　そんな不安がよぎるが、和也くんを信じると決めたのだ。

　しっかりしなきゃ。

　そう思い、車の外に目を向ける。すると街灯から少し外れている場所でなにかが動いているのが見えた。

　あれ……って人かな？

　目を凝らしてみると、男女が争っているように見えた。

　男が手を振り上げた瞬間、女性がつけていたサングラスが飛ばされた。

「え、レイナさん!?」

　まさかと思いもう一度確認する。それは間違いなく、モデルのレイナだ。どうやら和也くんと入れ違いになってしまったようだ。

　争うその姿を見て、わたしの体が自然と動く。

　急いで車から降りると、その男女のところまで全力疾走する。

「誰か来て！　誰か！」

　大きな声で叫びながら近づくと、男は驚いた様子で怯んだ。

　その隙にレイナさんの手を引いて男から引き剥がす。

「こっち」

　彼女の手を引いて走り出す。ビルの中に入れば助けを求められるはず。

　必死になってふたりで走る。

「痛っ」

　そのとき昔の事故の傷が急に痛みだした。

　嘘……こんなときに。

「あっ！」

　痛みに気を取られて、うっかりその場で転んでしまった。

「大丈夫ですか？」

　わたしが立ち止まったせいで数歩先にいたレイナさんが戻ってこようとする。

「ダメ、先に逃げて。誰か呼んできてください」

「でも」

　男の目的はわたしじゃないレイナさんだ。だから彼女をまずは安全な場所に避難させなくては。

　そうこうしているうちに、男が追いかけてきた。

「おい、待て！」

「早く、お願い」

「わかりました」

　戸惑っていたレイナさんは、わたしの必死の願いを聞いてビルに向かって走り出した。

　わたしもなんとか立ち上がって逃げようとするが、その間に男が近くまでやってきていた。

「邪魔しやがって」

　大きな声を出し、拳を振り上げた男がすぐ目の前にいた。

　怖くて声をあげることもできずに、わたしはその場でただ目をきつくつむることしかできなかった。

「いやっ！」

　殴られると思った瞬間――。

「お前、なにやってるんだ！」

　大きな声がその場に響いた。すぐに顔を上げてその声の主を確認する。

「和也くん！」

「お前、瑠璃になにをした」

　和也くんは男の腕を掴み、ぐっと捻り上げた。

「いたたたた、はなせっ」

「瑠璃に、なにしたって言ってるんだ」

　ますます強く捻り上げる、男は痛みで苦悶の表情を浮かべていた。

「やめて和也くん、腕が折れちゃう」

　慌てて止めに入ろうと立ち上がる。そのときに痛い方の足を使ってしまった。

「痛いっ」

「瑠璃っ、大丈夫か!?」

　和也くんは男を掴んでいた手を離して、駆け寄ってくる。

「瑠璃、瑠璃」

「わたしは大丈夫、昔怪我したところだから」

「ダメだ、見せろ」

　和也くんはわたしの足を確認しはじめた。

「それより、あの人逃げちゃう」

　和也くんの背後にいた男は、尻もちをついていたが立ち上がろうとしている。

「そんなのは、どうでもいい。俺にとって瑠璃より大事なものなんてないんだから」

「和也くん……」

「こっちです、こっち！」

　すぐに別の人の声が聞こえた。そこにはレイナさんが連れてきた警備員が男を取り押さえる姿があった。

「おい、はなせ！　はなせー」

　大声をあげる男を警備員がふたりがかりで警備室に連れていく。

　それを見届けたレイナさんが、慌てた様子でこちらに駆けてきた。

「大丈夫ですか？　救急車呼びましょうか？」

「いや、その必要はない。今のところ問題なさそうだし、俺がちゃんと診るから」

　それでもレイナさんは心配そうだ。

「ごめんなさい、おふたりを巻き込んで」

「いえ、和也くんの言う通り本当に大丈夫なんで、気にしないでください」

　痛みはまだあるが、我慢できないほどではない。以前も安静にしていたらすぐに痛みは引いた。

「レイナさんは大丈夫でしたか？」

「はい。おかげさまで。とりあえず今から警察の人に事情を説明します。でもその前に、彼女さんに誤解をとかなくては」

「あ……そのためにここに？」

　和也くんはわたしを見てゆっくりとうなずいた。

「報道を見て驚かれたと思います。ごめんなさい。でも、本当にわたしと中村さんはなんの関係もないんです。今日犯人も捕まったので、もう彼の手をわずらわせて、あなたを困らせるようなこともありません。おふたりとも、ご迷惑をおかけしてすみませんでした」

　深く頭を下げたレイナさんが、顔を上げた。

「では、失礼します」

　レイナさんはそのまま警備室へと走っていった。

　走り去る彼女を見て、ほっとしたのか体の力が抜けた。そんなわたしを和也くんがしっかりと受け止めてくれる。

「さっきは大丈夫なんて言ってたけど、あんな怖い思いしたのに大丈夫なわけないだろ。とりあえず話がしたいんだけど、いい？」

「うん。わたしもきちんと話を聞いておきたいから」

　もうこれ以上はすれ違いたくない。きちんとした話を聞く覚悟で、部屋に帰った。

　今からすべて明らかになる。事情がわかりつつある今でも、あのときの気持ちを思い出すと胸が苦しい。

　そんなわたしの手を和也くんは、ギュッと掴んで急かすことなく中に連れていってくれる。

　リビングにあるソファにわたしを座らせ「ちょっと待ってろ」と言って、自分はキッチンに向かった。

　疲れ切ったわたしはソファに深く座り込んだ。色々な思いが胸に渦巻く。それをなんとか整理しようと、じっと目をつむって気持ちを落ち着けていた。

　気配を感じて目を開く。和也くんが両手にマグカップを持って立っていて、ひとつをわたしに差し出した。

「お待たせ」

「ありがとう」

　受け取りマグカップの中身を見ると、ミルクティーだ。

「とりあえず飲んで。淹れるの下手だから、好みじゃなかったらすまない」

「ううん。ありがとう」

　アールグレイの華やかな香りにミルクのまろやかさが加わる。癖のある組み合わせだがわたしの好みの味だ。

「おいしい……」

「そうか、よかった。姉貴に聞いたんだ。この間会ったんだろ？」

　わたしは小さくうなずいた。

　和也くんがわたしの隣に座る。

「足はもう平気なのか？」

「うん。少し違和感があるけど、大丈夫だよ」

　足を動かして見せると、和也くんの表情がほんの少しやわらいだ。

「なんであんな無茶なことしたんだ。瑠璃が襲われそうになっているのを見たとき本当に驚いた」

「体が勝手に……」

　本当にそうとしか言い様がない。

「お前は俺の浮気相手かもしれない相手でも、助けるんだな。とんだお人好しだ。でもそういう瑠璃だから俺は好きになったんだ」

　呆れたように笑う和也くん。だけどそれはお互い様だ。

「和也くんだって、困ってる人がいたら放っておけないじゃない。今回のことだってそうでしょ？」

「ああ、そうだ。瑠璃、週刊誌でレイナさんのことを知ったんだよな」

「うん」

　わたしの返事に和也くんは天井を仰いだ。

「ごめん。不安にさせて」

「まあ、そうだね。せめて話だけでも聞いておけば違ったんだろうけど」

　わたしは深呼吸をして、和也くんの言葉に耳を傾けた。

「レイナさんは、世話になった教授の娘さんなんだ」

「あの、いつもテレビに出ている？」

「ああ。レイナさんとはたまたま番組で一緒になって、挨拶を交わす程度の仲だった。ちなみにあのマンションには教授が家族で住んでいる。だからあの日も部屋でふたりっきりだったわけじゃない」

　ただの知り合い。それがどうして、自宅まで行くことになったのだろうか。

「彼女はさっきの男に時々後をつけられていたみたいなんだ。それで警察にも相談したんだが、証拠がないってことで、自衛するしかないという話になった。そこで教授に頼まれたんだ」

　和也くんはそこで、わたしに向けていた視線を逸らせた。

「彼氏のフリをしてほしいって。向こうも彼氏がいるってなったら諦めるだろうっていう考えからだ。だから写真を撮られた日もわざと近い距離にいた」

　たしかにその可能性もある。

「そんな……でも逆上して和也くんに敵意を向けたらどうするつもりだったの？」

「それも考えないわけじゃなかった。でもそれで尻尾が掴めればいいかと思ったんだ」

「そんなことがあったなんて……どうしてきちんと話してくれなかったの？」

　きちんと話をしてくれていれば、ここまで落ち込んだり悩んだりしなかったはずだ。

「レイナさんは芸能活動をしているだろ。駆け出しのモデルにスキャンダルは厳禁だ。できればそういうイメージをつけたくないって。結果的に俺と写真を撮られてしまったのは失敗だったけどな。俺のことならなんでも話すけど、相手のあることだからなかなか話せずにすまなかった」

　和也くんはわたしに頭を下げる。

「ねえ、和也くん。たとえ秘密が漏れるのを恐れたとしても、わたしは今回のこときちんと話をしてほしかった。そうすればわたしだってなにか協力できたかもしれない」

　和也くんはいつだってそうだ。すべて解決するまでわたしに話そうとしない。

「たしかにそうだな。瑠璃を巻き込みたくなかったんだ。でもよく考えたらそんなこと無理だよな。俺だけの人生じゃない、俺たちの人生にもうなってるんだからな」

　和也くんは長い指先でわたしの髪を梳くようにして撫でた。

「泣かせてすまなかった。一番大事にしたいのは瑠璃なのに……」

　きっと今の言葉は嘘じゃない。

　けれどいつか昌美さんが言った通り、彼は困っている人がいたらほうっておけないのだ。

「なあ、抱きしめてもいいか？」

　いつもそんなこと聞かずに強引な彼が、こんなことを聞くなんて本当に反省しているんだろう。わたしがうなずくと思い切り抱きしめられた。その腕の強さから、彼がわたしに向ける気持ちが伝わってくる。

「いつも待たせてばかりで悪いな。でも今回のことで実感した。どれほど瑠璃が大切な存在なのかって」

「そこまで？」

　わたしは彼の胸の中で、顔を上げる。

　すると和也くんは苦々しげな表情を浮かべた。

「ああ。人生であんなに焦ったことはない」

　それは少し大袈裟だと思うけれど、だけどかなり心配してくれていたのはわたしにもわかった。

　これまで長年一方的に想いを寄せるだけだった相手。その相手が同じくらいの気持ちをわたしに向けてくれている。

　その事実に思わず頬が緩んだ。その顔を隠すように彼の胸に頬を寄せる。

「これまでのわたしの気持ちわかった？」

　これまで何度となくわたしが味わってきたことだ。

「ああ、こんな思いをずっとさせてすまなかった」

　和也くんの腕に力がこもる。

「わかればいいです、わかれば」

　わざと偉そうに言うと、和也くんがわたしを抱きしめていた手を緩めた。そしてその手をわたしの額に持っていき、パチンと弾いた。

「痛いっ」

「生意気言うなよ。まあ、そういうところもかわいいと思ってしまう、俺も俺だけどな」

　ケラケラ笑う和也くんにつられて、わたしも笑う。

　ここ数日とても気持ちが沈んでいた。これまで無条件で好きだった和也くんのことが信じられない日々は、わたしにとってとても苦しいものだった。

　だから今ふたりでこうやって笑い合っていることがうれしい。

　傷ついて涙も流した。けれど、そのぶんだけふたりの絆が強くなった気がする。

　ひとしきり笑いあった後、お互いを見つめ合う。どちらからともなく目を閉じ唇を寄せ合う。

「もう隠しごとはなしだよ？」

「わかった」

　お互い微笑み合ってもう一度キスしようとしたとき、和也くんがなにかを思い出したようだ。

「そういえば、お前の浮気疑惑はまだ晴れてないからな」

　和也くんの表情が不機嫌にゆがむ。

「えっ！　わたし浮気なんてしてないよ？」

　こんなに一途に彼のことが好きなのに、浮気なんてするわけない。

「君島と楽しそうにデートしてたじゃないか？」

「あ、あれは！　ただ食事をしただけじゃない」

「本当に？　君島はそうは思ってなさそうだったけど」

　疑惑の目を向けられて、慌てて弁明する。

「いえ、たしかに前にふざけて告白されたりもしたけど――」

「あぁ？　そう言えばその話、詳しく聞いてなかったな」

　なんだかとてつもない墓穴を掘ってしまったようだ。慌てて口をつぐんだがすでに遅かったようだ。

「あらためて、じっくり聞かせてもらおうか」

　ただでさえ近い距離をジリジリと詰められる。

「まあ、でもその前に。今夜は思いっきり瑠璃を抱きたい」

　ストレートな言葉に、胸がドキドキとうるさいくらいの音を立てる。

「ダメか？」

　窺うような視線。強引な彼が時折見せるこういう姿をたまらなく愛しいと思う。

「ダメなわけ……ない！」

　わたしが自分から彼の胸に飛び込むと、ギュッと抱きしめ返してくれた。

「はぁ、ひさしぶりの瑠璃だ。悪いけど今日は俺がいいって言うまでつき合ってもらうからな」

　怖いような宣言の後に過ごした寝室での甘い時間は、わたしの不安を溶かして和也くんとの結びつきがより深くなったような気がした。




「はぁ、もう一週間も和也くんに会ってない」

　年の瀬も差し迫った十二月。

　和也くんが海外出張に行ってしまい、さみしくなったわたしは実家に戻ってきていた。

「もう、またぁ？　もういつものことじゃない、そろそろ諦めたら……って言っても無理か。明日はクリスマスイブだもんね」

　目の前で夕飯を食べる瑠衣が、哀れみの目で見てくる。

　そうなのだ。普段なら我慢できるけど明日は和也くんとつき合ってはじめて迎えるクリスマスイブなのだ。しかも暦は日曜日。余計に会いたくなってしまう。

「このわたしだって仕事なんだから、いいじゃない。家でチキン食べよう。ケーキはお姉ちゃんに任せた」

　この年末の時期、デパートに勤める瑠衣は忙しい。彼女の勤める化粧品会社のクリスマスコフレは毎年予約開始とともに完売するほど人気だ。それ以外の商品もプレゼント用に名入れをしたり、息つく暇もないほどの忙しさだと毎年ぼやいている。

「仕方ないよね、和也くんとつき合ってるってだけで、わたしには贅沢なことなんだから」

　ただでさえ医師は忙しい。それに加え中村総合病院の跡取りとしての仕事も増えたという。色々な会合に顔を出したり雑誌にコラムの連載を持ったりと、いくらなんでもできる彼でもこの目の回るような忙しさにお疲れ気味だ。

　それに加えて、今週の海外出張。

　だから無理は言えない。部屋に用意してあるプレゼント、渡せるのはいつになるのか考えるとため息が出そうになるのを慌てて引っ込めた。

　悩んでいても仕方ない。

「ねえ瑠衣、ケーキは生クリームでいい？」

「うん。楽しみにしてるね」

　家族で過ごすクリスマスだって悪くない。わたしは気持ちを切り替えて明日作るケーキのレシピを頭に思い浮かべていた。




　翌日。夕方の山科家の食卓には母特製のローストチキンとサラダ、ミネストローネ、ラザニア、それに加えてわたしが作った生クリームたっぷりのケーキが並んでいた。

「わ～おいしそう！　さすがお母さんとお姉ちゃん」

　早番の勤務を終えて帰宅した瑠衣が感嘆の声をあげている。わたしが作ったケーキも我ながら上手にできたので、褒められてうれしい。

「瑠衣、あなたもちょっとは、料理しなさいよ。ほんといつまで経っても食べるの専門なんだから。あら、その包みはなに？　プレゼント？」

　ブツブツ文句を言いながら取り皿を並べていた母が、瑠衣が手にしている荷物を指さした。

「ああ、これ。さっき宅急便で届いたの。お姉ちゃん宛。差出人は……中村和也。ああ、中村さんからだ」

「えっ！　ちょっとそれを早く言ってよ！」

「あ～ごめんごめん、すっかり忘れてた」

　舌を出しながらわたしに包みを差し出した。

「ねえ、きっとクリスマスプレゼントだよね。開けてみてよ」

「いいわね。お母さんも見たいわ」

「やっぱり、そうかな」

　女三人がリビングで包み紙を開けている姿を、父は遠くからチラチラ見ている。

　綺麗にラッピングされた包みを開けると、わたしでも知っている有名ブランドの箱が出てくる。

「え～さすが大病院の御曹司だけあるね。中身なに？　早く開けよう」

　わたしよりも瑠衣のほうが興奮している。急かされるようにして箱を開けるとそこにはわたしの名前と同じ瑠璃色のドレスが入っていた。

「わぁ……素敵」

　思わずため息が漏れるほど美しいドレスだ。オフショルダーで肩の露出は多いが、ウエストから広がるＡラインのスカートは、かわいらしい雰囲気で一目で気に入ってしまった。

　そっと取り出して合わせてみる。

「え、すごく似合ってる！　お姉ちゃん普段こういう色は着ないのに中村さんってば、この色選ぶあたりさすがとしか言い様がないわね」

「それに形もかわいいわ」

　瑠衣と母はドレスを絶賛する。

　箱の中にメッセージカードが入っていた。

【二十四日　二十時　カメリアホテル】

「これって、もしかしてデートのお誘いじゃないの？」

「まあ、素敵じゃない。カメリアホテルでクリスマスデート!?」

　母と瑠衣の言葉にわたしは慌てて時計を確認する。時刻はまもなく十七時半になろうとしているところだった。

「きっとこれ来ておいでってことでしょ？　メイクはわたしに任せて、お姉ちゃんはすぐにシャワー！」

「うん、わかった」

　瑠衣に促されるままバスルームに向かう。

　急ぎながらも丁寧にシャワーを浴びる。その最中も顔が緩むのを抑えられない。

　和也くんと会える……！

　素敵なクリスマスの予感に、胸がワクワクした。




　持つべきものは美容に詳しい妹だな……。

　わたしはタクシーの中で、鏡を覗いてそう思った。

　シャワーを浴び終えたわたしを待っていたのは、魔法かと思うような瑠衣のメイクとヘアセットだった。さすが本職。

　クリスマスデート用にいつもよりもほんの少し華やかなメイクに仕上げてくれた。髪はコテでふわりと巻いて、いつもは仕事柄しないネイルもほんのりとした桜色のかわいらしいマニキュアを塗ってくれた。

　和也くんからの荷物の中には、靴やバッグも一緒に入っていてそれを身に着ければ完璧なデートスタイルのできあがりだった。

　父は少しさみしそうにしていたけれど、和也くんとデートできることになったわたしを、母も瑠衣も喜んで送り出してくれた。




　わたしが待ち合わせの場所、カメリアホテルに到着したのは待ち合せの時間ギリギリだった。

　ロビーに入ってすぐに和也くんを見つける。最近は見慣れてきた彼のスーツ姿だったが、今日は一段とカッコよく見えた。

　黒をベースにしたピンストライプの細身のスーツ。合わせた黒いシャツにクリスマスを彷彿とさせる赤いネクタイは、洗練された一部の人しか似合わない。それをさらっと着こなす和也くんはやっぱりカッコいい。

　彼のまとっている雰囲気がいい男だと物語っている。ただ立っているだけなのに、周りの女性たちの視線を集めていた。本人はまったく気にする様子もない。きっと普段から注目されているから気にもならないのだろう。

　すぐに和也くんもわたしに気がついてくれた。軽く手を振ると彼に目を奪われていた女性達の視線が一斉にわたしに向けられた。なんだかいたたまれないと思ったけれど、和也くんはその視線を遮るように長い足であっという間にわたしの前までやってくる。

「お待たせ。遅くなってごめんね」

「いや俺も今来たところだし、それに急だったしな」

「いつ出張から戻ったの？　部屋で待ってたのに」

「昨日の深夜。今日に間に合ってよかった」

　和也くんは一歩引いて、わたしの姿をじっくり見ている。

「どうかな？　変じゃない」

「あ？　変なわけないだろ。俺が選んだんだから」

　不服そうに目を細めた後、すっとわたしのところに寄ってきて耳元で囁く。

「よく似合ってる、かわいいよ。誰にも見せたくないからすぐに部屋に連れていきたい」

　その甘い囁きに、体温が一気に上がる。

「ねえ、本当にそういうのやめて」

　つき合いはじめてからの彼はわたしを本当に甘やかす。

　けれどわたしは以前の彼とのギャップにまだ慣れないままだ。

「そうやって恥ずかしがるから、もっとしたくなる。まあ、そんなことしてたら食事の予約の時間に間に合わなくなるから行こうか」

　そっと差し出された腕に、わたしは戸惑うことなく自分の腕を絡める。

　そしてそのまま最上階にあるレストランへ向かった。

　案内されたのは、白を基調とした個室。スタッフに椅子を引いてもらい座る。ほどなくして、運ばれてきたロゼのシャンパーニュで乾杯した。

　アミューズからはじまり、オマール海老と白トリュフを使ったリゾット、甘鯛のグリル、仔羊のローストにはトリュフを使ったソースが添えられていた。

　お待ちかねのデザートも素晴らしかった。

　アヴァン・デセールのブラマンジェからはじまり、マスカルポーネやショコラを使ったクリスマス用の華やかなスイーツが運ばれてくる。そしてワゴンで運ばれてきた色とりどりのショコラやフルーツ、ケーキたち。並んでいるそれらはまるで宝石のように美しく思わず声をあげてしまった。

「はぁ……こんな夢みたいなクリスマスはじめて」

　きらめくシャンデリア、美味しいお酒に料理。そしてなによりも大好きな和也くんが目の前にいてくれる。

「そんなに喜んでくれるなら、普段からもっと連れてこようか？」

　和也くんの提案にわたしは慌てて首を振る。

「そんな、特別な日だからいいの！　それにわたしが一番喜んでいるのは、和也くんとクリスマスを過ごせることだから」

　どんなに豪華な食事も、素敵なドレスも、和也くんがいないと意味がない。

「そういうところなんだよなぁ……ほんと」

　ぽそっとつぶやいた和也くん。

「ん？　なにが？」

　その意図することがわからなくて、聞き返す。

「いや、俺やっぱり、瑠璃のことが好きだなって思っただけ」

「あ、いや、えーっと」

　本当に急にそういうこと言うのずるいと思う。顔を赤くしたわたしを、和也くんは笑いながら見ていた。

「まあ、今日はこれで終わりじゃないから、部屋に行こう」

　差し出された手に自分の手を添える。腕を絡めて時折彼の顔を見ながら歩く。和也くんはいつも通りリラックスして見える。

　ここまででも完璧なクリスマスデートだ。

　でもそれ以上のものが、わたしを待っていた。

「ほら、開けて」

　部屋の鍵を渡されたわたしは、ウォールナットのドアにカードキーを差し込み扉をあけた。

「わぁ」

　思わず驚きの声をあげる。五十三階の部屋、窓辺に立つと遠くまで夜景が見渡せる。広い部屋には座り居心地のよさそうなソファ。それに大きなクリスマスツリー。思わず駆け寄って眺めた。

　大きなもみの木は、ゴールドとレッドのオーナメントで飾られていて、とても華やかだ。ひとつひとつを眺めているとつい時間を忘れてしまいそうだ。

「瑠璃」

　呼ばれて振り向くと、すぐそこに和也くんが立っていた。

「なあに？　……どうかしたの？」

　それまでのリラックスした雰囲気と違い、真剣な顔の和也くんに驚く。

「瑠璃、これ」

　差し出されたのは赤いバラの花束だ。後ろ手に隠していたものが差し出された。

「わぁ、綺麗。これもクリスマスプレゼントなの？」

　大きなバラの花束に感動する。これまでこんなに大きな花束をもらったことはない。

「いや、違う」

「え？」

　クリスマスプレゼントじゃないなら、なんだろう？




「瑠璃、結婚しよう」




「……っ」

　和也くんの綺麗な瞳がわたしを射抜く。その瞳にはわたしへのまっすぐな気持ちがこもっているように感じた。

　彼らしい短いプロポーズの言葉。けれどその重みは誰よりもわかる。

「長い間、ずっと待たせてきた。振り返るといつも瑠璃がいた。たくさんつらい思いをさせたぶん、これから先の人生はずっと俺の隣で笑顔でいてほしい」

　返事をしなきゃいけないと思って、口を開こうとする。けれどうまく言葉にならなくて、唇が震えた。

　それと同時に彼と出会った日からこれまでのことが、次々に思い浮かんできた。

　はじめて出会ったとき、再会したとき、彼の連絡先を手に入れたとき、はじめて送ったメッセージ……。

　そしてわたしの思いが届いてからも、はじめての連続だった。

「瑠璃、返事は？」

　あまりにもわたしがなにも言わないので、和也くんがしびれをきらしたようだ。

　わたしは和也くんの首に腕を回して、彼に抱きついた。

「断るわけない！　断れない！　わたしが和也くん以外好きになれないの、知ってるでしょ？」

　ぎゅうううっと力を込めると、彼はわたしの背中に手を回して抱きしめ返してくれる。

「そうだった。俺も、瑠璃以外ではダメみたいだ。俺のこと、こんな体にしたんだから、責任とれよな」

　そう言うと和也くんは、優しくわたしと距離をとり、ポケットから濃紺の小箱を取り出した。

「これ、受け取ってほしい」

　彼が開けた箱の中には、一粒のダイアモンドがあしらわれたシンプルなリング。しかしその輝きと大きさにわたしは驚き目を見開いた。

「これ、いいの？」

「今更なに言ってるんだ」

　和也くんはわたしの左手を取ると、薬指にその指輪をはめた。誓いの指にはめられた光り輝く指輪によって、プロポーズをより実感する。

「ありがとう、本当に幸せ。これからも大好きっ」

　わたしは思い切り彼に飛びついて、強く抱きしめた。

　和也くんは勢いよく飛びついたわたしを抱き留め、耳元で甘く囁く。

「じゃあこれから、もっともっと俺しか見えないようにさせてやるよ」

「んっ……」

　はじまりの合図のように、和也くんがわたしの耳に口づけをする。熱い吐息と甘い言葉に、抵抗するすべなんてない。

　わたしはそのまま彼に抱かれて、ベッドルームの扉をくぐった。

拝啓――

中村瑠璃さま




　朝目覚めた瞬間に、隣にいる君の姿を見るとほっとして、ときには笑みさえこぼれることがある。

　お昼前に機嫌よく鼻歌まじりに、洗濯物を干す姿も愛おしい。

　夜、お互いが眠りに落ちるまで抱きしめ合うことの幸せ。

　君と過ごす日常は、穏やかだけれど、一秒一秒が大切に思える。




　まさか自分がこんなふうに、愛妻家になるとは……。まわりももちろん驚いているのだが、自分が一番驚いている。

　でもまあ無理もない。瑠璃の魅力を知ったら、もう二度と手放せない。

　でもそんな明るい君の顔色が、ここ最近あまりよくない。食欲が落ちてきて、明らかに疲れているようだ。

　……けれど、ひとつ思いあたる節がある。

　明日の午後は休みをとってある。

　一緒に病院へ行こう。

　不安に思わなくても大丈夫だ。

　専門外なので自分で診察するわけにはいかない。その代わりと言ってはなんだが、コネクションを最大限に生かして名医を探し出してきた。すでに診察も予約済み。

　大切な瑠璃と……君の中に芽生えているであろう新しい命のためなら、なんだってできる。

　だから安心して、なにがあっても俺の隣で笑っていてほしい。

　これからもどうぞよろしく。

　愛しい瑠璃へ――――
















特別書き下ろし番外編










恋の病　その後




「これが赤ちゃんかぁ……」

　わたしは診察の帰りに立ち寄ったカフェで、先程もらったエコー写真をじっと見つめる。写真には小さな点のようなものが映っているだけだ。

　看護師として小児科に勤務していたこともある。だからこれからどういう過程をたどって大きくなっていくかも知識としては知っているけれど、それが自分のおなかのなかで起こるとなると、とても不思議な感じがした。

「そんなにじーっと見たところで、なにも変わらないだろ。早く食べないと溶けるぞ」

「あ、うん。いただきます」

　目の前には、黄金色のマンゴーの果肉がゴロゴロのった美味しそうなかき氷がある。食欲のないわたしを気遣って和也くんが、診察が終わると連れてきてくれたのだ。

　スプーンですくって頬張ると、キンッとした冷たさの後に、マンゴーの濃厚な甘みが加わる。氷はふわふわで最後に口の中に残るのはマンゴーの果肉だけだ。

　ここ最近食欲がなかったのが嘘のように、わたしは目の前のかき氷を夢中で食べた。

「よかった。やっとまともに食べてるな。花火のときに美味そうにしてたの思い出したんだ」

　目の前でコーヒーを飲んでいる和也くんがほっとした顔を見せた。

「うん。なんだか原因がわかって、ほっとしたっていうか安心したっていうか。とにかく美味しい」

　続いていた食欲不振の原因が妊娠だとわかった途端、急に気持ちが前向きになった。いっぱい食べておなかの子に大きくなってもらわなくちゃ。

「ゲンキンなやつだな。まあ、よかった。早く妊娠の可能性について話すべきだと思ったけど、ぬか喜びさせてもいけないと思ったからな」

　和也くんの気遣いに、胸がキュッとなる。結婚してもこうやって、何度も何度もわたしをキュンキュンさせてどういうつもりなんだろ。ますます好きになってしまうじゃない。

　今更ながらに和也くんへの天井知らずの愛を思い知らされる。

「ありがとう。ちゃんと病院も調べてくれて」

　和也くんが連れて行ってくれたクリニックは、都内でも有名な病院だった。わたしを担当してくれたのは、女性医師で母と同じくらいの歳に見えた。ご自身も三人の子供を持つ母親でもあるそうで、これからの妊娠期間とても頼りになると思えた。

「まあこういうときくらいしか、役に立たないだろ。医者の旦那なんて」

「そんなことないのに！　まあ、わたしの場合、お医者様でもそうでなくても和也くんがずっとそばにいてくれればそれだけでいいんだけどね」

　ニコニコするわたしに和也くんは呆れ混じりの顔を見せた後、病院からもらった妊婦さん向けの資料一式に目を通しはじめた。すると、その中のひとつに目を留めた。

「バースプランか」

　わたしも彼の持っている資料を覗き込む。そこには、どういう形で出産のときを迎えたいか希望を書くことになっている。

「なにか希望があるのか？」

　和也くんに聞かれて「ん～」と考えてみる。けれど、先ほど診察するまで自分が妊娠しているとは思ってもいなかったので、すぐには思いつかない。

　無痛分娩、和痛分娩、カンガルーケア、立ち会い出産……。思いつく限り頭の中に浮かべてみたけれど、どれもまだピンとこない。けれど出産のときのことを想像してひとつ思いついた。

「最初に赤ちゃんを抱くのは、和也くんがいいな」

「は？　なんでだよ。瑠璃が一番に抱くのが普通だろ」

　言われてみればそうかもしれない。どんなお産になるにしろ、命がけで我が子を産むのだから。

「うん。でもわたし、自分が赤ちゃんを抱っこしてるのを想像したときよりも、和也くんが赤ちゃんを抱っこしている姿を想像したときのほうがずっと幸せ」

　頭の中に思い浮かんできた光景。それは和也くんが生まれたばかりの子供を大事に抱いている姿だった。その映像がものすごく幸せに満ちあふれていたのだ。

「わたしにとって、和也くんの赤ちゃんを産めることがものすごく幸せだから」

　だからなによりも、彼に早くこのおなかの子をその手に抱いてほしいのだ。

「お前ってヤツは……ほんと変わらないな」

　和也くんはそう言って顔をほころばせた。

「楽しみだな。この子に会えるの」

　わたしは自分のまだなにも変化のないおなかをさすって、中にいる赤ちゃんに思いを馳せた。




　カフェを出たわたしたちが向かったのは、駅前にあるデパートだ。

　和也くんはわたしの体調を心配してくれていたけれど、次に和也くんとデートできる日がいつになるかわからない。「体調が悪ければ、すぐに帰るからな」と釘を刺した和也くんは、わたしの手をしっかりと握ってゆっくりと歩いてくれている。

　週末のデパートは多くの人であふれかえっている。その中を和也くんはわたしを――そして、おなかの子を――守るようにして歩いてくれた。

　目指すのはもちろんベビー用品売り場。これまでほとんど足を踏み入れたことのなかった場所だ。白をベースとした淡いパステルカラーの売り場には、わたしたちと同じような夫婦や、おばあちゃんとなる母親と買い物に来ている人も多い。

「和也くんこれ見て、こんなに小さいの」

　あちこち見ている中でわたしが一番に手に取ったのは、小さな白い靴下だ。黄色いアヒルがワンポイントで施されている。

「たしかに小さいな。でもまだ性別もわかってないのに、洋服は早いんじゃないか」

「そうだよね、かわいいからつい……。あ、この小さいくまのぬいぐるみ音がするよ？」

　手に取った真っ白いクマのぬいぐるみは、中に鈴が入っているようで振ると鈴の心地よい音色がした。

「早いけど、かわいいから買っちゃおう。これだったら性別関係ないもんね」

　ふと和也くんに聞いてみたいことが思いついた。

「ねえ、和也くんは生まれてくる前に性別知りたい？　それとも楽しみにしていたい？」

「正直、知りたい知りたくないに関わらず、エコー見たらすぐわかるしな」

「あ、そっか。え？　それじゃあこれからの検診もついてきてくれるの？」

　忙しい和也くんのことだから、時間を作るのは難しいはずだ。

「ああ。そのつもりだ。もちろん毎回というわけにはいかないだろうけど、出産はお前だけのものじゃない。ふたりの子供なんだから俺もおなかの中にいる間からしっかり成長を見守りたい」

「和也くん……」

　彼のわたしたちへの気持ちに、うれしさが込み上げてくる。まわりからはぶっきらぼうに見えるらしいけれど、誰よりも優しいと思う。特に結婚してからは、それが増したような気がする。

　うれしくて思わず涙ぐんでしまった。

「そんな顔するなって。ほら、ベビーカーとかベッド、あとチャイルドシートとかも色々見ないといけないだろ。あっちによさそうなのがあったから行くぞ」

「うん」

　わたしは和也くんに握られた手を、もう一度強く握りなおして彼に笑顔を向けた。




　少し早い夕食を済ませて、帰宅したのは十九時を過ぎた頃だった。

「あぁ……やっぱりかわいい」

　結局我慢できずに、生まれてくる子が男の子でも女の子でも使えるように、黄色のおくるみや寝具を買って帰ってきた。ベッドやベビーカーのカタログもたくさんもらい、色々と説明を聞きながら実物も見れたので購入品の目処もついた。

　リビングのローテーブルにそれらを並べてみる。

　ソファに座って真っ白いクマの人形を手に取って眺めていると、言い様のない不安が急に胸をよぎった。

「ちょっと、準備するの早すぎたかなぁ」

　まだ妊娠がわかったばかりだ。六週目に入ったばかり。心拍は確認できたものの、安定期はまだまだ先だ。

　これからなにも問題なく出産を迎えられる保証はどこにもないのだ。

　ぬいぐるみを持つ手に、少し力がこもる。

「こっちこい」

　和也くんはそんなわたしの不安を見事に見抜いていた。ソファに座っている彼に手招きされて、彼の膝の上へストンと座った。すると背後から腕を回してわたしを抱きしめてくれる。彼の温かさに包まれて気持ちが落ち着いていく。

「心配するなっていうほうが無理だと思う。誰だって不安だろうから。でも昼間も言ったけど、ひとりじゃない。俺もおなかの子もいる。俺たち〝家族〟で頑張るんだ。だからそれを忘れないこと。いいな」

「うん。わたし……いいママになれるかな」

「前向きなお前にしては、珍しいな」

　自分でもそう思う。いつも目標を決めたらそれに向かって一直線。それがわたしだ。しかしこれから子供の命も守らなくちゃいけないとなると、いつものようにただがむしゃらに……という気持ちにはなれなかった。

「いいママじゃなくても大丈夫だ。子供が俺たちを父親と母親にしてくれる。すれ違いがあったとしてもきちんと向き合っていれば、うまくいくから」

　和也くんは病院の経営ばかりに一生懸命だった両親に対して、複雑な感情を持って育った。しかし今は病院を継ぐことで関係は良好だ。わたしも結婚を機に交流が増えた。

　特に義姉の昌美さんは本当によくしてくれていて、姉に憧れのあったわたしはずいぶん甘えている。

「あ、それよりお義か母あさんには連絡したのか？」

「あっ！　忘れてた」

　わたしは急いでスマートフォンを手に、実家の母に連絡した。




　わたしがシャワーからあがり寝室に向かうと、和也くんはベッドの中でタブレットを手にしていた。

「お義母さん、なんて言ってた？」

「うん、すごく喜んでくれてたけど、子供が子供を産むみたいだって。失礼だよね。わたしとっくに大人なんだけど」

「まあ、母親からしたらいつまでたっても娘は娘だからな」

　電話口での山科家の家族は騒がしかった。母が大声で家族中にわたしの妊娠を告げると、電話の相手が瑠衣から父、そして母とぐるぐると代わり、みんなしてお祝いを言ってくれた。

「うちの実家にはもう少し安定してからでいいだろ」

「うん、それは和也くんに任せるね」

　色々考えがあってのことだろう。中村家への報告は彼に任せることにした。

「あ、でも。うれしくてうっかりしゃべっちゃうかも。最近お義母さんとも色々話をするから」

「そうか、それならそれでいい」

　ベッドに入ると、和也くんはわたしを優しく引き寄せた。すると彼の手にあるタブレットに表示されている内容に目がいく。

「ねえ、お店ではわたしに気が早いとか言ってたのに、和也くんだってこんなの見てるじゃない」

　画面にはベビー用の靴がいくつも表示されている。

「歩けるようになるのって、早くても一歳前後でしょ？　それこそ気が早いよ」

「たしかにな。……まあ、俺もそれだけ浮かれてるってことか」

　画面を見つめる和也くんの顔には優しい笑みが浮かんでいる。そしてわたしに回している手に力を込めた。

「瑠璃、ありがとう」

「ん？　どうしたの、急に」

「いや、幸せだなって。これは間違いなく瑠璃のおかげだから」

　彼がわたしの顔を覗き込んでくる。

「そんなことない。幸せ度合いで言えば、わたしのほうが絶対幸せだもん。だって世界一だから」

　ずっと憧れていた相手と結婚できた。しかもおなかにはその人の子供もいる。こんな幸せな人は世界中探しても、そうそういないのではないかと思う。

　思わずほほ笑むと、和也くんの唇がわたしの唇に重なる。

　抱きしめられる手、重なる唇。感じる体温。全身で彼の愛を受け止める。

　ゆっくりとわたしを横たえさせた彼が、ぎゅっとわたしを抱き寄せた。

　そしてわたしのおなかに手をのせると、そっと優しく撫でる。

「はやく会いたい気もするけど、これはこれでいいな」

「ん？　どうして」

　和也くんの胸に額を付けて、くっついた。

「こうやって、大切なふたりを一度に抱きしめられるのって、瑠璃のおなかにいる間だけだろ」

　あ、そういうこと。和也くんがそんな考え方をするとは思わなかった。

「ねえ、もしかしてだけど」

「ん？」

　チラッと彼の顔を見て、聞いてみる。

「和也くんってば、そうとうわたしのこと好きだよね？」

　日々彼の愛は感じている。だから今日は強気に出てみた。

　きっと照れて「そんなわけないだろ」とか「は？」とか言うはずだ。

　そう予想していたのだけれど……。

「そうだな、お前が思っているよりもずっとずっと、お前に気持ちを持っていかれてるよ」

「え、和也くんがそんなこと言うなんて……」

「事実だよ。何度も言うけど俺をこんなふうにさせるのは瑠璃だけ。まだ気がついてなかったのか」

「だって……」

　うれしくて思わずニヤニヤしてしまう。

「まさか、俺がこんな愛妻家になるなんてな。自分でも驚いてる」

　そう言った和也くんが、ぎゅっとわたしを抱きしめた。

「でも、今が最高に幸せ。ふたりでこの幸せ、更新していこうな」

　わたしは腕に力を込めて彼を抱きしめ返す。

「もちろん、これからもずっと幸せでいようね」

「ああ。ほら、そろそろ寝るぞ」

「じゃあ、おやすみのチューください」

　ふざけるわたしに、和也くんは呆れた笑いを浮かべる。

「奥さんの、お望みどおりに」

　ベッドサイドのライトを消した和也くんが、わたしに優しいキスをしてくれた。
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あとがき




　このたびは本作品をお読みいただきまして、ありがとうございます。

　医師と看護師カップルを書くのは実ははじめてだったのですが、みなさまお楽しみいただけましたか？




　さてこの作品ですが、『偽装夫婦～御曹司のかりそめ妻への独占欲がとまらない～』にでてくる医師の中村が今作品のヒーローなんです。

　お気づきになられたかたは、高田作品検定一級です。おめでとうございます（？）

　この瑠璃と和也のカップルは、偽装夫婦を書いている間にわたしの頭の中でできあがったカップルなんですが、当初幼馴染み設定だったものが紆余曲折あって今回の設定に落ち着きました。

　元気でまっすぐな瑠璃を書くのは本当に楽しくて、前向きな彼女には執筆中助けられました。

　表紙のイラストは、えまる・じょんさんに今回描いていただきました。

　色気のある和也に可愛い瑠璃をありがとうございました。




　そして新しく担当編集になってくださった森さん、締め切り日を勘違いし最初からご迷惑をおかけしました。

　編集協力をしていただいた崎浜さん、たくさんアドバイスいただき感謝感謝です。




　最後になりましたが、手に取っていただいた読者の皆様。

　少しでもハッピーな気持ちになり、楽しんでいただければ幸いです。




　暗いニュースが多い中、少しでも幸せなお話を読んで、楽しんでいただきたいと思っています。

　これからも、笑顔になれるような作品を生み出せるよう努めて参ります。またどこかで見かけた際はよろしくお願いします。




　感謝をこめて。

高たか田だちさき
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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